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対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorを使用し、以下の少なくとも 1つの分野において責任と専
門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

表記法

表示テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素（this font）]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル（this font）]のように示しています。

GUI要素
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表示テキストのタイプ

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you work
on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of each warning to locate
its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

関連資料

『Cisco UCS DirectorDocumentation Roadmap』

Cisco UCS Directorの資料の詳細なリストについては、次の URLにある『Cisco UCS Director
Documentation Roadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/
ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html

『Cisco UCS Documentation Roadmaps』

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、『Cisco UCS B-Series Servers Documentation
Roadmap』（URL：http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc）を参照してください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』にはCisco UCSManagerおよびCisco UCS
Centralのドキュメントのリンクが含まれています。『Cisco UCS C-Series Servers Documentation
Roadmap』には Cisco Integrated Management Controllerのドキュメントのリンクが含まれていま
す。

（注）
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マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-director-docfeedback@cisco.comよりコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元に直接送信するに

は、『What's New in Cisco Product Documentation』RSSフィードをご購読ください。RSSフィード
は無料のサービスです。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
現在のリリースに関して、このガイドの大幅な変更はありません。
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第 2 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Directorを使用した Cisco UCSの管理, 3 ページ

• Cisco UCS Directorで実行できる Cisco UCS管理タスク, 4 ページ

• Cisco UCS Directorで実行できない Cisco UCS管理タスク, 4 ページ

• Cisco UCS Managerオーケストレーションタスク, 5 ページ

Cisco UCS Directorを使用した Cisco UCSの管理
Cisco UCS Directorは、Cisco UCS Managerに代わるものではありません。Cisco UCS Directorは、
オーケストレーションを使用して、Cisco UCSドメインの設定に必要なステップの一部を自動化
します。このような方法で、Cisco UCS Directorは、データの統計分析と各ポッドの統合ビューを
提供します。

CiscoUCSドメインをCiscoUCSManagerアカウントとしてCiscoUCSDirectorに追加すると、Cisco
UCS Directorにより Cisco UCSドメインが完全に可視化されます。さらに、Cisco UCS Directorを
使用して、そのCisco UCSドメインの管理や設定を行うことができます。

Cisco UCSManagerアカウントの管理に使用可能な機能は、Cisco UCSManagerリリースによっ
て異なります。Cisco UCS Directorからアカウントを管理する前に、Cisco UCS Managerのリ
リースノートを参照して、サポートされている機能を確認してください。

（注）

Cisco UCS Miniの管理
Cisco UCS Managerアカウント内のCisco UCSドメインに Cisco UCS Miniが含まれている場合は、
Cisco UCS Directorを使用して Cisco UCSMiniを管理、設定、調整、監視、および報告できます。

Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
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CiscoUCSMiniの詳細については、『CiscoUCSManager User Guides for CiscoUCSMini』と『Cisco
UCS 5108 Server Chassis Installation Guide』を参照してください。

Cisco UCS Directorで実行できる Cisco UCS管理タスク
Cisco UCS Directorを使用して、Cisco UCSドメイン内の物理デバイスと仮想デバイスの管理、モ
ニタ、およびレポートのタスクを実行できます。

設定と管理

次のような Cisco UCSハードウェアおよびソフトウェアコンポーネントを Cisco UCS Directorで
作成および設定することができます。

•ファブリックインターコネクト（ポートを含む）

•シャーシ、ブレードサーバ、ラックマウントサーバ（自動検出を含む）

• I/Oモジュールとファブリックエクステンダ（FEX）

•ネットワーク接続

•ストレージ接続

•プール

•ポリシー

•サービスプロファイル

モニタリングとレポート

Cisco UCS Directorを使用して、次に示すような Cisco UCSドメインとそれらのコンポーネントを
モニタおよびレポートすることもできます。

•消費電力

•温度

•サーバの可用性

•サービスプロファイルの関連付け

Cisco UCS Directorで実行できない Cisco UCS管理タスク
Cisco UCS Directorを使用して、Cisco UCSドメイン内で次のような特定のシステム管理タスクを
実行することはできません。

•ファームウェアアップグレード

•ユーザ管理

   Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
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•仮想マシン管理

Cisco UCS Managerオーケストレーションタスク
CiscoUCSDirectorに用意されているオーケストレーション機能を使用すると、CiscoUCSManager
によって実行されるタスクの設定と管理を 1つまたは複数のワークフローで自動化することがで
きます。同じワークフローにCiscoUCSManager、ネットワーク、およびストレージのタスクを含
めることができます。

CiscoUCSDirectorでのオーケストレーションの詳細については、『CiscoUCSDirectorOrchestration
Guide』を参照してください。

オーケストレーションタスクの場所

Cisco UCS Managerオーケストレーションタスクの完全なリストは、ワークフローデザイナ、タ
スクライブラリ、および [Cisco UCSタスク（Cisco UCS Tasks）]フォルダにあります。オーケス
トレーションタスクの説明を含むタスクライブラリには、Cisco UCS Directorの次の場所からア
クセスできます。

• [ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）] > [ワークフロー
（Workflows）]

• http://IP_address/app/cloudmgr/onlinedocs/cloupiaTaskLib.htmlここで
IP_addressは Cisco UCS Directorの IPアドレスです。

オーケストレーションタスクのタイプ

Cisco UCS Managerオーケストレーションタスクには、次の項目を設定および管理するタスクが
含まれます。

•サーバ

•サーバブート

•プール

•ポリシー

• VLAN

• VSAN

• vNIC

•サービスプロファイル

•サービスプロファイルテンプレート

•組織

Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
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第 3 章

Cisco UCS Manager アカウントの設定

この章は、次の項で構成されています。

• ポッド, 7 ページ

• Cisco UCS Managerのアカウント, 10 ページ

• 選択対象サーバの管理, 16 ページ

• Cisco UCS Managerアカウントの Cisco UCS Centralへの登録, 19 ページ

• 組織, 22 ページ

• ロケール（Locales）, 23 ページ

• タイムゾーン, 24 ページ

• ポリシーの複製, 25 ページ

• プール、ポリシー、その他のオブジェクトの削除, 25 ページ

ポッド
ポッドは、物理コンポーネントおよび仮想コンポーネントの論理的なグループです。これには、

コンピューティング用の Cisco UCS Managerアカウント、ネットワークアカウント、またはクラ
ウドアカウントなどの 1つ以上の物理アカウントまたは仮想アカウントが含まれます。各ポッド
は、データセンターやユーザにサービスを提供するために連携するネットワーク、コンピューティ

ング、ストレージ、およびアプリケーションコンポーネントのモジュールです。ポッドは、同じ

構成を何回でも繰り返すことができ、そのコンポーネントによってデータセンターのモジュール

性、拡張性、管理性が最大限高められます。

ポッドを作成する際には、それで何を表すかを考慮します。たとえば、次を表すポッドを 1つ作
成できます。

• FlexPod、Vblock、またはVSPEXなどの単一のコンバージドインフラストラクチャスタック

•特定の顧客またはテナントに割り当てられたリソースのグループ

Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
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• IPアドレスの特定の範囲内のリソース

Cisco UCS Centralが含まれるシステムの場合、各 Cisco UCSドメインまたはドメイングループに
対応するポッドを作成することをお勧めします。

必要な場合は、ポッドをサイトにグループ化することができます。ただし、1つのポッドは 1つ
のサイトのみに属することができます。

Cisco UCS Directorの [統合基盤（Converged）]タブにポッドとそれらのコンポーネントの詳細情
報を表示できます。ポッドの作成方法については、『Cisco UCS Director Administration Guide』を
参照してください。

Pod の追加

ステップ 1 メニューバーで [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）] の順に選択します。

ステップ 2 [POD]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [PODの追加（Add Pod）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

Podの記述名です。[名前（Name）]フィールド

Podを追加するサイトを選択します。環境にサイトがない場合は、
このステップを省略できます。

[サイト（Site）]ドロップダウンリス
ト

   Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
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説明[名前（Name）]

追加するポッドのタイプを選択します。タイプは次のいずれかで

す。

• [FlexPod]

• [VersaStack]

• [汎用（Generic）]

• [ExpressPodミディアム（ExpressPod Medium）]

• [VSPEX]

• [ExpressPodスモール（ExpressPod Small）]

• [Vblock]

汎用タイプ以外の Podには、特定の物理コンポーネントおよび仮
想コンポーネントにのみ対応しています。汎用ポッドには特定の

ポッドライセンスは必要ありません。また、汎用ポッドには、任

意のタイプの物理コンポーネントまたは仮想コンポーネントを追

加できます。Podの実行に必要な個々のデバイスライセンスを含
む、バンドルされたPodライセンス（FlexPod、Vblock、VSPEX）
の詳細については、『Cisco UCS Director Installation and Upgrade
Guides』を参照してください。

CiscoUCSDirectorでは、VersaStackおよび汎用ポットの
みが IBMアカウントでサポートされます。

（注）

[タイプ（Type）]ドロップダウンリ
スト

（任意）Podの説明です。[説明（Description）]フィールド

Podの物理ロケーションです。たとえば、このフィールドにはPod
の市区町村、またはその他の内部的な識別子を入力します。

[住所（Address）]フィールド

統合チェックビューにポッドを表示したくない場合に、このチェッ

クボックスをオンにして、ポッドを非表示にします。Podからア
カウントの追加または削除は引き続き実行できます。

たとえば、このチェックボックスを使用して、物理要素や仮想要

素の存在しないポッドが統合ビューに表示されないようにするこ

とができます。

[PODを非表示（HidePod）]チェック
ボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
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次の作業

Podにアカウントを 1つ以上追加します。

Cisco UCS Managerのアカウント
各 Cisco UCS Managerアカウントは、Cisco UCS Directorで管理する単一の Cisco UCSドメインを
表します。

Cisco UCS Centralが含まれない環境では、Cisco UCS Managerアカウントをポッド内に作成しま
す。

CiscoUCSCentralが含まれる環境では、CiscoUCSCentralアカウントをマルチドメインマネージャ
の下に作成する必要があります。その Cisco UCS Centralに登録されたすべての Cisco UCSドメイ
ンと、それに関連するCiscoUCSManagerアカウントが、アカウントの作成時にCiscoUCSDirector
に取り込まれます。必要な場合は、これらの 1つ以上の Cisco UCS Managerアカウントを Cisco
UCS Centralアカウントからポッドに割り当てることができます。Cisco UCS Managerアカウント
を Cisco UCS Centralアカウントに登録することもできます。

Cisco UCS Managerアカウントの追加

はじめる前に

Cisco UCS Managerアカウントが属するポッドを追加します。

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加（Add Account）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [ポッド（Pod）]ドロップダウンリストから、このアカウントが属しているポッドを選択します。
b) [カテゴリタイプ（Category Type）]ドロップダウンリストから、[コンピューティング（Computing）]
を選択します。

c) [アカウントタイプ（Account Type）]ドロップダウンリストから、[UCSM]を選択します。
d) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 [アカウントの追加（Add Account）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明[名前（Name）]

アカウントに使用する認証タイプを選択します。次のいずれかに

なります。

• [ローカルで認証済み（Locally Authenticated）]：ローカルで
認証されたユーザアカウントとは、ファブリックインター

コネクトを介して直接認証されたユーザアカウントのことで

あり、管理者権限またはAAA（認証、認可、アカウンティン
グ）権限を持っていれば誰でも有効/無効にすることができま
す。

• [リモートで認証済み（RemotelyAuthenticated）]：リモートで
認証されたユーザアカウントとは、LDAP、RADIUS、
TACACS+のいずれかを介して認証されたユーザアカウント
のことです。

[認証タイプ（Authentication Type）]
ドロップダウンリスト

アカウントのサーバをどのように管理するか選択します。次のい

ずれかになります。

• [すべてのサーバを管理（AllServers）]：すべてのサーバが管
理されます。このオプションがデフォルトです。このオプ

ションを選択すると、管理の状態ですべてのサーバが追加さ

れます。

• [選択したサーバのみ管理（SelectedServers）]：選択したサー
バのみが管理されます。必要に応じて管理サーバリストか

らサーバの追加および削除ができます。このオプションを選

択すると、未管理の状態ですべてのサーバが追加されます。

[サーバ管理（Server Management）]
ドロップダウンリスト

アカウントに割り当てる一意の名前です。[アカウント名（Account Name）]
フィールド

Cisco UCS Managerの IPアドレスです。クラスタ設定では仮想 IP
アドレスになります。

[サーバのアドレス（ServerAddress）]
フィールド

手動で情報を入力する代わりに、このアカウントのクレデンシャ

ルポリシーを使用する場合は、このチェックボックスをオンにし

ます。

[クレデンシャルポリシーの使用
（Use Credential Policy）]チェック
ボックス

[クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential Policy）]チェッ
クボックスをオンにした場合は、このドロップダウンリストから

使用するクレデンシャルポリシーを選択します。

このフィールドが表示されるのは、クレデンシャルポリシーの使

用を選択した場合のみです。

[クレデンシャルポリシー（Credential
Policy）]ドロップダウンリスト

Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
11

Cisco UCS Manager アカウントの設定
Cisco UCS Managerアカウントの追加



説明[名前（Name）]

アカウントが Cisco UCS Managerのアクセスに使用するユーザ名
です。このユーザ名は Cisco UCS Managerの有効なアカウントで
ある必要があります。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[ユーザ ID（User ID）]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[パスワード（Password）]フィール
ド

リモートで認証するアカウントの認証ドメインです。

このフィールドは、認証されたアカウントをローカルで使用して

いる場合、または、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合は表示されません。

[UCS認証ドメイン（UCS
Authentication Domain）]フィールド

アカウントで使用する通信タイプを選択します。次のいずれかに

なります。

• http

• https

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[通信タイプ（Transport Type）]ド
ロップダウンリスト

Cisco UCS Managerのアクセスに使用するポートです。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[ポート（Port）]フィールド

（オプション）アカウントの説明です。[説明（Description）]フィールド

管理者またはアカウント責任者の連絡先に使用できる電子メール

アドレスです。

[連絡先の電子メール（Contact
Email）]フィールド

アカウントのロケーションです。[ロケーション（Location）]フィール
ド

（オプション）該当する場合は、アカウントに関連付けられるサー

ビスプロバイダー名です。

[サービスプロバイダー（Service
Provider）]フィールド

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
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Cisco UCS Directorによって、Cisco UCS Managerへの接続がテストされます。テストが成功した
場合は Cisco UCS Managerアカウントを追加して、Cisco UCS Managerにあるアカウントに関連す
るすべてのインフラストラクチャ要素（シャーシ、サーバ、ファブリックインターコネクト、

サービスプロファイル、プールなど）を検出します。この検出処理およびインベントリ収集サイ

クルの完了には、およそ 5分かかります。

[管理（Administration）] > [システム（System）] > [System Tasks（システムタスク）]タブで設定
されるポーリング間隔は、インベントリ収集の頻度を指定します。

物理アカウントへの接続のテスト

ポッドをアカウントに追加した後は、いつでも接続をテストできます。

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 テストするアカウントタイプに対応するタブをクリックします。

たとえば、[物理アカウント（Physical Accounts）]タブまたは [マルチドメインマネージャ（Multi-Domain
Managers）]タブをクリックします。

ステップ 3 テーブルで、接続のテスト対象となるアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。

ステップ 5 接続テストが完了したら、[閉じる（Close）]をクリックします。

次の作業

接続が失敗した場合は、ユーザ名やパスワードを含め、アカウントの構成を検証します。ユーザ

名とパスワードが正しい場合は、ネットワーク接続に問題があるかどうかを確認します。

Cisco UCS Managerアカウントの検出の確認

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 確認対象となる Cisco UCS Managerアカウントを含むポッドを左側の列で選択します。
左列のツリー構造は、[サイト（Sites）]、[未割り当てのポッド（UnassignedPods）]、[マルチド
メインマネージャ（Multi-Domain Managers）]のノードを一覧表示します。[サイト（Sites）]
ノードを展開すると、サイトノードのすべての Podが表示されます。[未割り当てのポッド
（Unassigned Pods）]ノードを展開すると、どのサイトにも割り当てられていないすべてのポッ
ドが表示されます。[マルチドメインマネージャ（Multi-Domain Managers）]リストを展開する
と、Cisco UCS Directorに追加したすべてのマルチドメインマネージャアカウントタイプが表
示されます。

（注）
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ステップ 3 [コンピューティングアカウント（Compute Accounts）]タブをクリックします。

ステップ 4 確認するアカウントの行をテーブルでクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
Cisco UCS Directorが検出されたアカウントのコンポーネントに関する情報を表示するタブセットを表示
します。

ステップ 6 [戻る（Back）]をクリックして [コンピューティングアカウント（Compute Accounts）]タブに戻ります。

Cisco UCS ドメイン内のデバイスのトポロジと接続の表示

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左の列で、トポロジを表示する Cisco UCS Managerアカウントが含まれるポッドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティングアカウント（Compute Accounts）]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルで、アカウントの行をクリックします。

ステップ 5 [接続の表示（View Connectivity）]をクリックします。
[トポロジビュー - UCSデバイス接続（Topology View - UCS Device Connectivity）]ダイアログボックスが
表示され、Cisco UCSドメイン内のデバイスのトポロジと接続が表示されます。

ステップ 6 必要な場合は、次の表示オプションを変更することができます。

• [表示モード（ViewMode）]ドロップダウンリスト：デバイスの間隔と位置を調整します。トポロジ
ビューのカスタマイズに使用できるオプションは、このモードで決まります。次の表示モードを選択

できます。

◦ [階層（Hierarchical）]

◦ [同心（Concentric）]

◦ [ラウンドロビン（Circular）]

◦ [強制の実行（Force Directed）]

• [リンクラベルの表示（Show Link Labels）]チェックボックス：デバイス間のリンクのラベルの表示/
非表示を切り替えます。一部の表示モードでは、これらのラベルは表示されません。

• [項目のスペース設定を許可（AllowItemSpacing）]チェックボックス：階層表示モードでのデバイス
間の距離を大きくします。

• [距離（Distance）]コントロール：同心表示モードでのデバイス間の距離を調整します。

• [半径（Radius）]コントロール：円形表示モードで、円の半径を変更することでデバイス間の距離を
調整します。
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• [厳密性（Rigidity）]コントロール：強制の実行表示モードでの厳密性を調整します。

• [強制距離（ForceDistance）]コントロール：強制の実行表示モードでのデバイス間の距離を調整しま
す。

ステップ 7 [閉じる（Close）]をクリックして、[コンピューティングアカウント（Compute Accounts）]タブに戻りま
す。

Cisco UCS Managerアカウントの設定のエクスポート
Cisco UCS Directorでは、Ucs-Timestamp-configuration.zipという名前のファイルは、ダ
ウンロード先としてブラウザで設定されている場所にエクスポートされます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左ペインで、設定をエクスポートするCiscoUCSManagerアカウントが含まれているポッドを選択します。

ステップ 3 右側のペインで [コンピューティングアカウント（Compute Accounts）]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルで、アカウントの行をクリックします。

ステップ 5 [設定のエクスポート（Export Configuration）]をクリックします。

ステップ 6 [UCS設定のエクスポート（ExportUCSConfiguration）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

ステップ 7 設定のエクスポートが完了したら、[閉じる（Close）]をクリックします。

Cisco UCS Managerアカウントの設定のインポート
Cisco UCS Directorの Cisco UCS Managerアカウントから、または Cisco UCS Managerからエクス
ポートされた設定をインポートすることができます。
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Cisco UCS Managerアカウントに設定をインポートすると、そのアカウント内の既存の設定が
上書きされます。

（注）

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左の列で、設定をインポートする Cisco UCS Managerアカウントが含まれているポッドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティングアカウント（Compute Accounts）]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルで、設定をインポートするアカウントの行をクリックします。

ステップ 5 [設定のインポート（Import Configuration）]をクリックします。

ステップ 6 [UCS設定のインポート（Import UCS Configuration）] ウィザードの [設定のアップロード（Upload
Configuration）]画面で、次の手順を実行します。
a) [参照（Browse）]をクリックし、インストールする設定ファイルに移動します。
b) [アップロード（Upload）]をクリックします。
c) ファイルのアップロードが完了したら、[OK]をクリックします。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [UCS設定のインポート（Import UCS Configuration）]ウィザードの [設定の選択（Select Configuration）]画
面で、次のいずれかのチェックボックスをオンにします。

説明オプション

ファイル内のすべての設定をインポートします。[すべての設定のインポート（ImportAllConfiguration）]

選択した設定のみをインポートします。[インポートのカスタマイズ（Customize Import）]

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 9 設定のインポートが完了したら、[閉じる（Close）]をクリックします。

選択対象サーバの管理
Cisco UCS Managerアカウントをポッドに追加するときに、Cisco UCS Directorでそのアカウント
のサーバを管理する方法を選択できます。次のいずれかを選択できます。

[すべてのサーバ（All Servers）]

すべてのサーバが Cisco UCS Directorによって管理されます。このオプションがデフォルト
です。
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[選択済みのサーバ（Selected Servers）]

選択したサーバのみがCiscoUCSDirectorによって管理されます。必要に応じて管理対象サー
バのリストにサーバを追加および削除できます。

サーバライセンス使用率には、管理状態、トランジション状態、使用禁止状態のサーバが含

まれます。アンマネージドサーバは含まれません。

（注）

選択対象サーバの管理のガイドラインと制限

選択対象サーバの管理を設定する場合は、次のガイドラインと制限にご注意ください。

サーバ管理オプションの変更

既存の Cisco UCS Managerアカウントを [すべてのサーバ（All Servers）]から [選択済みのサーバ
（Selected Servers）]に変更する場合は、Cisco UCSDirectorのすべてのサーバが管理対象外状態と
なります。最初に、サーバがトランジション状態となり、サーバレポートから削除されます。1
台以上のサーバを選択して手動で管理対象状態に移行しない場合は、Cisco UCS Directorが管理対
象外状態への移行を完了するまで、すべてのサーバが 48時間トランジション状態となります。
サーバがトランジション状態になっている間は、ライセンス使用中としてカウントされます。

既存の Cisco UCS Managerアカウントのサーバ管理設定を [選択済みのサーバ（Selected Servers）]
から [すべてのサーバ（All Servers）]に変更した場合は、Cisco UCS Directorのすべてのサーバが
管理対象状態に移行されます。

サーバプール

Cisco UCS Directorでは、サーバプールのマネージドサーバのみが表示されますが、プールのサ
イズにはすべてのサーバが含まれます。たとえば、サーバプールに 2台のサーバがあり、そのう
ち 1台のサーバのみが Cisco UCS Directorで管理されている場合、そのプールのすべてのサーバ
プールレポートとアクションには、1台の（管理対象）サーバのみが表示されます。ただし、プー
ルサイズは 2台と表示されます。

[サービスプロファイル（Service Profiles）]

Cisco UCS Directorでは、アンマネージドサーバと関連付けられているサービスプロファイルは
表示されません。サービスプロファイルは、サーバが Cisco UCS Directorで管理されている場合
にのみ表示されます。

Cisco UCS Managerを使用して Cisco UCS Directorで管理されていないサーバを持つサーバプール
と、サービスプロファイルを関連付けると、そのサービスプロファイルや Cisco UCS Directorの
サーバでそれ以上のタスクを実行できません。そのサーバやサービスプロファイルを管理するに

は、該当するオーケストレーションワークフローにサーバ管理タスクを追加する必要がありま

す。
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管理対象サーバの選択

はじめる前に

Cisco UCS Directorで管理するサーバを選択できるようにするには、Cisco UCS Managerアカウン
トの選択的なサーバ管理の設定を [選択したサーバ（Selected Servers）]として設定します。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCS検出済みサーバ（UCS Discovered Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 [UCS検出済みサーバ（UCS Discovered Servers）]タブをクリックします。
このタブには、Cisco UCSドメイン内の Cisco UCS Managerによって検出されたすべてのサーバが表示さ
れます。

ステップ 5 [サーバの管理（Manage Servers）]をクリックします。

ステップ 6 [サーバの管理（Manage Servers）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 管理対象にするサーバのチェックボックスをオンにします。
b) [送信（Submit）]をクリックします。

選択したサーバが Cisco UCS Directorによって管理状態に移行されます。

サーバ管理の解除

[選択済みサーバ（Selected Servers）]の Cisco UCS Managerアカウントでサーバ管理オプションを
設定した場合は、Cisco UCS Directorで管理する必要がなくなったサーバを管理対象から外すこと
ができます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCS検出済みサーバ（UCS Discovered Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 [UCS検出済みサーバ（UCS Discovered Servers）]タブをクリックします。
このタブには、Cisco UCSドメイン内の Cisco UCS Managerによって検出されたすべてのサーバが表示さ
れます。

ステップ 5 [サーバのアンマネージ（Unmanage Servers）]をクリックします。

ステップ 6 [サーバのアンマネージ（Unmanage Servers）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 管理する必要がなくなったサーバのチェックボックスをオフにします。
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b) [送信（Submit）]をクリックします。

Cisco UCS Directorによって、選択したサーバがトランジション状態に移行され、サーバレポートから削
除されます。サーバは遷移状態を 48時間維持した後に、Cisco UCS Directorによって管理対象外状態への
移行が実行されます。サーバがトランジション状態になっている間は、ライセンス使用中としてカウント

されます。

Cisco UCS Managerアカウントの Cisco UCS Centralへの登
録

Cisco UCS Centralアカウントを追加すると、Cisco UCS Directorは、そのアカウントを使用して、
すべての登録済みCiscoUCSドメインを管理できます。CiscoUCSDirectorを使用して、CiscoUCS
Managerアカウントを Cisco UCS Centralアカウントに登録することもできます。

また、ポリシー、サービスプロファイル、およびサービスプロファイルテンプレートを次のい

ずれかとして指定することで、これらの作成と管理に Cisco UCS Centralアカウントまたは Cisco
UCS Managerアカウントのどちらを使用するかを選択することもできます。

• [ローカル（Local）]：ポリシー、サービスプロファイル、またはサービスプロファイルテ
ンプレートは、Cisco UCS Managerアカウントを使用して作成および管理されます。

• [グローバル（Global）]：ポリシー、サービスプロファイル、またはサービスプロファイル
テンプレートは、Cisco UCS Centralアカウントを使用して作成および管理されます。

Cisco UCS Centralの前提条件
Cisco UCSManagerアカウントをCisco UCS Centralアカウントに登録する前に、次の手順を実行し
ます。

• Cisco UCS Director、Cisco UCS Manager、および Cisco UCS Centralで NTPサーバと正しいタ
イムゾーンを設定し、それらが同期されていることを確認します。それらの 1つ以上の時間
と日付が同期されていない場合、Cisco UCS Centralでの登録に失敗することがあります。

• Cisco UCS Directorで Cisco UCS Centralアカウントのホスト名と IPアドレスを取得します。

• Cisco UCS Centralを展開したときに設定した共有秘密を取得します。

Cisco UCS Managerアカウントの Cisco UCS Centralへの登録

はじめる前に

• 1つ以上の Cisco UCS Centralアカウントを追加します。
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•次の Cisco UCS Centralの前提条件を実行します。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 [サマリー（Summary）]タブをクリックします。

ステップ 4 [UCSセントラルに登録（Register with UCS Central）]タブをクリックします。

ステップ 5 [UCSセントラルに登録（Register with UCS Central）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [UCSセントラルホスト名/IPアドレス（UCS Central Hostname/IP Address）]フィールドに、Cisco UCS

Centralアカウントのホスト名または IPアドレスを入力します。
IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNSサーバを設定します。Cisco UCSドメイ
ンが Cisco UCS Centralに登録されていない、または DNS管理がローカルに設定されている
場合は、Cisco UCS Managerで DNSサーバを設定します。Cisco UCSドメインが Cisco UCS
Centralに登録され、DNS管理がグローバルに設定されている場合は、Cisco UCS Centralで
DNSサーバを設定します。

（注）

b) [共有秘密（Shared Secret）]フィールドで、Cisco UCS Centralアカウントの共有秘密（またはパスワー
ド）を入力します。

c) [送信（Submit）]をクリックします。

Cisco UCS Centralからの Cisco UCS Managerアカウントの登録解除
Cisco UCS Managerアカウントを Cisco UCS Centralから登録解除すると、その Cisco UCS Manager
アカウントは、グローバルポリシーの更新を受けとらなくなります。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 [サマリー（Summary）]タブをクリックします。

ステップ 4 ドロップダウンメニューボタンをクリックし、[UCSセントラルの登録を解除（Unregister fromUCSCentral）]
を選択します。

ステップ 5 [UCSセントラルの登録を解除（Unregister from UCS Central）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]
をクリックします。
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ポリシー、サービスプロファイル、またはサービスプロファイルテ

ンプレートのグローバル設定

Cisco UCS Managerアカウントを使用して、ポリシー、サービスプロファイル、またはサービス
プロファイルテンプレートをグローバルとして設定します。

はじめる前に

Cisco UCS Managerアカウントを Cisco UCS Centralアカウントに登録します。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、適切なタブをクリックし、ポリシー、サービスプロファイル、またはサービスプロファイ

ルテンプレートが置かれている場所に移動します。

たとえば、次のいずれかを実行します。

•サービスプロファイルの場合は、[サービスプロファイル（ServiceProfiles）]タブをクリックします。

• vHBAテンプレートなどのサービスプロファイルテンプレートまたはポリシーの場合は、[組織
（Organizations）]タブをクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックして、目的のテンプ
レートまたはポリシーが含まれている組織をクリックします。

ステップ 4 グローバルにするポリシー、サービスプロファイル、またはサービスプロファイルテンプレートのテー

ブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [グローバルの使用（Use Global）]をクリックします。
サービスプロファイルまたはポリシーによっては、ドロップダウンメニューボタンをクリックし、メ

ニューから [グローバルの使用（Use Global）]を選択します。

ステップ 6 [グローバルの使用（Use Global）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。
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ポリシー、サービスプロファイル、またはサービスプロファイルテ

ンプレートのローカル設定

Cisco UCS Managerアカウントを使用して、ポリシー、サービスプロファイル、またはサービス
プロファイルテンプレートをローカルとして設定します。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、適切なタブをクリックし、ポリシー、サービスプロファイル、またはサービスプロファイ

ルテンプレートが置かれている場所に移動します。

たとえば、次のいずれかを実行します。

•サービスプロファイルの場合は、[サービスプロファイル（ServiceProfiles）]タブをクリックします。

• vHBAテンプレートなどのサービスプロファイルテンプレートまたはポリシーの場合は、[組織
（Organizations）]タブをクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックして、目的のテンプ
レートまたはポリシーが含まれている組織をクリックします。

ステップ 4 ローカルにするポリシー、サービスプロファイル、またはサービスプロファイルテンプレートのテーブ

ル内の行をクリックします。

ステップ 5 [ローカルの使用（Use Local）]をクリックします。
サービスプロファイルまたはポリシーによっては、ドロップダウンメニューボタンをクリックし、メ

ニューから [ローカルの使用（Use Local）]をクリックします。

ステップ 6 [ローカルの使用（Use Local）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。

組織

マルチテナント環境の組織

マルチテナント機能を使用すると、Cisco UCSドメインの大きな物理的インフラストラクチャを
組織と呼ばれる論理的なエンティティに分割することができます。その結果、各組織に専用の物

理インフラストラクチャを設けなくても各組織を論理的に分離できます。

マルチテナント環境では、関連する組織を通じて、各テナントに一意のリソースを割り当てられ

ます。これらのリソースには、各種のポリシー、プール、および Quality of Service定義などがあ
ります。また、すべてのユーザにすべての組織へのアクセス権を付与する必要がない場合は、ロ

ケールを実装して、組織ごとにユーザ権限やロールを割り当てたり、制限したりすることもでき

ます。
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マルチテナント環境をセットアップする場合、すべての組織は階層的になります。最上位の組織

は常にルートです。ルートに作成したポリシーおよびプールはシステム全体にわたるもので、こ

のシステムに含まれるすべての組織で使用できます。しかし、他の組織で作成されたポリシーや

プールが使用できるのは、同じ階層でそれより上にある組織だけです。たとえば、あるシステム

にFinanceとHRという組織があり、これらは同じ階層に存在しないとします。この場合、Finance
は HR組織にあるポリシーは一切使用できず、また、HRは Finance組織にあるポリシーには一切
アクセスできません。しかし、Financeと HRは両方とも、ルート組織にあるポリシーやプールを
使用できます。

マルチテナント環境に組織を作成する場合、各組織、または同じ階層のサブ組織に次のうち 1つ
以上をセットアップすることもできます。

•リソースプール

•ポリシー

•サービスプロファイル

•サービスプロファイルテンプレート

ルート組織は常にトップレベルの組織です。

組織の作成

ルートとなる最上位レベルの組織を作成できます。このルートに作成したポリシーおよびプール

はシステム全体にわたるもので、このシステムに含まれるすべての組織で使用できます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [組織の追加（Add Organization）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
a) [名前（Name）]フィールドに、組織の名前を入力します。
b) [説明（Description）]フィールドに、組織の説明を入力します。
c) [親組織（Parent Organization）]ドロップダウンリストから、この組織を含める上位の組織を選択しま
す。

ロケール（Locales）
各ロケールには、ユーザからのアクセスを許可する 1つ以上の組織を定義します。アクセスは、
このロケールで指定された組織の範囲内に制限されます。このルールの 1つの例外として、組織
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が指定されていないロケールがあります。この場合、すべての組織内のシステムリソースに対し

て無制限のアクセスが可能になります。

Cisco UCSドメインには、最大 48のロケールを含めることができます。最初の 48のロケールが
許可された後も設定はされますが、障害が発生して、ロケールが無効になります。

組織は階層的に管理できます。トップレベルの組織に割り当てられたユーザは、自動的にその下

にあるすべての組織にアクセスできます。たとえば、エンジニアリング組織が、ソフトウェアエ

ンジニアリング組織とハードウェアエンジニアリング組織で構成されているとします。ソフト

ウェアエンジニアリング組織のみを含むロケールでは、その組織内のシステムリソースにのみア

クセスできます。エンジニアリング組織を含むロケールでは、ソフトウェアエンジニアリング組

織とハードウェアエンジニアリング組織の両方のリソースにアクセスできます。

ロケールの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[ロケール（Locales）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [ロケールの追加（Add Locale）]ダイアログボックスに、ロケールの名前と説明を入力します。

ステップ 6 [組織（Organizations）]フィールドで、[選択（Select）]をクリックし、次の手順を実行します。
a) ロケールを追加する組織のチェックボックスをオンにします。
b) [選択（Select）]をクリックします。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

タイムゾーン
Cisco UCSでは、に正しい時刻を表示するために、ドメイン固有のタイムゾーンの設定と NTP
サーバが必要です。タイムゾーンを設定しない場合は、時刻が正しく表示されないことがありま

す。

さらに、使用中の環境に Cisco UCS Centralが含まれている場合は、Cisco UCS Managerと Cisco
UCS Centralで NTPサーバと正しいタイムゾーンを設定し、それらが同期されるようにする必要
があります。Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralの時刻と日付が同期されていないと、登録
に失敗することがあります。
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タイムゾーンの追加

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[タイムゾーン（Time Zone）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [タイムゾーンの追加（Add Time Zone）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [NTPサーバ名（NTP Server Name）]ダイアログボックスで、このタイムゾーンの NTPサーバの IPア
ドレスまたはホスト名を入力します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

ポリシーの複製
ポリシーを複製して、元のポリシーと同じ設定のコピーを作成できます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、該当するタブをクリックし、ポリシーがある場所に移動します。

たとえば、ブートポリシーを複製する場合は、[組織（Organizations）]タブをクリックし、ポリシーを複
製する組織をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 4 複製するポリシーのタイプのタブをクリックします。

たとえば、ブートポリシーを複製する場合は、[ブートポリシー（BootPolicies）]タブをクリックします。

ステップ 5 複製するポリシーを選択し、[複製（Clone）] をクリックします。

ステップ 6 必要に応じてポリシーの名前を変更したり、他のフィールドの値を変更します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

プール、ポリシー、その他のオブジェクトの削除
プール、ポリシー、またはVLANなどの他のオブジェクトを削除するために使用する方法は、す
べてのオブジェクトで同じです。
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オブジェクトを削除する前に、それらがシステム内の他のオブジェクトによって使用または参

照されていないことを確認してください。たとえば、ネットワークポリシーを削除する前に、

サービスプロファイルがそのポリシーを参照していないことを確認します。

（注）

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで、適切なタブをクリックし、オブジェクトが置かれている場所に移動します。

たとえば、VLANを削除する場合は、[VLAN]タブをクリックします。

ステップ 4 削除するオブジェクトを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。
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第 4 章

ファブリックインターコネクトとポートの

設定

この章は、次の項で構成されています。

• ファブリックインターコネクトスイッチングモードの設定, 27 ページ

• ポートの設定, 31 ページ

• ポートチャネルの設定, 45 ページ

ファブリックインターコネクトスイッチングモードの

設定

イーサネットスイッチングモード

イーサネットスイッチングモードにより、サーバとネットワークの間のスイッチング装置として

ファブリックインターコネクトがどのように動作するかが決定されます。ファブリックインター

コネクトは、次のイーサネットスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードでは、ファブリックインターコネクトが、vNICを介して接続されているす
べてのサーバ（ホスト）に代わって、ネットワークに対するエンドホストとして動作できます。

この動作は、vNICをアップリンクポートにピン接続することにより実現されます（動的なピン
接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ネットワークに対して冗長性が提供され、

これらのアップリンクポートはファブリックの残りの部分に対してサーバポートとなります。エ

ンドホストモードの場合、ファブリックインターコネクトでスパニングツリープロトコル（STP）
は実行されません。しかし、ループは、アップリンクポートがトラフィックを相互に転送するの

を拒否すること、および同時に複数のアップリンクポート上に存在する出力サーバトラフィック

を拒否することにより回避されます。エンドホストモードは、デフォルトのイーサネットスイッ
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チングモードであり、次のいずれかがアップストリームで使用される場合に使用する必要があり

ます。

•レイヤ 2集約のためのレイヤ 2スイッチング

• Virtual Switching System（VSS）集約レイヤ

エンドホストモードを有効にした場合、vNICがアップリンクポートに固定ピン接続されてい
て、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vNICをピン接続し直すことは
できず、その vNICはダウンしたままになります。

（注）

スイッチモード

スイッチモードは従来のイーサネットスイッチングモードです。ループを回避するためにファ

ブリックインターコネクトで STPが実行され、ブロードキャストパケットとマルチキャストパ
ケットは従来の方法で処理されます。スイッチモードは、デフォルトのイーサネットスイッチン

グモードではありません。ファブリックインターコネクトをルータに直接接続する場合、または

次のいずれかがアップストリームで使用される場合に限り使用する必要があります。

•レイヤ 3集約

•ボックス内の VLAN

どちらのイーサネットスイッチングモードの場合でも、サーバアレイ内のすべてのサーバ間

ユニキャストトラフィックは、ファブリックインターコネクトを介してだけ送信され、アッ

プリンクポートを介して送信されることはありません。vNICがアップリンクポートに固定ピ
ン接続されていたとしても同様です。サーバ間のマルチキャストトラフィックとブロードキャ

ストトラフィックは、同じ VLAN内のすべてのアップリンクポートを介して送信されます。

（注）
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イーサネットスイッチングモードの変更

イーサネットスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Directorから Cisco UCS Manager
に、ファブリックインターコネクトを再起動する要求が発行されます。クラスタ設定では、

Cisco UCS Directorにより、両方のファブリックインターコネクトを順番に再起動する要求が
発行されます。2つめのファブリックインターコネクトでイーサネットスイッチングモード
の変更が完了し、システムで使用できるようになるまで数分間かかります。設定は保持されま

す。

（注）

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 スイッチングモードを変更するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [イーサネットモード（Ethernet Mode）]をクリックします。

ステップ 6 [ファブリックインターコネクトモード設定（Fabric Interconnect Mode Settings）]ダイアログボックスで、
[理由（Reason）]フィールドに変更理由を入力し、[モードの変更（Change Mode）]をクリックします。
Cisco UCS Directorが、ファブリックインターコネクトを再起動する要求を発行します。

ファイバチャネルスイッチングモード

ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装置

としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリックイン

ターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストを使用すると、ファブリックインターコネクトは、仮想ホストバスアダプタ

（vHBA）を介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されているファイ
バチャネルネットワークに対するエンドホストとして動作することができます。この動作は、

vHBAをファイバチャネルポートアダプタにピン接続することにより実現されます（動的なピン
接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ファイバチャネルポートはファブリック

の残りの部分に対してサーバポート（Nポート）となります。エンドホストモードの場合、ファ
ブリックインターコネクトは、アップリンクポートがトラフィックを相互に転送するのを拒否す

ることでループを回避します。

エンドホストモードはNポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォルトの
ファイバチャネルスイッチングモードです。
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エンドホストモードを有効にした場合、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートに固
定ピン接続されていて、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vHBAを
ピン接続し直すことはできず、その vHBAはダウンしたままになります。

（注）

スイッチモード

スイッチモードは従来のファイバチャネルスイッチングモードです。スイッチモードを使用し

て、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続することができます。ファ

イバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（たとえば、ストレージに直接接
続された 1つの Cisco UCSドメイン）ポッドモデル、または SANが存在する（アップストリー
ムMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモードの変更

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Directorから Cisco UCS
Managerに、ファブリックインターコネクトを再起動する要求が発行されます。クラスタ設定
では、Cisco UCS Directorにより、両方のファブリックインターコネクトを順番に再起動する
要求が発行されます。2つめのファブリックインターコネクトがファイバチャネルスイッチ
ングモードに変更され、システムが使用できるようになるまでには数分間かかります。設定

は保持されます。

（注）

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 スイッチングモードを変更するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [FCモード（FC Mode）]をクリックします。

ステップ 6 [ファブリックインターコネクトモード設定（Fabric Interconnect Mode Settings）]ダイアログボックスで、
[理由（Reason）]フィールドに変更理由を入力し、[モードの変更（Change Mode）]をクリックします。
Cisco UCS Directorが、ファブリックインターコネクトを再起動する要求を発行します。
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ポートの設定

Cisco UCS 6100 シリーズファブリックインターコネクトのポート
各 Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトには、サーバポートまたはアップリ
ンクイーサネットポートとして設定できるポートの集合が固定ポートモジュール内にあります。

これらのポートは予約されていません。設定するまでは Cisco UCSドメインで使用できません。
拡張モジュールを追加して、ファブリックインターコネクト上のアップリンクポートの数を増や

したり、ファブリックインターコネクトにアップリンクファイバチャネルポートを追加したり

できます。

LANピングループと SANピングループを作成して、サーバからのトラフィックをアップリンク
ポートにピン接続します。

CiscoUCS6100シリーズファブリックインターコネクト上のポートは統合型ではありません。
統合ポートの詳細については、ポートモード, （32ページ）を参照してください。

（注）

各ファブリックインターコネクトには、次のポートタイプを含めることができます。

サーバポート

サーバポートは、ファブリックインターコネクトとサーバ上のアダプタカードとの間の

データトラフィックを処理します。

設定できるのは固定ポートモジュールのサーバポートだけです。拡張モジュールにはサー

バポートは含まれません。

アップリンクのイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートは、ファブリックインターコネクトと次のレイヤのネッ

トワークとの間のイーサネットトラフィックを処理します。すべてのネットワーク行きの

イーサネットトラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

イーサネットポートはデフォルトでは未設定ですが、次の方法で機能するように設定でき

ます。

•アップリンク

• FCoE

•アプライアンス

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
31

ファブリックインターコネクトとポートの設定

ポートの設定



アップリンクファイバチャネルポート

アップリンクファイバチャネルポートは、ファブリックインターコネクトとストレージ

エリアネットワークの次のレイヤとの間のFCoEトラフィックを処理します。すべてのネッ
トワーク行きの FCoEトラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

ファイバチャネルポートはデフォルトでアップリンクに設定されていますが、ファイバ

チャネルストレージポートとして機能するように設定できます。これは、Cisco UCSに直
接接続ストレージ（DAS）デバイスとの接続が必要な場合に役立ちます。

設定できるのは拡張モジュールのアップリンクファイバチャネルポートだけです。固定モ

ジュールには、アップリンクファイバチャネルポートは含まれません。

Cisco UCS 6200 シリーズファブリックインターコネクトのポート

ポートモード

Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトの場合、ポートのポートモードを設定
します。ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまた

はファイバチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは、ファブ

リックインターコネクトによって自動的に検出されません。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLAN、VSANなど、当該ポート設定に関連付けられているオブジェクトはすべて削除され
ます。統合ポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ

ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

記載されているすべてのポートタイプは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定で

きます。これに含まれるサーバポートは、Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネ
クト拡張モジュールでは設定できませんが、Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネ
クト拡張モジュールでは設定できます。

イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートは、デフォルトでアップリンクイー

サネットポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更された統合ポー

トは、ファイブチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポート

の設定を解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

ポートモードがイーサネットに設定されたときには、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ
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• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

ポートモードがファイバチャネルに設定されたときには、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

固定モジュールポートのポートモードの設定

ポートモード設定後、ファブリックインターコネクトがリブートされます。（注）

Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトのポートでは、ポートモードを設定で
きません。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポートモードを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [固定モジュールポートの設定（Configure Fixed Module Ports）]をクリックします。

ステップ 6 [固定モジュールポートの設定（Configure FixedModule Ports）]ダイアログボックスで、次の手順を実行し
ます。

a) 設定するポートのチェックボックスをオンにします。
b) [送信（Submit）]をクリックします。

拡張モジュールポートのポートモードの設定

ポートモード設定後、ファブリックインターコネクトがリブートされます。（注）
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6100シリーズファブリックインターコネクトのポートでは、ポートモードを設定できません。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポートモードを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [拡張モジュールポートの設定（Configure Expansion Module Ports）]をクリックします。

ステップ 6 [拡張モジュールポートの設定]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 設定するポートのチェックボックスをオンにします。
b) [送信（Submit）]をクリックします。

ポートの有効化

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポートを有効にするファブリックインターコネクトのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかのタブをクリックします。

• [イーサネットポート（Ethernet Ports）]タブ

• [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Ports）]タブ

ステップ 7 有効にするポートをクリックします。

Ctrlキーを押しながらクリックすると、複数のポートを選択して有効にすることができます。

ステップ 8 [ポートの有効化（Enable Port）]をクリックします。

ステップ 9 [ポートの有効化（Enable Port）]ダイアログボックスで [有効化（Enable）]をクリックします。
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ポートの無効化

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポートを無効にするファブリックインターコネクトのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかのタブをクリックします。

• [イーサネットポート（Ethernet Ports）]タブ

• [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Ports）]タブ

ステップ 7 無効にするポートをクリックします。

Ctrlキーを押しながらクリックすると、複数のポートを選択して無効にすることができます。

ステップ 8 [ポートの無効化（Disable Port）]をクリックします。

ステップ 9 [ポートの無効化（Disable Port）]ダイアログボックスで、[無効化（Disable）]をクリックします。

イーサネットポートの設定

サーバポートの設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 サーバポートを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [イーサネットポート（Ethernet Ports）]タブをクリックします。

ステップ 6 サーバポートを設定するポートをクリックします。

Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 7 [サーバポートとして設定（Configure as Server Port）]をクリックします。

ステップ 8 [サーバポートとして設定（Configure as Server Port）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリッ
クします。
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アップリンクポートの設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 アップリンクポートを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [イーサネットポート（Ethernet Ports）]タブをクリックします。

ステップ 6 アップリンクポートを設定するポートをクリックします。

Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 7 [アップリンクポートとして設定（Configure as Uplink Port）]をクリックします。

ステップ 8 [アップリンクポートとして設定（Configure as Uplink Port）]ダイアログボックスで、[アップリンクポー
トとして設定（Configure as Uplink Port）]をクリックします。

FCoE アップリンクポートの設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 FCoEアップリンクポートを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [イーサネットポート（Ethernet Ports）]タブをクリックします。

ステップ 6 FCoEアップリンクポートを設定するポートをクリックします。
Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 7 [アップリンクFCoEとして設定（Configure as Uplink FCoE）]をクリックします。

ステップ 8 [FCoEアップリンクポートとして設定（Configure as FCoE Uplink Port）]ダイアログボックスで、[送信
（Submit）]をクリックします。
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FCoE ストレージポートの設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 FCoEストレージポートを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [イーサネットポート（Ethernet Ports）]タブをクリックします。

ステップ 6 FCoEストレージポートを設定するポートをクリックします。
Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 7 [ストレージFCoEとして設定（Configure as Storage FCoE）]をクリックします。

ステップ 8 [FCoEストレージポートとして設定]ダイアログボックスで、[送信（Submit）] をクリックします。

アプライアンスポートの設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 アプライアンスポートを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [イーサネットポート（Ethernet Ports）]タブをクリックします。

ステップ 6 アプライアンスポートを設定するポートをクリックします。

Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 7 [アプライアンスポートとして設定（Configure as Appliance Port）]をクリックします。

ステップ 8 [アプライアンスポートとして設定]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明[名前（Name）]

ポートの Quality of Serivce（QoS）を選択します。
次のいずれかになります。

• [ベストエフォート（Best Effort）]：この優先
順位は使用しないでください。ベーシック

イーサネットトラフィックレーンのために予

約されています。

• [プラチナ（Platinum）]：この優先順位は、
vNICトラフィックのみに使用します。

• [ゴールド（Gold）]：この優先順位は、vNIC
トラフィックのみに使用します。

• [ブロンズ（Bronze）]：この優先順位は、vNIC
トラフィックのみに使用します。

[優先順位（Priority）]ドロップダウンリスト

特定のファブリックやポート、またはファブリック

やポートチャネルのアプライアンスピンターゲッ

トとして使用する LANピングループを選択しま
す。

[ピングループ（Pin Group）]ドロップダウンリス
ト

このポートと関連付けるネットワーク制御ポリシー

を選択します。

[ネットワーク制御ポリシー（Network Control
Policy）]ドロップダウンリスト

このポートと関連付けられるフローコントロール

ポリシーを選択します。

[フローコントロールポリシー（Flow Control
Policy）]ドロップダウンリスト

ポートのデータ転送レートを選択すると、ポートが

リンクされている宛先と一致するようになります。

次のいずれかになります。

• 1 Gbps

• 10 Gbps

• 20 Gbps

• 40 Gbps

管理速度は特定のポートのみで変更でき、

すべての速度がすべてのシステムで使用

できるわけではありません。詳細につい

ては、お使いのファブリックインターコ

ネクトのハードウェアインストールガイ

ドを参照してください。

（注）

[管理速度（Admin Speed）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

アプライアンスポートのポートモードを選択しま

す。

• [トランク（Trunk）]：このポートに関連付け
る 1つ以上の VLANを選択できる VLAN表を
表示します。

• [アクセス]：このポートに関連付ける 1つの
VLANを選択できる [VLANの選択]ドロップ
ダウンリストを表示します。

[ポートモード（Port Mode）]ドロップダウンリス
ト

ステップ 9 [VLAN]領域で、次の手順を実行します。
a) [トランク（Trunk）]ポートモードを選択した場合は、VLAN表で [追加（Add）]をクリックして以下
のフィールドに入力し、[送信（Submit）]をクリックします。

• [名前（Name）]ドロップダウンリスト：アプライアンスポートと関連付ける VLANを選択しま
す。

• [ネイティブVLANとして設定（Set as Native VLAN）]チェックボックス：このチェックボックス
をオンにすると、この VLANをポートのネイティブ VLANとして設定できます。

b) [アクセス（Access）]ポートモードを選択した場合は、[VLAN]ドロップダウンリストから VLANを
選択します。

ステップ 10 （任意） [イーサネットターゲットエンドポイント（Ethernet Target Endpoint）]領域で、エンドポイント
を追加する場合は、次の手順を実行します。

a) [名前（Name）]フィールドに、ターゲットエンドポイントの名前を入力します。
b) [MACアドレス（MAC Address）]フィールドに、ターゲットエンドポイントのMACアドレスを入力
します。

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。
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イーサネットポートの設定解除

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポートを設定解除するファブリックインターコネクトのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [イーサネットポート（Ethernet Ports）]タブをクリックします。

ステップ 6 設定を解除するポートをクリックします。

Ctrlキーを押しながらクリックすると、複数のポートを選択して設定を解除することができます。

ステップ 7 [未設定（Unconfigure）]をクリックします。

ステップ 8 [未設定（Unconfigure）]ダイアログボックスで、[未設定（Unconfigure）]をクリックします。

ファイバチャネルポートの設定

ファイバチャネルストレージポートの設定

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードがスイッチモー

ドに設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しませ

ん。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 ファイバチャネルストレージポートを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックしま

す。

ステップ 5 [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Ports）]タブをクリックします。

ステップ 6 ファイバチャネルストレージポートを設定するポートをクリックします。

Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 7 [ストレージポートとして設定（Configure as Storage Port）]をクリックします。

ステップ 8 [FCストレージアップリンクポートとして設定]ダイアログボックスで、[送信]をクリックします。
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ファイバチャネルアップリンクポートの設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 ファイバチャネルアップリンクポートを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックし

ます。

ステップ 5 [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Ports）]タブをクリックします。

ステップ 6 ファイバチャネルアップリンクポートを設定するポートをクリックします。

Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 7 [アップリンクポートとして設定（Configure as Uplink Port）]をクリックします。

ステップ 8 [アップリンクポートとして設定（Configure as Uplink Port）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]を
クリックします。

ファイバチャネルポートと VSAN の関連付け

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 VSANに関連付けるファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Ports）]タブをクリックします。

ステップ 7 VSANを関連付けるポートをクリックします。
Ctrlキーとクリックを使用して、同じ VSANに複数のポートを選択し、関連付けることができます。

ステップ 8 [VSANの関連付け（Associate VSAN）]をクリックします。

ステップ 9 [VSANの関連付け（AssociateVSAN）]ダイアログボックスで、[VSAN]ドロップダウンリストからVSAN
を選択し、[送信（Submit）]をクリックします。
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Cisco UCS Mini ポートの設定

Cisco UCS Miniスケーラビリティポート
Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトには 4つのユニファイドポートに加えて、1つの
スケーラビリティポートがあります。スケーラビリティポートは、適切に配線されている場合

に、4つの 1Gまたは 10G SFP+ポートをサポート可能な 40GB QSFP+ブレークアウトポートで
す。スケーラビリティポートは、サポート対象の Cisco UCSラックサーバ用ライセンスサーバ
ポート、アプライアンスポート、または FCoEポートとして使用できます。

スケーラビリティポートのサーバポートとしての設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 サーバポートを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [スケーラビリティポート（Scalability Ports）]タブをクリックします。

ステップ 7 サーバポートとして設定するポートのテーブルの行をクリックします。

Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 8 [サーバポートとして設定（Configure as Server Port）]をクリックします。

ステップ 9 [サーバポートとして設定（Configure as Server Port）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

スケーラビリティポートのアップリンクポートとしての設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 アップリンクポートを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [スケーラビリティポート（Scalability Ports）]タブをクリックします。

ステップ 7 アップリンクポートとして設定するポートのテーブルの行をクリックします。
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Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 8 [アップリンクポートとして設定（Configure as Uplink Port）]をクリックします。

ステップ 9 [アップリンクポートとして設定（Configure as Uplink Port）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]を
クリックします。

スケーラビリティポートのアップリンク FCoE ポートとしての設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 アップリンク FCoEポートを設定するファブリックインターコネクトの行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [スケーラビリティポート（Scalability Ports）]タブをクリックします。

ステップ 7 アップリンク FCoEポートとして設定するポートの行をクリックします。
Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 8 [アップリンクFCoEポートとして設定（Configure as Uplink FCoE Port）]をクリックします。

ステップ 9 [アップリンクFCoEポートとして設定（Configure as Uplink FCoE Port）]ダイアログボックスで、[送信
（Submit）]をクリックします。

スケーラビリティポートのストレージ FCoE ポートとしての設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 ストレージ FCoEポートを設定するファブリックインターコネクトの行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [スケーラビリティポート（Scalability Ports）]タブをクリックします。

ステップ 7 ストレージ FCoEポートとして設定するポートの行をクリックします。
Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。
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ステップ 8 [ストレージFCoEポートとして設定（Configure as Storage FCoE Port）]をクリックします。

ステップ 9 [ストレージFCoEポートとして設定（Configure as Storage FCoE Port）]ダイアログボックスで、[送信
（Submit）]をクリックします。

スケーラビリティポートのアプライアンスポートとしての設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 アプライアンスポートを設定するファブリックインターコネクトの表の列をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [スケーラビリティポート（Scalability Ports）]タブをクリックします。

ステップ 7 アプライアンスポートとして設定するポートのテーブルの行をクリックします。

Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 8 [アプライアンスポートとして設定（Configure as Appliance Port）]をクリックします。

ステップ 9 [アプライアンスポートとして設定（Configure asAppliancePort）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]
をクリックします。

ファイバチャネルポートの FC アップリンクポートとしての設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 FCアップリンクポートを設定するファブリックインターコネクトのテーブルの行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Ports）]タブをクリックします。

ステップ 7 FCアップリンクポートとして設定するポートのテーブルの行をクリックします。
Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。
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ステップ 8 [アップリンクポートとして設定（Configure as Uplink Port）]をクリックします。

ステップ 9 [アップリンクポートとして設定（Configure as Uplink Port）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]を
クリックします。

ファイバチャネルポートの FC ストレージポートとしての設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 FCストレージポートを設定するファブリックインターコネクトのテーブルの行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Ports）]タブをクリックします。

ステップ 7 FCストレージポートとして設定するポートのテーブルの行をクリックします。
Ctrlキーとクリックを使用すると、複数のポートを選択して設定ができます。

ステップ 8 [ストレージポートとして設定（Configure as Storage Port）]をクリックします。

ステップ 9 [ストレージポートとして設定（Configure as Storage Port）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をク
リックします。

ポートチャネルの設定

LAN ポートチャネル
LANポートチャネルでは、複数の物理アップリンクイーサネットポート（リンク集約）をグルー
プ化して、1つの論理イーサネットリンクを作成し、耐障害性と高速接続を実現できます。1つ
のポートチャネルには、最大で 8個のアップリンクイーサネットポートを追加できます。

Cisco UCSでは、ポート集約プロトコル（PAgP）ではなく、Link Aggregation Control Protocol
（LACP）を使用して、アップリンクイーサネットポートをポートチャネルにグループ化し
ます。アップストリームスイッチのポートが LACPに設定されていない場合は、ファブリッ
クインターコネクトがアップリンクイーサネットポートチャネル内の全ポートを個別ポート

として扱い、パケットを転送します。

（注）
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LAN ポートチャネルの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[LANポートチャネル（LAN Port Channels）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [LANポートチャネル（LAN Port Channel）]ウィザードで、[ポートチャネル名（Port Channel Type）]ド
ロップダウンリストから [LANポートチャネル（LAN Port Channel）]を選択し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [LANポートチャネル -詳細（LAN Port Channel - Details）]ページで、次の手順を実行します。
a) [ID（ID）]フィールドに、ポートチャネルの識別子を入力します。

1～ 256の整数を入力する必要があります。この IDは、ポートチャネルを保存した後で変更できませ
ん。

b) [名前（Name）]フィールドに、ポートチャネルの一意の名前を入力します。
c) [ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウンリストから、ポートチャネルに関連付けるファブリッ
クインターコネクトを選択します。

d) [ポート（Ports）]テーブルで、ポートチャネルに含めるポートのチェックボックスをオンにします。
e) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [概要（Summary）]ページで、作成したポートチャネルの詳細を確認し、[送信（Submit）]をクリックし
てポートチャネルを作成します。

詳細の一部を変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックして目的のページに戻ります。

SAN ポートチャネル
SANポートチャネルを使用すると、複数の物理ファイバチャネルポートをグループ化し（リン
ク集約）、1つの論理的なファイバチャネルリンクを作成して、耐障害性と高速接続を実現でき
ます。最大 4つの SANポートチャネルを各 Cisco UCSドメイン内に作成できます。各ファイバ
チャネルポートのチャネルは、最大 16のアップリンクファイバチャネルポートを含むことがで
きます。
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SAN ポートチャネルの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[SANポートチャネル（SAN Port Channels）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [SANポートチャネル（SAN Port Channel）]ウィザードで、[ポートチャネル名（Port Channel Type）]ド
ロップダウンリストから [SANポートチャネル（SAN Port Channel）]を選択し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [SANポートチャネル -詳細（SAN Port Channel - Details）]ページで、次の手順を実行します。
a) [ID（ID）]フィールドに、ポートチャネルの識別子を入力します。

1～ 256の整数を入力する必要があります。この IDは、ポートチャネルを保存した後で変更できませ
ん。

b) [名前（Name）]フィールドに、ポートチャネルの一意の名前を入力します。
c) [ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウンリストから、ポートチャネルに関連付けるファブリッ
クインターコネクトを選択します。

d) [管理速度（Admin Speed）]ドロップダウンリストから、ポートチャネルのトラフィックのデータ転
送速度を選択します。

e) [ポート（Ports）]テーブルで、ポートチャネルに含めるポートのチェックボックスをオンにします。
f) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [概要（Summary）]ページで、作成したポートチャネルの詳細を確認し、[送信（Submit）]をクリックし
てポートチャネルを作成します。

詳細の一部を変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックして目的のページに戻ります。

アプライアンスポートチャネル

アプライアンスポートチャネルを使用すると、複数の物理的なアプライアンスポートをグルー

プ化して 1つの論理的なイーサネットストレージリンクを作成し、耐障害性と高速接続を実現で
きます。1つのポートチャネルには、最大で 8個のアプライアンスポートを追加できます。
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アプライアンスポートチャネルの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[LANポートチャネル（LAN Port Channels）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [LANポートチャネル（LAN Port Channel）]ウィザードで、[ポートチャネル名（Port Channel Type）]ド
ロップダウンリストから [アプライアンスポートチャネル（Appliance Port Channel）]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [アプライアンスポートチャネル -詳細（Appliance Port Channel - Details）]ページで、次の手順を実行しま
す。

a) [ID（ID）]フィールドに、ポートチャネルの識別子を入力します。
1～ 256の整数を入力する必要があります。この IDは、ポートチャネルを保存した後で変更できませ
ん。

b) [名前（Name）]フィールドに、ポートチャネルの一意の名前を入力します。
c) [ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウンリストから、ポートチャネルに関連付けるファブリッ
クインターコネクトを選択します。

d) [優先度（Priority）]ドロップダウンリストから、このポートチャネルに割り当てるQoSシステムを選
択します。

e) [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから、このポートチャネルに割り当てる次のいずれか
のプロトコルを選択します。

•静的

• LACP

f) [ピングループ（Pin Group）]ドロップダウンリストから、このポートチャネルに割り当てる LANピ
ングループを選択します。

g) [ネットワーク制御ポリシー（Network Control Policy）]ドロップダウンリストから、このポートチャ
ネルに関連付けるネットワーク制御ポリシーを選択します。

h) [フローコントロールポリシー（Flow Control Policy）]ドロップダウンリストから、このポートチャネ
ルに関連付けるフローコントロールポリシーを選択します。

i) [ポートモード]ドロップダウンリストから、次のいずれかのポートチャネルのモードを選択します。

• trunk

•アクセス

j) トランクポートモードを選択した場合は、[VLAN]テーブルで、ポートチャネルに含める VLANの
チェックボックスをオンにします。

k) [ネイティブVLAN（Native VLAN）]ドロップダウンリストから、このポートチャネルのネイティブ
VLANを選択します。
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l) エンドポイントを追加する場合は、[イーサネットターゲットエンドポイント（EthernetTargetEndpoint）]
チェックボックスをオンにし、エンドポイントの名前とMACアドレスを入力します。

m) [ポート（Ports）]テーブルで、ポートチャネルに含めるポートのチェックボックスをオンにします。
n) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [概要（Summary）]ページで、作成したポートチャネルの詳細を確認し、[送信（Submit）]をクリックし
てポートチャネルを作成します。

詳細の一部を変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックして目的のページに戻ります。

FCoE ポートチャネル
FibreChannel over Ethernet（FCoE）ポートチャネルを使用して、複数の物理FCoEポートをグルー
プ化し、1つの論理的なFCoEポートチャネルを作成することができます。物理レベルでは、FCoE
ポートチャネルは FCoEトラフィックをイーサネットポートチャネル経由で転送します。メンバ
のセットを含む FCoEポートチャネルは、基本的には同じメンバを含むイーサネットポートチャ
ネルです。このイーサネットポートチャネルは、FCoEトラフィックの物理トランスポートです。

各 FCoEポートチャネル用に、Cisco UCSは仮想ファイバチャネル（VFC）を内部で作成し、そ
れをイーサネットポートチャネルにバインドします。ホストから受信した FCoEトラフィック
は、FCoEトラフィックがファイバチャネルアップリンク経由で送信されるのと同じように、VFC
経由で送信されます。

FCoE ポートチャネルの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[SANポートチャネル（SAN Port Channels）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [SANポートチャネル（SAN Port Channel）]ウィザードで、[ポートチャネル名（Port Channel Type）]ド
ロップダウンリストから [FCoEポートチャネル（FCoEPortChannel）]を選択し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [FCoEポートチャネル -詳細（FCoE Port Channel - Details）]ページで、次の手順を実行します。
a) [ID]フィールドに、ポートチャネルの識別子を入力します。

1～ 256の整数を入力する必要があります。この IDは、ポートチャネルを保存した後で変更できませ
ん。

b) [名前（Name）]フィールドに、ポートチャネルの一意の名前を入力します。
c) [ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウンリストから、ポートチャネルに関連付けるファブリッ
クインターコネクトを選択します。
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d) [VSAN]ドロップダウンリストから、ポートチャネルに関連付ける VSANを選択します。
e) [ポート（Ports）]テーブルで、ポートチャネルに含めるポートのチェックボックスをオンにします。
f) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [サマリー（Summary）]ページで、作成したポートチャネルの詳細を確認し、[送信（Submit）]をクリッ
クしてポートチャネルを作成します。

詳細の一部を変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックして目的のページに戻ります。

ポートチャネルの有効化

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、次のいずれかのタブをクリックします。

• LANポートチャネルまたはアプリケーションポートチャネルを有効にする場合は、[LANポートチャ
ネル（LAN Port Channels）]タブをクリックします。

• SANポートチャネルまたは FCoEポートチャネル有効にする場合は、[SANポートチャネル（SAN
Port Channels）]タブをクリックします。

ステップ 4 有効にするポートチャネルのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [ポートチャネルの有効化（Enable Port Channel）]をクリックします。

ステップ 6 [ポートチャネルの有効化（nable Port Channel）]ダイアログボックスで [有効化（Enable）]をクリックし
ます。

ポートチャネルの無効化

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、次のいずれかのタブをクリックします。

• LANポートチャネルまたはアプリケーションポートチャネルを無効にする場合は、[LANポートチャ
ネル（LAN Port Channels）]タブをクリックします。
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• SANポートチャネルまたは FCoEポートチャネルを無効にする場合は、[SANポートチャネル（SAN
Port Channels）]タブをクリックします。

ステップ 4 無効にするポートチャネルのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [ポートチャネルの無効化（Disable Port Channel）]をクリックします。

ステップ 6 [ポートチャネルの無効化（Disable Port Channel）]ダイアログボックスで、[無効化（Disable）]をクリッ
クします。
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第 5 章

ネットワーク接続の設定

この章は、次の項で構成されています。

• VLAN, 53 ページ

• VLANポート数の最適化, 56 ページ

• VLAN権限, 58 ページ

• VLANグループ, 59 ページ

• MACプール, 61 ページ

• Quality of Serviceの設定, 63 ページ

• vNIC, 74 ページ

• LAN接続ポリシー, 81 ページ

• ネットワーク制御ポリシー, 82 ページ

• [ネットワークポリシー（Network Policy）], 85 ページ

VLAN
Cisco UCSでは、VLAN（ネームド VLANとも呼ばれます）は特定の外部 LANへの接続を作成し
ます。VLANは、ブロードキャストトラフィックを含む、その外部 LANへのトラフィックを切
り離します。

VLANIDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これにより、ネームドVLANを使
用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグローバルにアップデートする

ことができます。外部LANとの通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必要はありま
せん。

同じVLANIDを使用して、複数のネームドVLANを作成できます。たとえば、HRおよびFinance
のビジネスサービスをホストするサーバが同一の外部 LANにアクセスする必要がある場合、同
じ VLAN IDを使用して HRと Financeという名前の VLANを作成できます。その後でネットワー
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クが再設定され、Financeが別のLANに割り当てられた場合、変更する必要があるのはFinanceの
ネームド VLANの VLAN IDだけです。

クラスタ設定では、ネームドVLANが 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセスでき
るようにすることも、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定するこ

とも可能です。

ガイドラインと推奨事項など、Cisco UCSの VLANの詳細については、『Cisco UCS Manager
configuration guides』を参照してください。

VLAN ID のガイドライン

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。（注）

LANクラウドのVLANとSANクラウドのFCoEVLANの IDが同じであってはなりません。VSAN
内のVLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、そのVLANを使用しているすべての vNICと
アップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE VLAN IDと重
なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップされます。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLAN の作成
ハイアベイラビリティ用に設定されたCisco UCSドメインでは、両方のファブリックインターコ
ネクトにアクセスできる VLANを作成することも、1つのファブリックインターコネクトだけに
アクセスできる VLANを作成することも可能です。

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。（注）

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[VLAN]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [VLANの追加（Add VLAN）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。
VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

[VLAN名（VLAN Name）]フィールド

   Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
54

ネットワーク接続の設定

VLAN の作成

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html


説明[名前（Name）]

VLANの 1つの数字の ID。VLAN IDは次のいずれ
かになります。

• 1～ 3967の間

• 4048～ 4093の間

•システム上ですでに定義されている他のVLAN
IDと重複する値

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。こ
の範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE
VLANの IDが同じであってはなりません。VSAN
内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用する
と、その VLANを使用しているすべての vNICと
アップリンクポートで重大な障害が発生し、トラ

フィックが中断されます。FCoEVLAN IDと重なる
IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネット
トラフィックがドロップされます。

[VLAN ID]フィールド

VLANのタイプを選択します。次のいずれかになり
ます。

• LANクラウド

•アプライアンス

[タイプ（Type）]ドロップダウンリスト

VLANを設定する方法を選択します。次のいずれか
になります。

• [共通/グローバル（Common/Global）]：VLAN
は、すべての使用可能なファブリック内で同

じ VLAN IDにマッピングされます。

• [ファブリックA（FabricA）]：VLANは、ファ
ブリックAにだけ存在するVLAN IDにマッピ
ングされます。

• [ファブリックB（FabricB）]：VLANは、ファ
ブリックBにだけ存在するVLAN IDにマッピ
ングされます。

[ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウンリス
ト
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ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

VLAN ポート数の最適化
VLANポート数の最適化を使用すると、複数の VLANの状態を 1つの内部状態にマッピングでき
ます。VLANポート数の最適化を有効にすると、Cisco UCSは、ポート VLANメンバーシップに
基づいてVLANを論理的にグループ化します。このグループ化により、ポートVLAN数の制限が
増加します。VLANポート数の最適化によりさらに VLAN状態が圧縮され、ファブリックイン
ターコネクトの CPUの負荷が減少します。この CPU負荷の減少により、より多くの VLANをよ
り多くの vNICに展開できるようになります。VLANポート数を最適化しても、vNIC上の既存の
VLANの設定は変更されません。

VLANポート数の最適化は、デフォルトで無効になっています。このオプションは、必要に応じ
て有効または無効にできます。

VLANポート数の最適化を有効にすると、使用可能な VLANポートの数が増加します。最適
化されていない状態で VLAN数が VLANの最大数を超えた場合、VLANポート数の最適化を
無効にすることはできません。

（注）

VLANポート数の最適化は、Cisco UCS 6100シリーズのファブリックインターコネクトでは
サポートされません。

（注）

VLAN ポート数最適化の有効化

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[LANのグローバルポリシー（LAN Global Policies）]タブをクリックします。

ステップ 4 [VLANポート数の最適化の有効化（Enable VLAN Port Count Optimization）]チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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VLAN 最適化セットの表示
VLANポート数の最適化グループは、システムの VLAN IDに基づき、Cisco UCSによって自動的
に作成されます。グループ内のすべてのVLANは、同じ IGMPポリシーを共有します。次のVLAN
は VLAN最適化セットに含まれません。

• FCoE VLAN

•プライマリ PVLANとセカンダリ PVLAN

• SPANソースとして指定された VLAN

•インターフェイス上で唯一許可されているVLANとして設定されたVLANと、単独のVLAN
を持つポートプロファイルの VLAN

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[VLAN最適化セット（VLAN Optimization Sets）]タブをクリックします。

VLAN ポート数の最適化の無効化

最適化されていない状態で VLAN数が VLANの最大数を超えた場合、VLANポート数の最適
化を無効にすることはできません。

（注）

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[LANのグローバルポリシー（LAN Global Policies）]タブをクリックします。

ステップ 4 [VLANポート数の最適化の有効化（nable VLAN Port Count Optimization）]チェックボックスをオフにしま
す。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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VLAN 権限
VLAN権限により、指定された組織に基づいて VLANへのアクセスが制限されます。さらに、
VLANが属するサービスプロファイル組織に基づいて、VLAN権限によりサービスプロファイル
の vNICに割り当てることができる VLANの集合が制限されます。VLAN権限はオプションの機
能であり、デフォルトでは無効になっています。この機能は、要件に応じて有効または無効にで

きます。この機能を無効にすると、すべてのVLANにすべての組織からグローバルでアクセスで
きるようになります。VLAN権限は、VLAN向けの組織権限とも呼ばれます。

VLAN権限を有効にしないと、VLANの権限を変更できません。

VLAN権限を有効にすると、VLANを使用できる組織を指定できます。VLANは、特定の組織と
そのすべてのサブ組織でのみ使用できます。他の組織のユーザは、VLANにアクセスできません。
VLANのアクセス要件の変更に基づいて、いつでも VLAN権限を変更できます。

VLAN権限をルートレベルの組織に割り当てると、そのサブ組織すべてが VLANにアクセス
できます。VLAN権限をルートレベルで割り当てた後に、サブ組織に属する VLANの権限を
変更すると、ルートレベルの組織は VLANを使用できなくなります。

注意

VLAN 権限の有効化
VLAN権限は、デフォルトで無効になっています。異なる組織ごとに権限を作成してVLANアク
セスを制限する場合は、組織の権限オプションを有効にします。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[LANのグローバルポリシー（LAN Global Policies）]タブをクリックします。

ステップ 4 [組織の権限の有効化（Enable Org Permissions）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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VLAN 権限の変更

はじめる前に

組織の権限を VLANに割り当てる前に VLAN権限を有効にします。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[VLAN]タブをクリックします。

ステップ 4 組織の権限を変更する VLANの行をクリックします。

ステップ 5 [組織の権限の変更（Modify Org Permissions）]をクリックします。

ステップ 6 [組織リスト（Organization List）]ダイアログボックスで、VLANに対する権限を付与する組織のチェック
ボックスをオンにし、[送信（Submit）]をクリックします。

VLAN 権限の無効化
VLAN権限は、デフォルトで無効になっています。このオプションを有効にしてVLAN権限を異
なるネットワークグループに割り当て、その後はこのオプションを使用しない場合は、このオプ

ションをグローバルに無効できます。VLAN組織権限が無効になっている場合、VLANに割り当
てた権限は引き続きシステムに存在しますが、それらは適用されません。VLAN権限を後で使用
する必要が生じた場合は、この機能を有効にして、以前に割り当てられていた権限を使用するこ

とができます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[LANのグローバルポリシー（LAN Global Policies）]タブをクリックします。

ステップ 4 [組織の権限の有効化（Enable Org Permissions）]チェックボックスをオフにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

VLAN グループ
VLANグループを使用すると、イーサネットアップリンクポート上の VLANを機能別または特
定のネットワークに属するVLAN別にグループ化することができます。VLANメンバーシップを
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定義し、そのメンバーシップをファブリックインターコネクト上の複数のイーサネットアップリ

ンクポートに適用することができます。

VLANをVLANグループに割り当てた後で、VLANグループに加えたすべての変更は、そのVLAN
グループに含まれているすべてのイーサネットアップリンクポートに適用されます。VLANグ
ループを使用して、接続できない分離されたVLAN間のVLANのオーバーラップを識別すること
もできます。

VLANグループの下にアップリンクイーサネットポートを設定することができます。VLANグ
ループ用にアップリンクイーサネットポートを設定すると、当該ポートは当該グループ内のVLAN
のみをサポートするようになります。

VLAN グループの作成

手順の概要

1. メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
2. 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。
3. 右ペインで、[VLANグループ（VLAN Groups）]タブをクリックします。
4. [追加（Add）]をクリックします。
5. [VLANグループの作成（Create VLAN Group）]ダイアログボックスで、次の手順を実行して

VLANをグループに追加します。
6. （任意） [VLANグループ -アップリンクポートの追加（VLANGroup -AddUplink Ports）]ペー
ジで、VLANグループに追加するポートを追加して、[次へ（Next）]をクリックします。

7. （任意） [VLANグループ -アップリンクポートチャネルの追加（VLAN Group - Add Uplink
Port Channels）]ページで、VLANグループに追加するポートチャネルを追加して、[次へ
（Next）]をクリックします。

8. [送信（Submit）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[VLANグループ（VLAN Groups）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [VLANグループの作成（Create VLAN Group）]ダイアログボックスで、次の手順を実行して VLANをグ
ループに追加します。

a) [名前（Name）]フィールドに VLANグループの一意の名前を入力します。
VLANグループ名では、大文字と小文字が区別されます。

b) VLAN表で、グループに追加する VLANを選択します。
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グループに追加する VLANが存在しない場合は、表の [追加（Add）] をクリックして、新しい VLAN
を作成します。詳細については、VLANの作成, （54ページ）を参照してください。

c) 希望するすべての VLANをグループに追加したら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 （任意） [VLANグループ -アップリンクポートの追加（VLAN Group - Add Uplink Ports）]ページで、
VLANグループに追加するポートを追加して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 （任意） [VLANグループ -アップリンクポートチャネルの追加（VLANGroup -AddUplink Port Channels）]
ページで、VLANグループに追加するポートチャネルを追加して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

VLAN グループの VLAN 権限の変更
VLANグループに対する組織のアクセス権を変更すると、権限の変更がそのVLANグループ内の
すべての VLANに適用されます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[VLANグループ（VLAN Groups）]タブをクリックします。

ステップ 4 [組織の権限の変更（Modify Org Permissions）]をクリックします。

ステップ 5 [組織リスト（Organization List）]ダイアログボックスで、VLANグループに対する権限を付与する組織の
チェックボックスをオンにし、[送信（Submit）]をクリックします。

MAC プール
MACプールは、ネットワーク ID（MACアドレス）の集合です。MACアドレスはレイヤ 2環境
では一意で、サーバの vNICに割り当てることができます。サービスプロファイルでMACプー
ルを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられたサーバで使用できるようにMAC
アドレスを手動で設定する必要はありません。

マルチテナント機能を実装しているシステムでは、組織階層を使用して、このMACプールが特
定のアプリケーション、またはビジネスサービスだけで使用されるようにすることができます。

Cisco UCSはプールからMACアドレスを割り当てるために名前解決ポリシーを使用します。

サーバにMACアドレスを割り当てるには、vNICポリシーにMACプールをインクルードする必
要があります。その後、この vNICポリシーは、このサーバに割り当てられたサービスプロファ
イルに含められます。
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独自のMACアドレスを指定することも、シスコから提供されたMACアドレスのグループを使用
することもできます。

MAC プールの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを作成する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [MACプール（MAC Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [MACプールの追加（Add MAC Pool）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

プールの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

プールの説明。[説明（Description）]フィールド

ブロック内の最初のMACアドレス。[最初のMACアドレス（FirstMACAddress）]フィー
ルド

ブロック内のMACアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
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MAC プールのアドレスブロックの追加

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを変更する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [MACプール（MAC Pools）] タブをクリックします。

ステップ 6 アドレスブロックを追加するプールをクリックして、[MACアドレスのブロックの作成（Create a Block of
MAC Addresses）]をクリックします。

ステップ 7 [MACプールブロックの追加（AddMACPoolBlock）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力
します。

説明[名前（Name）]

ブロック内の最初のMACアドレス。[最初のMACアドレス（FirstMACAddress）]フィー
ルド

ブロック内のMACアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

Quality of Service の設定

Quality of Service
Cisco UCSは、Quality of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定をシステム全体にわたって指定するた
めのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制御
ポリシー

QoSシステムクラスに加えられたグローバルQoSの変更によって、すべてのトラフィックにデー
タプレーンでの中断が短時間発生する可能性があります。このような変更の例を次に示します。

•有効になっているクラスのMTUサイズの変更
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•有効になっているクラスのパケットドロップの変更

•有効になっているクラスの CoS値の変更

Cisco UCS 6300 シリーズ Fabric Interconnectの Quality of Service に関するガイドラインと制限事項

• Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectはすべてのシステムクラスに共有バッファを使
用します。

•マルチキャスト最適化はサポートされていません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断されま
す。次の表に、QoSシステムクラスの変更およびシステムの再起動が引き起こされる条件を
示します。

FI の再起動ステータス条件QoS システムクラスのステー
タス

○ドロップとドロップなしを切

り替えた場合

[有効（Enabled）]

○有効と無効を切り替えた場合ドロップなし

○MTUサイズを変更した場合有効かつドロップなし

• QoSシステムクラスでの変更により、最初に下位 FIの再起動が行われ、その後プライマリ
FIの再起動が行われます。

システムポリシーが変更されると、UCS Managerはファブリックインターコ
ネクトの再起動を求めるプロンプトを表示します。

（注）

Cisco UCS Miniの Quality of Service に関するガイドラインと制限事項

• Cisco UCS Miniはすべてのシステムクラスに共有バッファを使用します。

•ブロンズクラスは SPANとバッファを共有します。SPANまたはブロンズクラスを使用する
ことを推奨します。

•マルチキャスト最適化はサポートされていません。

•いずれかのクラスのQoSパラメータを変更すると、すべてのクラスへのトラフィックが中断
されます。

•イーサネットと FCまたは FCoEトラフィックが混在する場合、帯域幅が均等に分配されま
せん。

•同じクラスからの複数のトラフィックストリームが均等に分配されないことがあります。
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• FCまたはFCoEのパフォーマンス問題を回避するために、すべてのドロップなしポリシーに
同じ CoS値を使用します。

•プラチナおよびゴールドクラスのみがドロップなしポリシーをサポートしています。

システムクラス

Cisco UCSはデータセンターイーサネット（DCE）を使用して Cisco UCSドメイン内のすべての
トラフィックを処理します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサネット

パイプの帯域幅が 8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に
2つの仮想レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンの Quality of Service（QoS）
を設定できます。Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンで DCE帯域幅がど
のように割り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約します。

これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されます。た

とえば、ファイバチャネルプライオリティシステムクラスを設定して、FCoEトラフィックに割
り当てられる DCE帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 1：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィックレー

ンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポリ

シーを割り当てるために使用できます。

Cisco UCS Miniの場合、パケットの破棄は Platinumクラスと Goldク
ラスでのみ無効にできます。no dropクラスとして一度に 1つのプラ
チナクラスと 1つのゴールドクラスだけを設定できます。

プラチナ

ゴールド

シルバー

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中には、あらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じてデータパケットのドロップを許可するドロップポリシーが

あります。このシステムクラスは無効にできません。

ベストエフォート（Best
Effort）
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中には、あらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスは無効にできません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用
できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。他
のタイプのトラフィックに、FCoEで使用されるCoS値があ
る場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル

Quality of Service ポリシー
Quality of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQuality of Service
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイン
のアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信するかどう
かを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信

側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするには、
両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータを有効にする必要があります。

Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能を有効にした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリンクイーサ

ネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効になった

後、通常のレベルにリセットされます。受信機能を有効にした場合、アップリンクイーサネット

ポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワークポートがポー

ズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンクポートで停止します。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。
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QoS システムクラスの変更
サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされる転送ユニット（MTU）の最大値が制限
されます。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットがド
ロップする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNAアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 9216です。

• Cisco UCS 82598KR-CIアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 14000です。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[QoSシステムクラス（QoS System Class）]タブをクリックします。

ステップ 4 変更する QoSシステムクラスの表の列をクリックします。

ステップ 5 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 6 [QoSシステムクラスの変更（Modify QoS System Class）]ダイアログボックスで、次の項目を 1つ以上変
更します。

説明[名前（Name）]

このチェックボックスをオンにすると、対応する

QoSクラスがファブリックインターコネクト上で
設定され、QoSポリシーに割り当て可能になりま
す。

このチェックボックスをオフにすると、このクラス

はファブリックインターコネクト上で設定されず、

このクラスに関連付けられたQoSポリシーはデフォ
ルトの [ベストエフォート（BestEffort）]になるか、
（システムクラスで CoS値が 0に設定されている
場合は）CoS 0システムクラスになります。

このフィールドは、[ベストエフォート
（Best Effort）]と [ファイバチャネル
（Fibre Channel）]の場合は常にオンで
す。

（注）

[有効化（Enable）]チェックボックス

Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
67

ネットワーク接続の設定

QoS システムクラスの変更



説明[名前（Name）]

サービスクラス。0～ 6の整数を入力できます。0
は最低プライオリティを表し、6は最高プライオリ
ティを表します。QoSポリシーを削除する際や、割
り当てられたシステムクラスが無効な際に、シス

テムクラスをトラフィックのデフォルトシステム

クラスにする必要がある場合を除き、この値を0に
設定することは推奨しません。

このフィールドは、内部トラフィックの

場合は 7に、[ベストエフォート（Best
Effort）]の場合は [ANY]に設定されま
す。これらの値は両方とも予約されてお

り、他のプライオリティに割り当てるこ

とはできません。

（注）

[CoS]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、このクラス

に対してパケットの破棄が許可されます。この

チェックボックスをオフにすると、送信時にパケッ

トを破棄できません。

このチェックボックスは、[ファイバチャ
ネル（Fibre Channel）]クラスの場合は常
にオフであり（破棄パケットは決して許

可されない）、[ベストエフォート（Best
Effort）]の場合は常にオンです（破棄パ
ケットは常に許可される）。

（注）

[パケット低下（Packet Drop）]チェックボックス

システムクラスのパケットに割り当てられる負荷

を選択します。次のいずれかになります。

• 1～10の整数。整数を入力すると、[負荷（%）
（Weight (%)）]フィールドの説明に従って、
このプライオリティレベルに割り当てられる

ネットワーク帯域幅の割合が判断されます。

• [ベストエフォート（best-effort）]。

• [なし（none）]。

[負荷（Weight）]ドロップダウンリスト

このチェックボックスをオンにすると、パケットを

複数の宛先に同時に送信するように、クラスが最適

化されます。

このオプションは、ファイバチャネルシ

ステムクラスには適用されません。

（注）

[最適化されたマルチキャスト（Multicast
Optimized）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

チャネルのMTUを選択します。次のいずれかにな
ります。

• 1500～ 9216の整数。この値は最大パケット
サイズに対応します。

• [FC]：事前に定義されている 2240のパケット
サイズ。

• [ノーマル（normal）]：事前に定義されている
1500のパケットサイズ。

ファイバチャネルシステムクラスの場

合、このフィールドは常に [FC]に設定さ
れます。

（注）

[MTU]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

QoS システムクラスの有効化
ベストエフォートシステムクラスとファイバチャネルシステムクラスは、デフォルトで有効に

なっています。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[QOSシステムクラス（QoS System Class）]タブをクリックします。

ステップ 4 有効にする QoSシステムクラスのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 6 [QOSシステムクラスの変更（Modify QoS System Class）]ダイアログボックスで、[有効化（Enabled）]
チェックボックスをオフにし、[送信（Submit）]をクリックします。

QoS システムクラスの無効化
ベストエフォートシステムクラスやファイバチャネルシステムクラスは無効にできません。
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無効になったシステムクラスに関連付けられているすべてのQoSポリシーは、無効になったシス
テムクラスが 0の Cosで設定されている場合を除き、デフォルトで [ベストエフォート]に設定さ
れます。無効になったシステムクラスが 0の Cosで設定されている場合、関連付けられている
QoSポリシーはデフォルトで Cos 0システムクラスに設定されます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[QOSシステムクラス（QoS System Class）]タブをクリックします。

ステップ 4 無効にする QoSシステムクラスのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 6 [QOSシステムクラスの変更（Modify QoS System Class）]ダイアログボックスで、[有効化（Enabled）]
チェックボックスをオフにし、[送信（Submit）]をクリックします。

QoS ポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [QoSポリシー（QoS Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [QOSポリシーの作成（Create QoS Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド
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説明[名前（Name）]

この QoSポリシーに割り当てられた優先順位を選
択します。次のいずれかになります。

• [Fc]：vHBAトラフィックだけを制御するQoS
ポリシーにこの優先順位を使用します。

• [プラチナ（Platinum）]：vNICトラフィックだ
けを制御する QoSポリシーにこの優先順位を
使用します。

• [ゴールド（Gold）]：vNICトラフィックだけ
を制御する QoSポリシーにこの優先順位を使
用します。

• [シルバー（Silver）]：vNICトラフィックだけ
を制御する QoSポリシーにこの優先順位を使
用します。

• [ブロンズ（Bronze）]：vNICトラフィックだ
けを制御する QoSポリシーにこの優先順位を
使用します。

• [ベストエフォート（Best Effort）]：この優先
順位は使用しないでください。ベーシック

イーサネットトラフィックレーンのために予

約されています。この優先順位をQoSポリシー
に割り当て、別のシステムクラスを CoS 0に
設定する場合、Cisco UCSはこのシステムク
ラスのデフォルトには戻りません。当該トラ

フィックの CoS 0で優先順位がデフォルトに
戻ります。

[優先順位（Priority）]ドロップダウンリスト

このポリシーを使用するサーバの通常バーストサ

イズ。このフィールドにより、トラフィックがレー

ト制限を超えていると見なされずに到達できるトラ

フィックバーストの最大サイズが決定されます。

デフォルトは 10240です。最小値は 0で、最大値は
65535です。

この設定は、一部のアダプタには適用されません。

[バースト（Burst）]フィールド
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説明[名前（Name）]

想定されるトラフィックの平均レートを選択しま

す。このレートを下回るトラフィックは、常に適用

されます。次のいずれかになります。

• [ラインレート（line-rate）]：0の値に等しく、
レート制限は指定しません。これがデフォル

ト値です。

• [手動指定（SpecifyManually）]：フィールドに
レートを手動で指定できます。最小値は0で、
最大値は 40,000,000です。

Cisco UCS M81KR Virtual Interface Cardアダプタの
レート制限の粒度は、1 Mbpsです。これらのアダ
プタでは、要求したレートが「超えてはならない」

レートとして扱われます。したがって、4.5Mbpsの
値は4Mbpsと解釈されます。0より大きくて1Mbps
より小さい要求レートは、1Mbpsと解釈されます。
これは、サポートされる最低のハードウェアレー

ト制限です。

レート制限は、すべてのアダプタには適用されませ

ん。たとえば、この設定は、Cisco UCS VIC-1240
Virtual InterfaceCardではサポートされていません。

[レート（Rate）]ドロップダウンリスト

Cisco UCSで vNICの CoSを制御するかどうかを選
択します。この設定は、vHBAには影響しません。
次のいずれかになります。

• [なし（None）]：ホストによって割り当てられ
た CoS値に関係なく、[優先順位]ドロップダ
ウンリストで選択された優先順位と関連付け

られているCoS値をCiscoUCSで使用します。

• [フル（Full）]：ホストによって有効な CoS値
がパケットに割り当てられている場合は、そ

の値を Cisco UCSで使用します。それ以外の
場合は、[優先順位（Priority）]ドロップダウ
ンリストで選択された優先順位と関連付けら

れているCoS値がCiscoUCSで使用されます。

この設定は、一部のアダプタには適用されません。

[ホスト制御（Host Control）]ドロップダウンリス
ト
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ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

フロー制御ポリシーの作成

はじめる前に

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、ポ

リシーのフロー制御ポーズフレームに対する送信設定を有効にした場合は、必ず、ネットワーク

ポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。Cisco UCSポートでフロー制御フレー
ムを受信する場合は、ネットワークポートの送信パラメータが onまたは desiredに設定されてい
ることを確認します。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネットワークポートの受信パラ

メータと送信パラメータを offに設定できます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[フローコントロールポリシー（Flow Control Policies）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [フロー制御ポリシーの作成（Create Flow Control Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を
入力します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

PPP設定を選択します。次のいずれかになります。

• [自動（Auto）]：このファブリックインターコ
ネクト上で PPPを使用するかどうかを決める
ためにCisco UCSとネットワークがネゴシエー
ションします。

• [オン（On）]：このファブリックインターコ
ネクト上で PPPをイネーブルにします。

[優先順位（Priority）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

ネットワークからポーズ要求を受信した際の動作を

選択します。次のいずれかになります。

• [オフ（Off）]：ネットワークからのポーズ要
求は無視され、トラフィックフローは通常ど

おり継続します。

• [オン（On）]：ポーズ要求に従い、そのアップ
リンクポート上のすべてのトラフィックは、

ネットワークでポーズ要求が取り消されるま

で停止されます。

[受信（Receive）]ドロップダウンリスト

着信パケットレートが高くなりすぎた場合の動作

を選択します。次のいずれかになります。

• [オフ（Off）]：パケット負荷に関係なくポー
ト上のトラフィックが通常どおり流れます。

• [オン（On）]：着信パケットレートが高くな
り過ぎると、Cisco UCSからポーズ要求がネッ
トワークに送信されます。ポーズは数ミリ秒

有効になった後、通常のレベルにリセットさ

れます。

[送信（Send）]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

vNIC

vNIC テンプレート
このポリシーは、サーバ上の vNICがLANに接続する方法を定義します。このポリシーは、vNIC
LAN接続ポリシーとも呼ばれます。

VM-FEXポートプロファイルは、vNICテンプレートの作成時に正しい設定で自動的に作成され
ません。VM-FEXポートプロファイルを作成するには、vNICテンプレートのターゲットを VM
として設定する必要があります。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要がありま

す。
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サーバに 2つの Emulex NICまたは QLogic NIC（Cisco UCS CNA M71KR-Eまたは Cisco UCS
CNA M71KR-Q）がある場合は、両方の NICにユーザ定義のMACアドレスが取得されるよう
に、サービスプロファイルで両方のアダプタの vNICポリシーを設定する必要があります。両
方のNICのポリシーを設定しない場合でも、WindowsはPCIバスで両方のNICを検出します。
2番目のイーサネットインターフェイスがサービスプロファイルに含まれていないため、
WindowsはそれにハードウェアMACアドレスを割り当てます。その後でサービスプロファイ
ルを異なるサーバに移動すると、Windowsによって追加の NICが検出されますが、これは 1
つの NICでユーザ定義のMACアドレスが取得されなかったためです。

（注）

vNIC テンプレートの作成

はじめる前に

次のリソースの 1つ以上がすでに存在していることを前提としています。

•ネームド VLAN

• MACプール

• QoSポリシー

• LANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [vNICテンプレート（vNIC Templates）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [vNICテンプレートの追加（Add vNIC Template）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力し
ます。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド
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説明[名前（Name）]

このテンプレートで作成された vNICが関連付けら
れているファブリックインターコネクトを選択し

ます。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使

用できない場合に、このテンプレートから作成され

た vNICから第 2のファブリックインターコネクト
にアクセスできるようにするには、[フェールオー
バーの有効化（Enable Failover）]チェックボックス
をオンにします。

次の状況下では、vNICファブリック
フェールオーバーを有効化しないでくだ

さい。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネット
スイッチモードで動作している場

合。このモードではvNICファブリッ
クフェールオーバーはサポートされ

ません。1つのファブリックインター
コネクト上のすべてのイーサネット

アップリンクが障害になった場合、

vNICは他のイーサネットアップリン
クにフェールオーバーしません。

•このテンプレートから作成された 1
つ以上の vNICに、ファブリック
フェールオーバーをサポートしない

サーバアダプタ（Cisco UCS
82598KR-CI 10-Gigabit Ethernet Adapter
など）を関連付ける場合。これを行っ

た場合、CiscoUCSManagerにより、
サービスプロファイルとサーバを関

連付けたときに設定エラーが生成さ

れます。

[ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウンリス
ト
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説明[名前（Name）]

オンにした場合、vNICテンプレートの適切な設定
を使用して VM-FEXポートプロファイルが自動的
に作成されるかどうかが、選択したターゲットに

よって決定されます。次のいずれかになります。

• [アダプタ（Adapter）]：vNICはすべてのアダ
プタに適用されます。このオプションを選択

した場合、VM-FEXポートプロファイルが作
成されません。

• [VM]：vNICはすべての仮想マシンに適用され
ます。このオプションを選択した場合、

VM-FEXポートプロファイルが作成されます。

[ターゲット（Target）]チェックボックス

テンプレートのタイプを選択します。次のいずれか

になります。

• [初期テンプレート（Initial Template）]：テン
プレートが変更された場合、このテンプレー

トから作成されたvNICはアップデートされま
せん。

• [テンプレートの更新（Updating Template）]：
テンプレートが変更された場合、このテンプ

レートから作成されたvNICはアップデートさ
れます。

[テンプレートのタイプ（Template Type）]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 8 [VLAN]領域で、次の手順を実行し、このテンプレートから作成された vNICに割り当てる VLANを選択
します。

a) [+]（追加）をクリックします。
b) [VLANへのエントリの追加（Add Entry to VLANs）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入
力し、[送信（Submit）]をクリックします。

• [名前（Name）]ドロップダウンリスト：vNICテンプレートに関連付ける VLANを選択します。

• [ネイティブVLANとして設定（Set as Native VLAN）]チェックボックス：このチェックボックス
をオンにすると、この VLANをポートのネイティブ VLANとして設定できます。

ステップ 9 このテンプレートから作成された vNICにポリシーを関連付ける場合は、次のフィールドに値を入力しま
す。
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説明[名前（Name）]

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用される最大伝送単位（MTU）、つまりパケッ
トサイズ。

1500～ 9216の整数を入力します。

vNICテンプレートにQoSポリシーが関連
付けられている場合、ここで指定された

MTUは、関連付けられているQoSシステ
ムクラスで指定されたMTU以下である
ことが必要です。このMTU値が QoSシ
ステムクラスのMTU値を超えている場
合、データ転送中にパケットがドロップ

される可能性があります。

（注）

[MTU]フィールド

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用されるMACアドレスプールを選択します。

[MACプール（MAC Pool）]ドロップダウンリスト

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用されるサービスポリシーの品質を選択しま

す。

[QoSポリシー（QoS Policy）]ドロップダウンリス
ト

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用されるネットワーク制御ポリシーを選択しま

す。

[ネットワーク制御ポリシー（Network Control
Policy）]ドロップダウンリスト

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用される LANピングループを選択します。

[ピングループ（Pin Group）]ドロップダウンリス
ト

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用される統計ポリシーを選択します。

[統計しきい値ポリシー（Stats Threshold Policy）]ド
ロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

このテンプレートから作成された vNICによって使
用される収集ポリシーを選択します。次のいずれか

を設定できます。

•ダイナミックポリシー

• usNICポリシー

• VMQポリシー

このドロップダウンリストには、CiscoUCSManager
で作成された usNIC接続ポリシーと VM接続ポリ
シーだけが表示されます。

このフィールドは、CiscoUCSManagerリ
リース 2.2でのみ使用可能です。

（注）

[VNICTemplate Connection Policy（VNICテンプレー
ト接続ポリシー）]ドロップダウンリスト

（vNICテンプレート接続ポリシーとして [usNICポ
リシー（usNICPolicy）]を選択した場合にのみ表示
されます。）この vNICテンプレートから作成され
た vNICによって使用される usNIC収集ポリシーを
選択します。

[usNICテンプレート接続ポリシー（usNIC Template
Connection Policy）]ドロップダウンリスト

（vNICテンプレート接続ポリシーとして [VMQ
Policy（VMQポリシー）]を選択した場合のみに表
示されます。）この vNICテンプレートから作成さ
れた vNICによって使用されるVM収集ポリシーを
選択します。

[VMQテンプレート接続ポリシー（VMQ Template
Connection Policy）]ドロップダウンリスト

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

vNICテンプレートをネットワークポリシーに含めます。
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vNIC の作成

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャ（Physical Infrastructure Policies）]
> [UCSマネージャ（UCS Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [vNIC]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [vNICの作成（Create vNIC）]ダイアログボックスで、vNICのCisco UCS接続を指定するため次のフィー
ルドに入力します。

説明[名前（Name）]

vNICの一意の名前。[vNIC名（vNIC Name）]フィー
ルド

この vNICを追加する Cisco UCS Managerアカウントを選択します。[UCSアカウント名（UCSAccount
Name）]ドロップダウンリスト

この vNICを追加する Cisco UCS組織を選択します。[UCS Organizationの名前（UCS
OrganizationName）]ドロップダ
ウンリスト

この vNICに割り当てる vNICテンプレートを選択します。[vNICテンプレート（NIC
Template）]ドロップダウンリス
ト

次のイーサネットアダプタポリシーからいずれか1つを選択します。

•デフォルト

• [Windows]

• VMware

• [Linux]

[アダプタポリシー（Adapter
Policy）]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

この vNICをネットワークポリシーに含めます。
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LAN 接続ポリシー
LAN接続ポリシーは、ネットワークのサーバと LANの間の接続およびネットワーク通信リソー
スを決定します。このポリシーは、プールを使用してMACアドレスをサーバに割り当て、サー
バがネットワークとの通信に使用する vNICを識別します。

接続ポリシーはサービスプロファイルやサービスプロファイルテンプレートに含まれてお

り、複数サーバの設定にも使用できるため、接続ポリシーに静的 IDを使用することはお勧め
しません。

（注）

LAN 接続ポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [LAN接続ポリシー（LAN Connectivity Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [LAN接続ポリシー（LANConnectivity Policy）]ダイアログボックスに、ポリシーの名前と説明を入力しま
す。

ステップ 8 [vNIC]表で、[追加（Add）]をクリックし、次の手順を実行します。
a) vNICの名前を入力します。
b) vNICテンプレートを使用して vNICを作成し、[vNICテンプレートの使用（UsevNICTemplate）]チェッ
クボックスをオンにして、表示されるドロップダウンリストから適切なテンプレートとアダプタポリ

シーを選択します。

c) テンプレートなしで新しい vNICを作成する場合は、[vNICテンプレートの使用（Use vNIC Template）]
チェックボックスをオフにして、表示されるフィールドに値を入力します。

これらのフィールドの詳細については、vNICの作成, （80ページ）を参照してください。

d) [送信（Submit）]をクリックします。

ポリシーにさらに vNICを追加する場合は、この手順を繰り返します。

ステップ 9 ポリシーに必要な vNICをすべて作成したら、[送信（Submit）]をクリックします。
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ネットワーク制御ポリシー
このポリシーは Cisco UCSドメインのネットワーク制御を設定するもので、次の設定も含まれま
す。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）の有効化/無効化

•エンドホストモードで使用できるアップリンクポートが存在しない場合の、仮想インター
フェイス（VIF）の動作方法

•関連付けられたボーダポートで障害が発生したときにリモートイーサネットインターフェ
イス、vEthernetインターフェイス、または vFibreチャネルインターフェイスで実行される
アクション

•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に、異なるMACアドレスをサーバが使
用できるかどうか

• MAC登録を VNICごとに実行するか、またはすべての VLANに対して実行するか

[アップリンクのアクションに失敗しました（Action on Uplink Fail）] プロパティ

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシー内の [アップリンクのアクションに失敗しました
（Action on Uplink Fail）]プロパティは、リンクダウンの値を使用して設定されます。Cisco UCS
M81KR仮想インターフェイスカードなどのアダプタの場合、このデフォルトの動作では、関連
付けられたボーダポートに障害が発生した場合に、Cisco UCS Managerに対して vEthernetまたは
vFibreチャネルインターフェイスをダウンさせるように指示します。Cisco UCS CNA M72KR-Q
や Cisco UCS CNA M72KR-Eなどの、イーサネットと FCoEトラフィックの両方をサポートする
VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタを使用する Cisco UCSシステムの場合、このデ
フォルトの動作では、関連付けられたボーダポートに障害が発生した場合に、CiscoUCSManager
に対してリモートイーサネットインターフェイスをダウンさせるように指示します。このシナリ

オでは、リモートイーサネットインターフェイスにバインドされているvFibreチャネルインター
フェイスもダウンします。

このセクションに記載されている VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタのタイプが
実装に含まれ、そのアダプタがイーサネットと FCoEの両方のトラフィックを処理することが
予想される場合は、警告の値を使用して [アップリンクのアクションに失敗しました（Action
on Uplink Fail）]プロパティを設定することをお勧めします。この設定にすると、ボーダポー
トがダウンした場合に、イーサネットチーミングドライバでリンク障害を検出できなくなる

場合があります。

（注）

MAC 登録モード

MACアドレスは、ネイティブ VLANでのみデフォルトでインストールされます。これにより、
ほとんどの実装で VLANポート数が最大になります。
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トランキングドライバがホスト上で実行され、インターフェイスがプロミスキャスモードに

なっている場合、Mac登録モードをすべての VLANに設定することをお勧めします。
（注）

ネットワーク制御ポリシーの作成

Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）では、MACアドレスベースのポートセキュ
リティがサポートされません。MACアドレスベースのポートセキュリティが有効になっている
場合、ファブリックインターコネクトにより、最初にそれが学習したMACアドレスが含まれる
パケットにトラフィックが制限されます。これは、FibreChannel over Ethernet（FCoE）Initialization
Protocolパケットで使用される送信元MACアドレスか、イーサネットパケットのMACアドレス
のうち、アダプタによって最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEパケットま
たはイーサネットパケットのいずれかがドロップされることがあります。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [ネットワーク制御ポリシー（Network Control Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ネットワーク制御ポリシーの追加（Add Network Control Policy）]ダイアログボックスで、次のフィール
ドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

このポリシーが含まれているサービスプロファイ

ルと関連付けられたサーバ上で Cisco Discovery
Protocol（CDP）を有効化するかどうかを選択しま
す。次のいずれかになります。

•無効

• [有効（Enabled）]

[CDP]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

ファブリックインターコネクトがエンドホストモー

ドのときに使用可能なアップリンクポートがない

場合、仮想インターフェイス（VIF）がどのように
動作するかを選択します。次のいずれかになりま

す。

• [リンクダウン（Link Down）]：ファブリック
インターコネクト上でアップリンク接続が失

われたときにvNICの動作状態をダウンに変更
します。vNICのファブリックフェールオー
バーは有効になります。

• [警告（Warning）]：使用可能なアップリンク
ポートがない場合であっても、サーバ間の接

続を維持します。ファブリックインターコネ

クト上でアップリンク接続が失われたときの

ファブリックフェールオーバーは無効になり

ます。

デフォルトは [リンクダウン（Link Down）]です。

VM-FEX非対応の統合型ネットワークア
ダプタのタイプが実装に含まれ、そのア

ダプタがイーサネットとFCoEの両方のト
ラフィックを処理することが予想される

場合は、[アップリンクのアクションに失
敗しました。]プロパティに [警告
（Warning）]の値を設定することをお勧
めします。ただし、この設定にすると、

ボーダポートがダウンした場合に、イー

サネットチーミングドライバでリンク障

害を検出できなくなる場合があります。

（注）

[アップリンクのアクションに失敗しました（Action
on Uplink Fail）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

パケットがサーバからファブリックインターコネ

クトに送信される場合に、構築されたMACアドレ
スが許可されるか、または拒否されるかを選択しま

す。次のいずれかになります。

• [許可（Allow）]：すべてのサーバパケットは、
そのパケットと関連付けられているMACアド
レスとは無関係に、ファブリックインターコ

ネクトで受け入れられます。

• [拒否（Deny）]：最初のパケットがファブリッ
クインターコネクトに送信された後、それ以

降のすべてのパケットでそれと同じMACアド
レスを使用する必要があります。そうでない

パケットは、ファブリックインターコネクト

からメッセージなしで拒否されます。このオ

プションによって、関連する vNICのポート
セキュリティが有効になります。

関連付けられたサーバにVMwareESXをインストー
ルする予定の場合は、デフォルトの vNICに適用さ
れるネットワーク制御ポリシーの [MACセキュリ
ティ]を [許可]に設定する必要があります。[MAC
セキュリティ（MAC Security）]を [許可（Allow）]
に設定しない場合、ESXのインストールは失敗しま
す。インストールプロセスでは複数のMACアドレ
スが必要ですが、MACセキュリティでは 1つの
MACアドレスだけが許可されるためです。

[構築（Forge）]ドロップダウンリスト

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

[ネットワークポリシー（Network Policy）]
ネットワークポリシーは、サーバによって使用される仮想ネットワークインターフェイスカー

ド（vNIC）を含む、サーバと LANの間の接続を設定する Cisco UCS Directorポリシーです。選択
した設定に応じて、このポリシーを使用して 2つ以上のサーバ用 vNICを設定できます。このポ
リシーで vNICの作成を選択するか、LAN接続ポリシーを使用して vNICの設定を決定すること
ができます。
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このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

ネットワークポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャポリシー（Physical Infrastructure
Policies）] > [UCSマネージャ（UCS Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [ネットワークポリシー（Network Policy）]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [ネットワークポリシーの追加（Add Network Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力し
ます。

説明[名前（Name）]

ポリシーの名前。[ポリシー名（Policy Name）]
フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy
Description）]フィールド

ユーザがこのポリシーを追加する Cisco UCS Managerアカウントを選
択します。

[UCSアカウント名（UCSAccount
Name）]ドロップダウンリスト

ユーザがこのポリシーを追加する Cisco UCS組織を選択します。[UCS Organizationの名前（UCS
OrganizationName）]ドロップダ
ウンリスト

動的 vNICをサポートするサーバのサービスプロファイルにポリシー
が割り当てられる場合は、動的 vNIC接続ポリシーを選択します。

[動的vNIC接続ポリシー
（Dynamic vNIC Connection
Policy）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

次のいずれかの接続タイプを選択します。

• [エキスパート（Expert）]：LANへのアクセス用にサーバで使用
できる vNICを最大 10まで作成できます。

• [シンプル（Simple）]：LANへのアクセス用にサーバで使用でき
る vNICを最大 2つ作成できます。

• [vNICなし（NovNICs）]：vNICを作成できません。このオプショ
ンを選択すると、このポリシーを含むサービスプロファイルに関

連付けられているサーバを、LANに接続できなくなります。

• [ハードウェアの継承（Hardware Inherited）]：サーバに関連付け
られたイーサネットアダプタプロファイルに割り当てられた

vNICを使用します。

• [LAN接続ポリシーの使用（Use LAN Connectivity Policy）]：LAN
接続ポリシーを使用して、サーバの LAN接続を判断します。

[LAN接続タイプ（LAN
Connectivity Type）]ドロップダ
ウンリスト

ステップ 5 [エキスパート（Expert）] LANオプションを選択した場合、次の手順を実行します。
a) [vNICの追加（Add vNIC）]ドロップダウンで、ネットワークポリシーに追加する vNICの数を選択し
ます。最大 10個の vNICを作成できます。

b) [vNIC1 ... vNIC10のテンプレート（Template For vNIC1 ... vNIC10）]ドロップダウンリストから、vNIC
テンプレートを選択します。

c) ステップ 8に進みます。

ステップ 6 [シンプル（Simple）] LANオプションを選択した場合、次の手順を実行します。
a) [vNIC 0（ファブリックA）（vNIC0 (Fabric A)）]領域で、次のフィールドに値を入力します。

• [vNIC0の名前（vNIC0 Name）]フィールドに、vNICの一意の名前を入力します。

• [VLANの選択（Select VLAN）]ドロップダウンリストで、この vNICを関連付けるVLANの名前
を選択します。

b) [vNIC 1（ファブリックB）（vNIC1 (Fabric B)）]領域で、次のフィールドに値を入力します。

• [vNIC1の名前（vNIC1 Name）]フィールドに、vNICの一意の名前を入力します。

• [VLANの選択（Select VLAN）]ドロップダウンリストで、この vNICを関連付けるVLANの名前
を選択します。
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c) ステップ 8に進みます。

ステップ 7 [LAN接続ポリシーの使用（Use LAN Connectivity Policy）]オプションを選択した場合は、[LAN接続ポリ
シー（LANConnectivity Policy）]ドロップダウンリストからサーバに関連付けるポリシーを選択します。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

ネットワークポリシーをサービスプロファイルに含めます。
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第 6 章

ストレージ接続の設定

この章は、次の項で構成されています。

• VSAN, 89 ページ

• WWNプール, 92 ページ

• vHBA, 96 ページ

• ファイバチャネルアダプタポリシー, 99 ページ

• SAN接続ポリシー, 104 ページ

• ストレージポリシー, 105 ページ

• ファイバチャネルのゾーン分割, 108 ページ

VSAN
Cisco UCSでは、VSAN（ネームド VSANとも呼ばれます）は特定の外部 SANへの接続を作成し
ます。VSANは、その外部SANへのトラフィックを切り離しますが、これにはブロードキャスト
トラフィックも含まれます。1つの VSANのトラフィックは、別の VSANにトラフィックが存在
していることを認識しますが、そのトラフィックを読み取ったり、それにアクセスすることはで

きません。

VSAN IDに名前を割り当てると抽象レイヤが追加され、VSANを使用するサービスプロファイル
に関連付けられたすべてのサーバをグローバルにアップデートできるようになります。外部 SAN
との通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必要はありません。同じVSANIDを使用
して、複数のネームド VSANを作成できます。

ガイドラインと推奨事項など、Cisco UCSの VSANの詳細については、『Cisco UCS Manager
configuration guides』を参照してください。
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クラスタ設定内のネームド VSAN

クラスタ設定では、VSANが 1つのファブリックインターコネクト上のファイバチャネルアッ
プリンクポートにのみアクセスできるように、または両方のファブリックインターコネクト上の

ファイバチャネルアップリンクポートにアクセスできるように設定できます。

ネームド VSAN と FCoE VLAN ID

各VSANに FCoE VLAN IDを設定します。このプロパティは、VSANおよびそのファイバチャネ
ルパケットの送信に、どの VLANが使用されるかを決定します。

Cisco UCS CNAM72KR-Qや Cisco UCS CNAM72KR-Eなどの FIP対応の統合型ネットワークアダ
プタの場合は、VSANが FCoEVLAN ID用のネイティブなVLANではないVLANを使用して設定
される必要があります。この設定により、FCoEトラフィックがこれらのアダプタを通過できるこ
とが保証されます。

次のサンプルの設定では、ファブリック Aにマッピングされる vNICおよび vHBAを含むサービ
スプロファイルが、FIP対応の統合型ネットワークアダプタを搭載したサーバに関連付けられま
す。

• vNICは、VLAN 10を使用するように設定されます。

• VLAN 10は、vNIC用のネイティブ VLANとしても指定されます。

• vHBAは、VSAN 2を使用するように設定されます。

•そのため、VLAN10をFCoEVLANIDとして、VSAN2を設定することはできません。VSAN
2は、ファブリック A上で設定された他のどの VLANにもマッピングもできます。

VSAN の作成

SANクラウドの Fibre Channel over Ethernet（FCoE）VLANと LANクラウドのVLANは、異な
る IDにする必要があります。VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、そ
の FCoE VLANを使用しているすべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、
トラフィックが中断されます。FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上で
イーサネットトラフィックがドロップされます。

（注）

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[VSAN]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [VSANの追加（Add VSAN）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明[名前（Name）]

VSANの一意の名前。[VSAN名（VSAN Name）]フィールド

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。[VSAN ID]フィールド

VSANのタイプを選択します。次のいずれかになり
ます。

• SANクラウド

•ストレージクラウド

ファイバチャネルゾーン分割用の VLANを作成す
る場合は、[ストレージクラウド（Storage Cloud）]
を選択することを推奨します。

[タイプ（Type）]ドロップダウンリスト

VSANの設定方法を選択します。次のいずれかにな
ります。

• [共通/グローバル（Common/Global）]：VSAN
は、すべての使用可能なファブリック内で同

じ VSAN IDにマッピングされます。

• [ファブリックA（FabricA）]：VSANは、ファ
ブリックAにだけ存在するVSAN IDにマッピ
ングされます。

• [ファブリックB（FabricB）]：VSANは、ファ
ブリック Bにだけ存在するVSAN IDにマッピ
ングされます。

[ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウンリス
ト

ファイバチャネル接続に使用される VLANに割り
当てられた固有識別情報。

Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA
M72KR-Eなどの FCoE Initialization Protocol（FIP）
対応の統合型ネットワークアダプタの場合は、FCoE
VLAN ID用のネイティブな VLANではないネーム
ド VLANを使用して、ネームド VSANを設定する
必要があります。この設定により、FCoEトラフィッ
クがこれらのアダプタを通過できることが保証され

ます。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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次の作業

この VSANをファイバチャネルゾーン分割で使用する予定の場合は、ファイバチャネルのゾー
ン分割の VSANの設定, （111ページ）を参照してください。

WWN プール

WWNN プール
WWNN（ワールドワイドノード名）プールは、WW（ワールドワイド）ノード名だけを含む
WWN（ワールドワイド名）プールです。サービスプロファイルにWWNNプールを含める場合、
関連付けられたサーバには、そのプールからWWNNが割り当てられます。[WWNNプール（WWNN
Pools）]タブでプールをダブルクリックすると、WWNNプール内のWWNブロックとイニシエー
タを表示できます。

WWNN プールの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを作成する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [WWNNプール（WWNN Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [WWNNプールの追加（Add WWNN Pool）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

プールの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

プールの説明。[説明（Description）]フィールド

ブロック内の最初のWWNNアドレス。[開始（From）]フィールド

ブロック内のWWNNアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
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WWNN プールへのイニシエータの追加

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを変更する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [WWNNプール（WWNN Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 イニシエータを追加するプールをクリックします。

ステップ 7 [WWNNイニシエータの作成（Create WWNN Initiator）]をクリックします。

ステップ 8 [WWNNイニシエータの作成（Create WWNN Initiator）]ダイアログボックスで、次のフィールドに情報を
入力します。

説明[名前（Name）]

イニシエータの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

イニシエータの説明。[説明（Description）]フィールド

イニシエータのWWN。[World Wide Name]フィールド

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

WWPN プール
WWPN（ワールドワイドポート名）プールは、WWポート名だけを含むWWNプールです。サー
ビスプロファイルにWWPNのプールを含めると、関連付けられたサーバの各 vHBA上のポート
は、そのプールからWWPNを割り当てられます。[WWPNプール（WWPNPools）]タブでプール
をダブルクリックすると、WWPNプール内のWWNブロックとイニシエータを表示できます。
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WWPN プールの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを作成する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [WWPNプール（WWPN Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [WWPNプールの追加（Add WWPN Pool）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

プールの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

プールの説明。[説明（Description）]フィールド

ブロック内の最初のWWPNアドレス。[開始（From）]フィールド

ブロック内のWWPNアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

WWPN プールへのイニシエータの追加

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを変更する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [WWPNプール（WWPN Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 イニシエータを追加するプールをクリックします。

ステップ 7 [WWPNイニシエータの作成（Create WWPN Initiator）]をクリックします。

ステップ 8 [WWPNイニシエータの作成（Create WWPN Initiator）]ダイアログボックスで、次のフィールドに情報を
入力します。
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説明[名前（Name）]

イニシエータの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

イニシエータの説明。[説明（Description）]フィールド

イニシエータのWWN。[World Wide Name]フィールド

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

WWN ブロックの追加

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを変更する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 次のいずれかのタブをクリックします。

• [WWNNプール（WWNN Pools）]タブ

• [WWPNプール（WWPN Pools）]タブ

ステップ 6 WWNブロックを追加するプールをクリックします。

ステップ 7 [WWNブロックの作成（Create WWN Block）] をクリックします。

ステップ 8 [WWNブロックの作成（CreateWWNBlock）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ブロック内の最初のWWNNまたはWWPNアドレ
ス。

[開始（From）]フィールド

ブロック内のWWNまたはWWPNアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。
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vHBA

vHBA テンプレート
このテンプレートは、サーバ上の vHBAと SANの接続方法を定義するポリシーです。これは、
vHBA SAN接続テンプレートとも呼ばれます。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要がありま

す。

vHBA テンプレートの作成

はじめる前に

次のリソースの 1つ以上がすでに存在していることを前提としています。

• VSAN

• WWPNプール

• SANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [vHBAテンプレート（vHBA Templates）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [vHBAテンプレートの追加（Add vHBATemplate）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力し
ます。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

このテンプレートで作成されたvHBAが関連付けら
れるファブリックインターコネクトを選択します。

[ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウンリス
ト
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説明[名前（Name）]

このテンプレートから作成される vHBAsに関連付
ける VSANを選択します。

[VSAN]ドロップダウンリスト

使用するテンプレートのタイプを選択します。次の

いずれかになります。

• [初期テンプレート（Initial Template）]：テン
プレートが変更されても、このテンプレート

から作成された vHBAはアップデートされま
せん。

• [テンプレートの更新（Updating Template）]：
テンプレートが変更されると、このテンプレー

トから作成された vHBAがアップデートされ
ます。

[テンプレートのタイプ（Template Type）]ドロップ
ダウンリスト

vHBAがサポートするファイバチャネルフレーム
のペイロードバイトの最大サイズ。

256～2112の整数を入力します。デフォルトは2048
です。

[データフィールドの最大サイズ（Max Data Field
Size）]フィールド

このテンプレートから作成された vHBAが、その
WWPNアドレスを導出するために使用するWWPN
プールを選択します。

[WWPNプール（WWPN Pool）]ドロップダウンリ
スト

このテンプレートから作成されたvHBAに関連付け
られる Quality of Service（QoS）ポリシーを選択し
ます。

[QoSポリシー（QoS Policy）]ドロップダウンリス
ト

このテンプレートから作成されたvHBAに関連付け
られる SANピングループを選択します。

[ピングループ（Pin Group）]ドロップダウンリス
ト

このテンプレートから作成されたvHBAに関連付け
られる統計情報しきい値ポリシーを選択します。

[統計しきい値ポリシー（Stats Threshold Policy）]ド
ロップダウンリスト

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

vHBAテンプレートをストレージポリシーに含めます。
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vHBA の作成

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャポリシー（Physical Infrastructure
Policies）] > [UCSマネージャ（UCS Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [vHBA]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [vHBAの作成（Create vHBA）]ダイアログボックスで、vHBAのCiscoUCS接続を指定するため次のフィー
ルドに入力します。

説明[名前（Name）]

vHBAの一意の名前。[vHBA名（vHBA Name）]
フィールド

この vHBAを追加する Cisco UCS Managerアカウントを選択します。[UCSアカウント名（UCSAccount
Name）]ドロップダウンリスト

ユーザがこの vHBAを追加する Cisco UCS組織を選択します。[UCS Organizationの名前（UCS
OrganizationName）]ドロップダ
ウンリスト

この vHBAに割り当てる vHBAテンプレートを選択します。[vHBAテンプレート（HBA
Template）]ドロップダウンリス
ト

次のイーサネットアダプタポリシーからいずれか1つを選択します。

•デフォルト

• [Windows]

• VMware

• [Linux]

[アダプタポリシー（Adapter
Policy）]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

この vHBAをストレージポリシーに含めます。
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ファイバチャネルアダプタポリシー
CiscoUCSには、ファイバチャネルアダプタポリシーセットがデフォルトで用意されています。
これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレーティングシステムにおける推奨設

定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらのポリシーに影響されます。一般的に

ストレージベンダーでは、デフォルト以外のアダプタ設定が要求されます。ベンダーが提供して

いるサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。Cisco TACからの指示がない限り、デフォルトのポリシーの値は変更しないでください。
（注）

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [Fcアダプタポリシー（FC Adapter Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ファイバチャネルアダプタポリシーの作成（Create FibreChannelAdapter Policy）]ダイアログボックスに、
ポリシーの名前および説明を入力します。

ステップ 8 [リソース（Resources）]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。このパラメータは、

汎用サービスの Extended Link Services（ELS）およ
び Common Transport（CT）ファイバチャネルフ
レームに適用されます。アダプタのパフォーマンス

には影響しません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは 64で
す。

送信キューの [リングサイズ（RingSize）]フィール
ド
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説明[名前（Name）]

各受信キュー内の記述子の数。このパラメータは、

汎用サービスの Extended Link Services（ELS）およ
び Common Transport（CT）ファイバチャネルフ
レームに適用されます。アダプタのパフォーマンス

には影響しません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは 64で
す。

受信キューの [リングサイズ（RingSize）]フィール
ド

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。デフォルトは 512
です。

記述子の数はアダプタのパフォーマンスに影響を与

える可能性があるため、デフォルト値を変更しない

ことを推奨します。

SCSI I/Oキューの [リングサイズ（Ring Size）]
フィールド

ステップ 9 [オプション（Options）]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

テープデバイスによるシーケンスレベルエラーの

修復に FCP Sequence Level Error Recovery
（FC-TAPE）プロトコルを使用するかどうかを選択
します。これにより、VICファームウェアの Read
Exchange Concise（REC）および Sequence
Retransmission Request（SRR）機能を有効または無
効にできます。次のいずれかになります。

• [無効化（Disabled）]：デフォルトです。

• [有効化（Enabled）]：システムが 1つ以上の
テープドライブライブラリに接続されている

場合は、このオプションを選択します。

このパラメータは、Cisco UCS M81KR仮
想インターフェイスカードなどのVICア
ダプタのあるサーバにのみ適用されます。

（注）

[FCPエラーの修復（FCPError Recovery）]ドロップ
ダウンリスト
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説明[名前（Name）]

システムがファブリックへのログインを最初に失敗

してから再試行する回数。

任意の整数を入力します。システムが無限に試行し

続けるように指定するには、整数をこのフィールド

に入力します。このパラメータの最適な値を知るに

は、ストレージアレイのドキュメントを確認する

ようお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭載の
サーバや、Cisco UCS M71KR-E Emulex
Converged Network Adapterなどの統合型
ネットワークアダプタ搭載のサーバにの

み適用されます。

（注）

[FLOGIの再試行回数（Flogi Retries）]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ

秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォルトは
4,000です。このパラメータの最適な値を知るには、
ストレージアレイのドキュメントを確認するよう

お勧めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭載の
サーバや、コンバージドネットワークア

ダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[FLOGIタイムアウト（Flogi Timeout）]フィールド

システムがポートへのログインを最初に失敗してか

ら再試行する回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルトは 8で
す。このパラメータの最適な値を知るには、スト

レージアレイのドキュメントを確認するようお勧

めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭載の
サーバにのみ適用されます。

（注）

[PLOGIの再試行回数（Plogi Retries）]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ

秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォルトは
20,000です。このパラメータの最適な値を知るに
は、ストレージアレイのドキュメントを確認する

ようお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭載の
サーバにのみ適用されます。

（注）

[PLOGIタイムアウト（Plogi Timeout）]フィールド
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説明[名前（Name）]

リモートファイバチャネルポートが使用不可能で

あることを SCSI上位層に通知する前に、そのポー
トがオフラインになっていなければならないミリ秒

数。このパラメータは、ホストマルチパスドライ

バに重要であり、エラー処理に使用される主要指標

の 1つとなります。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルトは
30,000です。ESXを実行している VICアダプタ搭
載のサーバの推奨値は、10,000です。

このパラメータの最適な値を知るには、ストレージ

アレイのドキュメントを確認するようお勧めしま

す。

このパラメータは、VICアダプタ搭載の
サーバにのみ適用されます。

（注）

[ポートダウンタイムアウト（Port Down Timeout）]
フィールド

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前

に、そのポートへの IO要求がビジー状態を理由に
戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルトは 8で
す。このパラメータの最適な値を知るには、スト

レージアレイのドキュメントを確認するようお勧

めします。

このパラメータは、Windowsを実行する
VICアダプタ搭載のサーバにのみ適用さ
れます。

（注）

[ポートダウンIOの再試行（Port Down IO Retry）]
フィールド

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接

続が失われていることをシステムに通知する前に、

アップリンクポートがオフラインになっていなけ

ればならないミリ秒数。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルトは
30,000です。このパラメータの最適な値を知るに
は、ストレージアレイのドキュメントを確認する

ようお勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行する
VICアダプタ搭載のサーバにのみ適用さ
れます。

（注）

[リンクダウンタイムアウト（LinkDownTimeout）]
フィールド
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説明[名前（Name）]

vHBA内に同時に保留可能な最大データ数または
I/O操作の数。この値を超えると、保留中の I/O操
作の数が減り、追加の操作が処理できるようになる

まで、キューで I/O操作が待機します。

このパラメータは、LUNキューの長さと
同じではありません。LUNキューの長さ
は、サーバにインストールされているOS
に基づいて、CiscoUCSManagerにより管
理されます。

（注）

1～ 1024の整数を入力します。デフォルトは 16で
す。このパラメータの最適な値を知るには、スト

レージアレイのドキュメントを確認するようお勧

めします。

このパラメータは、Cisco UCS M71KR-E
Emulex Converged Network Adapterや、
Cisco UCS M71KR-Q QLogic Converged
NetworkAdapterなどのネットワークアダ
プタ搭載のサーバにのみ適用されます。

VICアダプタ搭載のサーバでは、このパ
ラメータは無視されます。

（注）

[IOスロットル数（IO Throttle Count）]フィールド

ファイバチャネルドライバがエクスポートまたは

表示する LUNの最大数。LUNの最大数は、通常、
サーバで実行されているOSにより管理されます。

1～ 1024の整数を入力します。デフォルト値は 256
です。ESXまたはLinuxを実行しているサーバの推
奨値は、1024です。

このパラメータの最適な値を知るには、OSのドキュ
メントを確認するようお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタ搭載の
サーバや、ネットワークアダプタ搭載の

サーバにのみ適用されます。

（注）

[ターゲットあたりのLUNの最大数（Max LUNs Per
Target）]フィールド
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説明[名前（Name）]

ドライバからオペレーティングシステムに割り込

みを送信する方法を選択します。次のいずれかにな

ります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled
Interrupts（MSI）。サーバの OSがサポートし
ている場合には、このオプションを選択する

ことをお勧めします。

• [MSI]：MSIのみ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

このパラメータは、VICアダプタ搭載の
サーバや、Window以外のOSを実行して
いるネットワークアダプタ搭載のサーバ

にのみ適用されます。WindowsOSでは、
このパラメータは無視されます。

（注）

[割り込みモードの選択（InterruptMode）]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

SAN 接続ポリシー
SAN接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバとLANの間の接続およびネットワーク通信リソー
スを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してWWNおよびWWPNをサーバに割り
当て、サーバがネットワークと通信するために使用する vHBAを識別します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれ、複数のサーバを設定するために使用できるので、静的 IDを接続ポリシーで使用す
ることはお勧めしません。

（注）
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SAN 接続ポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [SAN接続ポリシー（SAN Connectivity Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [SAN接続ポリシー（SANConnectivityPolicy）]ダイアログボックスに、ポリシーの名前と説明を入力しま
す。

ステップ 8 [WWNNプール（WWNN Pool）]ドロップダウンリストから、このポリシーと関連付けるWWNNプール
を選択します。

ステップ 9 [vHBA]表で、[追加（Add）]をクリックし、次の手順を実行します。
a) vHBAの名前を入力します。
b) vHBAテンプレートを使用して vHBAを作成し、[vHBAテンプレートの使用（Use vHBA Template）]
チェックボックスをオンにして、表示されるドロップダウンリストから適切なテンプレートを選択し

ます。

c) テンプレートなしで新しいvHBAを作成する場合は、[vHBAテンプレートの使用（UsevHBATemplate）]
チェックボックスをオフにして、表示されるフィールドに値を入力します。

これらのフィールドの詳細については、vHBAの作成, （98ページ）を参照してください。

d) [送信（Submit）]をクリックします。

ポリシーにさらに vHBAを追加する場合は、この手順を繰り返します。

ステップ 10 ポリシーに必要な vHBAをすべて作成したら、[送信（Submit）]をクリックします。

ストレージポリシー
ストレージポリシーは Cisco UCS Directorポリシーであり、サーバに割り当てられたワールドワ
イドノード名（WWNN）やサーバで使用する仮想ホストバスアダプタ（vHBA）などの SANス
トレージとサーバの間の接続を設定します。選択した設定に応じて、このポリシーを使用して 2
つ以上のサーバ用 vHBAを設定できます。このポリシーで vHBAの作成を選択するか、SAN接続
ポリシーを使用して vHBAの設定を決定することができます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。
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ストレージポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャポリシー（Physical Infrastructure
Policies）] > [UCSマネージャ（UCS Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージポリシー（Storage Policy）]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 ポリシーの名前と説明を入力します。

ステップ 5 [ストレージポリシーの追加（Add Storage Policy）]ダイアログボックスで、ストレージポリシーのCisco
UCS接続を指定するため次のフィールドに入力します。

説明[名前（Name）]

ストレージポリシーの一意の名前。[ポリシー名（Policy Name）]
フィールド

ストレージポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy
description）]フィールド

ユーザがこのストレージポリシーを追加する Cisco UCS Managerアカ
ウントを選択します。

[UCSアカウント名（UCSAccount
Name）]ドロップダウンリスト

ユーザがこのストレージポリシーを追加する Cisco UCS組織を選択し
ます。

[UCS Organizationの名前（UCS
OrganizationName）]ドロップダ
ウンリスト

このストレージポリシーに追加するローカルディスクの設定ポリシー

を選択します。

[ローカルディスクの設定ポリ
シー（Local Disk Configuration
Policy）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

次のいずれかの接続タイプを選択します。

• [エキスパート（Expert）]：SANストレージへのアクセス用にサー
バで使用できる vHBAを最大 10まで作成できます。

• [シンプル（Simple）]：SANストレージへのアクセス用にサーバ
で使用できる vHBAを最大 2つ作成できます。

• [vHBAなし（No vHBAs）]：vHBAを作成できません。このオプ
ションを選択すると、このポリシーを含むサービスプロファイル

に関連付けられているサーバを、SANに接続できなくなります。

• [ハードウェアの継承（Hardware Inherited）]：サーバに関連付け
られたファイバチャネルアダプタプロファイルに割り当てられ

た vHBAを使用します。

• [SAN接続ポリシーの使用（Use SAN Connectivity Policy）]：SAN
接続ポリシーを使用して、サーバの SAN接続を判断します。

[SAN接続タイプ（SAN
Connectivity Type）]ドロップダ
ウンリスト

ステップ 6 [エキスパート（Expert）] SANストレージオプションを選択した場合は、次の手順を実行します。
a) [WWNNプール（WWNNPool）]ドロップダウンリストから、このポリシーに割り当てるWWNNプー
ルを選択します。

このストレージポリシーを使用するサービスプロファイルに関連付けられた各サーバにWWNNを割
り当てるために、WWNNプールに十分な数のWWNNがあることが必要です。

b) [vHBAの追加（Add vHBA）]ドロップダウンで、ストレージポリシーに追加する vHBAsの数（最大
10）を選択します。

c) [vHBA1 ... vHBA10のテンプレート（Template For vHBA1 ... vHBA10）]リストから、各 vHBAの vHBA
テンプレートを選択します。

d) ステップ 9に進みます。

ステップ 7 [シンプル（Simple）] SANストレージオプションを選択した場合は、次の手順を実行します。
a) [WWNNプール（WWNNPool）]ドロップダウンリストから、このポリシーに割り当てるWWNNプー
ルを選択します。

このストレージポリシーを使用するサービスプロファイルに関連付けられた各サーバにWWNNを割
り当てるために、WWNNプールに十分な数のWWNNがあることが必要です。

b) [vHBA0 (ファブリックA)（vHBA0 (Fabric A)）]領域で、次のフィールドに値を入力します。

• [vHBA0の名前（vHBA0 Name）]領域で、vHBAの一意の名前を入力します。

• [VSANの選択（Select VSAN）]ドロップダウンリストで、この vHBAを関連付けるVSANの名前
を選択します。

c) [vHBA1 0 (ファブリックB)（vHBA1 (Fabric B)）]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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[vHBA1の名前（vHBA1 Name）]フィールドに、vHBAの一意の名前を入力します。•

• [VSANの選択（Select VSAN）]ドロップダウンリストで、この vHBAを関連付けるVSANの名前
を選択します。

d) ステップ 9に進みます。

ステップ 8 [SAN接続ポリシーの使用（Use SAN Connectivity Policy）]オプションを選択した場合は、[SAN接続ポリ
シー（SANConnectivity Policy）]ドロップダウンリストからサーバに関連付けるポリシーを選択します。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

ストレージポリシーをサービスプロファイルに含めます。

ファイバチャネルのゾーン分割

Cisco UCSでのファイバチャネルのゾーン分割のサポート
Cisco UCSは、スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割および Cisco UCSローカルファイ
バチャネルゾーン分割（Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割とも呼ばれ
る）をサポートします。同じ Cisco UCSドメイン内でゾーン分割タイプの組み合わせを設定する
ことはできません。Cisco UCSドメインと次のいずれかのタイプのゾーン分割を設定することが
できます。

•ゾーン分割なし

• CiscoUCSローカルファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとロー
カルゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEストレージは、ファブ
リックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割はCiscoUCSでローカルゾーン分割を
使用して設定されます。既存のファイバチャネルまたは FCoEアップリンク接続を無効にす
る必要があります。Cisco UCSは、Cisco UCSローカルゾーン分割機能の使用と共存するア
クティブなファイバチャネルまたは FCoEアップリンク接続を現在サポートしていません。

•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとアッ
プリンクゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたはFCoEストレージは、ファ
ブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco MDSまたは Nexus 5000
シリーズスイッチを使用してCiscoUCSドメインの外部で実行されます。この設定は、Cisco
UCSドメインでのローカルゾーン分割をサポートしません。
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ゾーン分割は、VSAN単位で設定します。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

実装に関するガイドラインなど、ファイバチャネルゾーン分割の詳細については、『Cisco UCS
Manager configuration guides』を参照してください。

ストレージ接続ポリシー

ストレージ接続ポリシーには、Cisco UCSローカルファイバチャネルゾーン分割を設定するため
に使用する、ストレージアレイ上のターゲットストレージポート群が含まれています。このポ

リシーは、組織またはイニシエータグループの下に作成できます。このポリシーは、Cisco UCS
Managerでは「ファイバチャネルストレージ接続ポリシー」と呼ばれます。

ファイバチャネルターゲットエンドポイントを介して vHBAイニシエータグループをストレー
ジ接続ポリシーに追加します。

これらのゾーン内のストレージアレイは、ファブリックインターコネクトに直接接続される必要

があります。ストレージ接続ポリシーに含めるこれらのアレイ上のターゲットストレージポート

には、ファイバチャネルストレージポートまたはFCoEストレージポートを使用できます。ポー
トのWWNを使用して、ポートをポリシーに追加し、ファイバチャネルゾーンのポートを識別し
ます。

Cisco UCSは、ファイバチャネルストレージをデフォルトで作成しません。（注）

Cisco UCSでのファイバチャネルのゾーン分割の設定

この手順は、CiscoUCSローカルファイバチャネルのゾーン分割用のCiscoUCSドメインの設
定に必要な手順の概要です。次のすべてのステップを完了する必要があります。

（注）

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCSドメインに外付けファイバチャネルス
イッチで管理されていたゾーンがある場合は、影響

まだ完了してない場合は、CiscoUCSドメイン内
のファブリックインターコネクトの接続を、外

ステップ 1   

のあるすべてのVSANに clear-unmanaged-fc-zone-all付けファイバチャネルスイッチ（MDSなど）
から切り離してください。 コマンドを入力し、それらのゾーンを削除してくだ

さい。
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目的コマンドまたはアクション

このステップは、Cisco UCS Manager CLIで実行す
る必要があります。

エンドホストモードでは、ファイバチャネルのゾー

ン分割を設定できません。

両方のファブリックインターコネクトに、ファ

イバチャネルスイッチングモードを設定しま

す。

ステップ 2   

ファイバチャネルスイッチングモードの変更, （
30ページ）を参照してください。

ファブリックインターコネクトとポートの設定, （
27ページ）を参照してください。

ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に

必要なファイバチャネルと FCoEストレージ
ポートを設定します。

ステップ 3   

クラスタ設定の場合は、ストレージゾーンに含まれ

るVSANを作成し、共通またはグローバル設定を使
1つ以上の VSANを作成し、ファイバチャネル
ゾーンのトラフィック転送に必要なすべての

ステップ 4   

用して、両方のファブリックインターコネクトにア

クセス可能であることを確認します。

VSANで、ファイバチャネルのゾーン分割を有
効にします。

VSANの作成, （90ページ）およびファイバチャ
ネルのゾーン分割の VSANの設定, （111ページ）
を参照してください。

LAN接続ポリシーの作成, （81ページ）を参照し
てください。

LAN接続ポリシーを作成します。ステップ 5   

ネットワークポリシーの作成, （86ページ）を参
照してください。

ネットワークポリシーを作成し、それにLAN接
続ポリシーを追加します。

ステップ 6   

SAN接続ポリシーの作成, （105ページ）を参照し
てください。

SAN接続ポリシーを作成します。ステップ 7   

ストレージポリシーの作成, （106ページ）を参照
してください。

ストレージポリシーを作成し、それにSAN接続
ポリシーを追加します。

ステップ 8   

ストレージ接続ポリシーの作成,（112ページ）を参
照してください。

1つ以上のストレージ接続ポリシーを作成し、1
つ以上のファイバチャネルターゲットエンドポ

イントを vHBAイニシエータグループとして機
能させます。

ステップ 9   

サービスプロファイルの作成, （196ページ）を参
照してください。

サービスプロファイルを作成し、それにネット

ワークポリシーとストレージポリシーを追加し

ます。

ステップ 10   

サービスプロファイルをサーバと関連付けます。ステップ 11   

   Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
110

ストレージ接続の設定

Cisco UCSでのファイバチャネルのゾーン分割の設定



目的コマンドまたはアクション

（任意）

ファイバチャネルゾーンの表示, （113ページ）を
参照してください。

サービスプロファイルや組織を使用して、ファ

イバチャネルゾーンのレポートを表示し、生成

します。

ステップ 12   

（任意）

サービスプロファイルのインベントリ収集のリクエ

スト,（207ページ）およびサーバのインベントリ収

LANやSANの接続ポリシーを変更する場合は、
サーバのリブートが必要になるため、サービス

プロファイルとサーバのインベントリ収集を要

求します。

ステップ 13   

集のリクエスト, （213ページ）を参照してくださ
い。

ファイバチャネルのゾーン分割の VSAN の設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[VSAN（VSANs）]タブをクリックします。

ステップ 4 ファイバチャネルゾーン分割を設定する VSANをクリックします。

ステップ 5 [Fcゾーン分割の設定（FC Zoning Settings）]をクリックします。

ステップ 6 [FCゾーン分割の設定（FC Zoning Settings）]ダイアログボックスで、[FCゾーン分割の有効化（Enable FC
Zoning）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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ストレージ接続ポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [ストレージ接続ポリシー（Storage Connection Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージ接続ポリシー（Storage Connection Policy）]ダイアログボックスに、ポリシーの名前および説
明を入力します。

ステップ 8 [ゾーン分割のタイプ（Zoning Type）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択し
ます。

• [なし（None）]：ファイバチャネルゾーン分割がありません。

• [単一イニシエータの単一ターゲット（Single Initiator Single Target）]：Cisco UCS Directorは、vHBA
とストレージポートのペアごとに、ゾーンを 1つ自動的に作成します。各ゾーンには 2つのメンバ
があります。ゾーンの数がサポートされる最大数を超えると予想されない限り、このタイプのゾーン

分割を設定することをお勧めします。

• [単一イニシエータの複数ターゲット（Single InitiatorMultiple Targets）]：CiscoUCSDirectorは、vHBA
ごとにゾーンを1つ自動的に作成します。ゾーンの数がサポートされる最大数に達するか、それを超
えると予想される場合は、このタイプのゾーン分割を設定することをお勧めします。

ステップ 9 [Fcターゲットエンドポイントへのエントリの追加（FC Target Endpoints）]テーブルで、[追加（Add）]を
クリックして、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明[名前（Name）]

ファイバチャネルまたはFCoEストレージアレイ
上の物理ターゲットポートに割り当てられた

WWPN（WWN）です。サーバは、このWWPN
（WWN）を使用して、ストレージアレイに設定
された LUNにアクセスします。

[WWPN]フィールド

ターゲットエンドポイントとの通信に使用される

ファブリックインターコネクトを選択します。

[ファブリックID（Fabric ID）]ドロップダウンリ
スト

ターゲットエンドポイントとの通信に使用される

VSANを選択します。
[VSAN]ドロップダウンリスト
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b) [送信（Submit）]をクリックします。

必要なターゲットエンドポイントがすべて作成されるまで、この手順を繰り返します。

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

ファイバチャネルゾーンの表示

はじめる前に

ファイバチャネルゾーンを表示するには、ファイバチャネルゾーン分割を設定する必要があり

ます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 次のいずれかのタブをクリックします。

•組織

• [サービスプロファイル（Service Profiles）]

ステップ 4 [Fcゾーン（FC Zones）]タブをクリックします。

ステップ 5 （任意） 生成するレポートおよびテーブルに表示される列をカスタマイズするには、次の手順を実行し

ます。

a) テーブルメニューバーで [テーブルの列のカスタマイズ（Customize Table Columns）] ボタンをクリッ
クします。

b) [レポートテーブルのカスタマイズ（Customize Report Table）]ダイアログボックスでチェックボックス
を選択または選択解除し、レポートに表示する要素を決定して [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 （任意） タブに表示されるレポートをエクスポートするには次の手順を実行します。

a) テーブルメニューバーで [レポートのエクスポート（Export Report）]をクリックします。
b) [レポートのエクスポート（Export Report）]ダイアログボックスでレポート形式を選択して [レポート
の生成（Generate Report）]をクリックします。

c) レポートが生成されたら [ダウンロード（Download）]をクリックします。
d) 別のタブでレポートを表示している場合は、お使いのブラウザのダウンロードボタンを使用してレポー
トをダウンロードしてください。

e) [レポートのエクスポート（Export Report）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]をクリックしま
す。
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第 7 章

Cisco UCS サーバプールとポリシーの設定

この章は、次の項で構成されています。

• グローバル機器ポリシー, 115 ページ

• UUIDプール, 118 ページ

• サーバプール, 119 ページ

• 管理 IPプール, 122 ページ

• ブートポリシー, 123 ページ

• ローカルディスク設定ポリシー, 170 ページ

• メンテナンスポリシー, 176 ページ

• サーバプールポリシー資格情報の概要, 178 ページ

• サーバプールポリシーの概要, 183 ページ

• vNIC/vHBA配置ポリシー, 184 ページ

• 配置ポリシー, 192 ページ

グローバル機器ポリシー

シャーシ/FEX 検出ポリシー
シャーシ/FEX検出ポリシーは、新しいシャーシまたは FEXを追加したときのシステムの対処方
法を決定します。Cisco UCSは、次の決定にシャーシ/FEXの検出ポリシーの設定を使用します。

•シャーシまたは FEXとファブリックインターコネクト間のリンク数の最小しきい値

• IOMからファブリックポートチャネルのファブリックインターコネクトへのリンクをグルー
プ化するかどうか
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シャーシ/FEX検出ポリシーのマルチシャーシCiscoUCSドメインでの動作方法の概要を含むシャー
シリンクの詳細については、『Cisco UCS Manager configuration guides』を参照してください。

シャーシ/FEX 検出ポリシーの設定
シャーシポリシーの設定では、新しいシャーシを追加したときのシステムの対応方法を指定しま

す。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[機器のグローバルポリシー（Equipment Global Policies）]タブをクリックします。

ステップ 4 [シャーシ/FEX検出ポリシー（Chassis/FEX Discovery Policy）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [アクション（Action）]ドロップダウンリストで、シャーシまたはファブリックエクステンダ（FEX）と
ファブリックインターコネクト間のリンク数の最小しきい値を選択します。

• 1-link

• 2-link

• 4-link

• 8-link

ステップ 6 [リンクグループのプリファレンス（Link Grouping Preference）]ドロップダウンリストから、IOMまたは
FEXからファブリックインターコネクトへのリンクを 1つのポートチャネルにグループ化するかどうか
を選択します。

リンクグループのプリファレンスは、IOMまたは FEXとファブリックインターコネクトとの
間のリンクの両側が、ファブリックポートチャネルをサポートしている場合にのみ有効になり

ます。リンクの一方がファブリックポートチャネルをサポートしていない場合は、このプリ

ファレンスは無視され、リンクはポートチャネルにグループ化されません。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ラックサーバディスカバリポリシー

ラックサーバディスカバリポリシーは、新しいラックマウントサーバを追加したときのシステ

ムの対処方法を決定します。Cisco UCSは、ラックサーバディスカバリポリシー内の設定を使用
して、ハードディスク上のデータがスクラビングされたかどうか、およびサーバ検出を直ちに実

行する必要があるかユーザの明示的な承認を待機する必要があるかを決定します。

Cisco UCSは、ファブリックインターコネクトに適切にケーブル接続されていないラックマウン
トサーバを検出できません。サポートされるCisco UCSラックマウントサーバの統合方法につい
ては、適切な『rack-mount server integration guide』を参照してください。
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ラックサーバディスカバリポリシーの設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[機器のグローバルポリシー（Equipment Global Policies）]タブをクリックします。

ステップ 4 [ラックサーバ検出ポリシー（Rack Server Discovery Policy）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [アクション（Action）]ドロップダウンリストから、新しいラックサーバを追加する際のアクションを選
択します。

• [即時（Immediate）]：新しいサーバが自動的に検出されます。

• [ユーザ承認済み（User-acknowledged）]：ユーザが新しいサーバを承認するまで、何も起こりませ
ん。

ステップ 6 [スクラビングポリシー（Scrub Policy）]ドロップダウンリストから、サーバがサーバプールのポリシー
資格情報の条件を満たした場合に、新しく検出されたサーバで実行されるスクラビングポリシーを選択し

ます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ラック管理接続ポリシー

ラック管理接続ポリシーは、新しく追加されたラックマウントサーバが Cisco UCSによって自動
的に管理されるかユーザの明示的な承認を待機する必要があるかを決定します。自動的に承認さ

れるようにこのポリシーを設定することをお勧めします。

ラック管理接続ポリシーの設定

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[機器のグローバルポリシー（Equipment Global Policies）]タブをクリックします。

ステップ 4 [ラックサーバディスカバリポリシー（RackManagement Connection Policy）]チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 5 [アクション（Action）]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

• [自動確認応答（auto-acknowledged）]：確認応答が自動的に実行されます。

• [ユーザ承認済み（user-acknowledged）]：ユーザがサーバを承認するまで、何も起こりません。
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ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

UUID プール
UUIDプールは、サーバに割り当てることができる SMBIOS（オペレーティングシステム上に構
築されるシステム管理）UUID（汎用一意識別子）のコレクションです。UUIDの接頭辞を構成す
る先頭の桁の数字は固定されています。残りの桁で構成される UUID接尾辞は変数です。UUID
プールは、特定のプールを使用するサービスプロファイルに関連づけられた各サーバについて、

これらの変数が一意であることを保証して競合を回避します。

サービスプロファイルでUUIDプールを使用する場合、サービスプロファイルに関連付けられた
サーバの UUIDを手動で設定する必要はありません。

UUID プールの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを作成する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [UUIDプール（UUID Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [UUIDプールの追加（Add UUID Pool）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

プールの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

プールの説明。[説明（Description）]フィールド

プレフィックスの作成方法を選択します。次のいず

れかになります。

• [派生（Derived）]：システムによってプレ
フィックスが作成されます。

• [その他（Other）]：任意のプレフィックスを指
定します。このオプションを選択すると、任

意のプレフィックスを

XXXXXXXX-XXXX-XXXXの形式で入力でき
るテキストフィールドが表示されます。

[プレフィックス（Prefix）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

ブロック内の最初の UUIDアドレス。[開始（Other）]フィールド

ブロック内の UUIDアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

UUID プールへのアドレスブロックの追加

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを変更する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [UUIDプール（UUID Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 アドレスブロックを追加するプールをクリックして、[UUIDアドレスブロックの追加（AddUUIDAddresses
Block）]をクリックします。

ステップ 7 [UUIDプールブロックの追加（Add UUID Pool Block）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入
力します。

説明[名前（Name）]

ブロック内の最初の UUIDアドレス。[開始（From）]フィールド

ブロック内の UUIDアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

サーバプール
サーバプールは複数のサーバで構成されています。これらのサーバは通常、同じ特性を持ってい

ます。これらの特性は、シャーシ内の位置であったり、サーバタイプ、メモリ容量、ローカルス

トレージ、CPUのタイプ、ローカルドライブ設定などの属性だったりします。サーバを手動で
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サーバプールに割り当てることも、サーバプールポリシーとサーバプールポリシー資格情報を

使用して割り当てを自動化することもできます。

システムが組織を通じて、マルチテナント機能を実装している場合、特定の組織で使用されるサー

バプールを 1つ以上、指定できます。たとえば、CPUを 2個搭載したサーバをすべて含むプール
をマーケティング組織に割り当て、メモリのサイズが 64GBのサーバをすべて、財務組織に割り
当てることができます。

サーバプールには、システム内のどのシャーシにあるサーバでも入れることができます。1つの
サーバは複数のサーバプールに属することができます。

サーバプールの作成

Cisco UCS Directorでは、サーバプールのマネージドサーバのみが表示されますが、プールのサ
イズにはすべてのサーバが含まれます。たとえば、サーバプールに 2台のサーバがあり、そのう
ち 1台のサーバのみが Cisco UCS Directorで管理されている場合、そのプールのすべてのサーバ
プールレポートとアクションには、1台の（管理対象）サーバのみが表示されます。ただし、プー
ルサイズは 2台と表示されます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを作成する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [サーバプール（Server Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [サーバプールの追加（Add Server Pool）]ダイアログボックスに、プールの名前と説明を入力します。

ステップ 8 （任意） [サーバ（Servers）]フィールドで、次の手順を実行してプールにサーバを追加します。
a) [選択（Select）]をクリックします。
b) [項目の選択（Select Items）]ページで、プールに追加するサーバのチェックボックスをオンにします。
c) [選択（Select）]をクリックします。

ステップ 9 [追加（Add）]をクリックします。
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Cisco UCS Directorグループへのサーバプールの割り当て

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 割り当てるプールのある組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [サーバプール（Server Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Directorグループに割り当てるプールの表の列をクリックします。

ステップ 7 [グループの割り当て（Assign Group）]をクリックします。

ステップ 8 [グループの選択（Select Group）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [グループ（Group）]ドロップダウンリストから、CiscoUCSDirectorサーバプールを割り当てるグルー
プを選択します。

b) [ラベル（Label）]フィールドに、サーバプールを示すラベルを入力します。
c) [送信（Submit）]をクリックします。

Cisco UCS Directorグループからのサーバプロファイルの割り当て解除

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 割り当て解除するプールが含まれている組織をクリックし、[詳細の表示（ViewDetails）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [サーバプール（Server Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Directorグループからの割り当てを解除するプールのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 7 [グループの割り当て解除（Unassign Group）]をクリックします。

ステップ 8 [グループの割り当て解除（Unassign Group）]をクリックします。

ステップ 9 [グループの割り当て解除（Unassign Group）]ダイアログボックスで、[割り当て解除（Unassign）]をク
リックします。
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管理 IP プール
管理 IPプールは外部 IPアドレスの集合です。管理 IPプール内の IPアドレスの各ブロックは、
サーバ上の CIMC（Cisco Integrated Management Controller）で終了する外部アクセス用に予約され
ています。

管理 IPプールのすべての IPアドレスは、ファブリックインターコネクトの IPアドレスと同じサ
ブネット内にあることが必要です。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、管理 IPプールに含まれていてはなりません。

（注）

管理 IP プールへの IP アドレスブロックの追加
サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IPア
ドレスが、管理 IPプールに含まれていてはなりません。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[管理IPプール（Management IP Pool）] タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [IPアドレスのブロックの作成（Create Block of IP Addresses）]ダイアログボックスで、次のフィールドに
値を入力します。

説明[名前（Name）]

ブロック内の最初の IPアドレス。[開始（From）]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド

ブロック内の IPアドレスに関連付けられたサブネッ
トマスク。これは、ファブリックインターコネク

トと同じサブネットマスクである必要があります。

[サブネットマスク（Subnet Mask）]フィールド

ブロック内の IPアドレスに関連付けられたデフォ
ルトゲートウェイ。

[デフォルトゲートウェイ（Default Gateway）]
フィールド

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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ブートポリシー
Cisco UCS Managerを使用して、ブレードサーバ、ラックサーバ、およびモジュラサーバのブー
トポリシーを作成することができます。

Cisco UCS Managerブートポリシーは、BIOS設定メニューのブート順序をオーバーライドし、次
を決定します。

•ブートデバイスの選択

•サーバのブート元である場所

•ブートデバイスの起動順序

たとえば、関連するサーバをローカルディスクや CD-ROM（VMedia）などのローカルデバイス
から起動したり、SANブートや LAN（PXE）ブートを選択することができます。

1つ以上のサービスプロファイルに関連付ける名前付きブートポリシーを作成するか、または特
定のサービスプロファイルに対するブートポリシーを作成できます。ブートポリシーを有効に

するには、ブートポリシーをサービスプロファイルに含め、このサービスプロファイルをサー

バに関連付ける必要があります。サービスプロファイルにブートポリシーを含めない場合、Cisco
UCS Managerによってデフォルトのブートポリシーが適用されます。

ブートポリシーに対する変更は、そのブートポリシーを含んでいる、更新中のサービスプロ

ファイルテンプレートを使って作成されたすべてのサーバに伝播されます。BIOSにブート順
序情報を再書き込みするためのサービスプロファイルとサーバとの再関連付けは自動的にト

リガーされます。

また、ブートポリシーに次の内容を指定することもできます。

（注）

•ローカル LUNの名前。指定された名前は、展開される名前ではなく、ストレージプロ
ファイル内の論理名です。モジュラサーバの場合、プライマリ名とセカンダリ名の両方

を指定できます。他のサーバの場合は、プライマリ名のみを指定します。セカンダリ名

を指定すると、設定エラーが発生します。

• JBODディスクからブートするための特定の JBODディスク番号。これは、モジュラサー
バではサポートされません。

•下位互換性のための任意の LUN。ただし、これは非推奨です。その他のデバイスを正常
にブートさせるには、ブート可能なイメージを保持していない必要があります。
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UEFI ブートモード
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）は、オペレーティングシステムとプラットフォーム
ファームウェア間のソフトウェアインターフェイスを定義する仕様です。Cisco UCS Managerは
UEFIを使用して BIOSファームウェアのインターフェイスを置換します。これにより、BIOSは
UEFIモードで動作すると同時に、レガシーもサポートできます。

ブートポリシーを作成する場合、レガシーブートモードまたは UEFIブートモードのいずれか
を選択できます。レガシーブートモードはすべてのCisco UCSサーバでサポートされています。
UEFIブートモードはM3およびM4サーバでのみサポートされており、UEFIセキュアブート
モードをイネーブルにします。

次の制限は、UEFIブートモードに適用されます。

• UEFIブートモードはCiscoUCSBシリーズM3およびM4ブレードサーバ、ならびに、Cisco
UCS CシリーズM3およびM4ラックサーバでのみサポートされています。

• UEFIブートモードは、次の組み合わせではサポートされません。

◦ Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSブレードサーバおよびラックサーバ上の
Gen-3 Emulexアダプタおよび QLogicアダプタ。

◦ Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSラックサーバ上のすべてのアダプタに対す
る PXEブート。

◦ Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSラックサーバ上のすべてのアダプタに対す
る iSCSIブート。

• 2つの iSCSI LUNを使用してUEFIブートモードを使用する場合は、Cisco UCSManagerによ
る IQNサフィックスプールからの名前の選択を許可するのではなく、共通の iSCSIイニシ
エータ名を基盤となっている iSCSI eNICの両方に適用されるサービスプロファイルに手動
で指定する必要があります。共通の名前を指定しなかった場合は、Cisco UCS Managerは 2
番目の iSCSI LUNを検出できません。

•同じサーバで UEFIとレガシーブートモードを混在させることはできません。

•ブートポリシーに設定されたブートデバイスにインストール済みのUEFI対応オペレーティ
ングシステムがある場合にのみ、サーバは UEFIモードで正しく起動します。互換性のある
OSが存在しない場合、ブートデバイスは [ブート順序の詳細（Boot Order Details）]領域の
[実際のブート順序（Actual Boot Order）]タブに表示されません。

•一部の特殊なケースでは、UEFIブートマネージャエントリが BIOS NVRAMに正しく保存
されなかったことが原因で、UEFIブートが失敗することがあります。UEFIシェルを使用し
てUEFIブートマネージャエントリを手動で入力できます。この状況は、以下の場合に発生
する可能性があります。

◦ UEFIブートモードがイネーブルになっているブレードサーバとサービスプロファイル
の関連付けが解除されており、[機器（Equipment）]タブまたは前面パネルを使用して
ブレードの電源が手動で投入されている場合。
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◦ UEFIブートモードがイネーブルになっているブレードサーバとサービスプロファイル
の関連付けが解除されており、ダイレクト VICファームウェアアップグレードが試行
された場合。

◦ UEFIブートモードがイネーブルになっているブレードサーバまたはラックサーバが
SAN LUNでブートオフされ、サービスプロファイルが移行された場合。

UEFI セキュアブート
Cisco UCSManagerは、Cisco UCS BシリーズM3およびM4ブレードサーバとCisco UCS Cシリー
ズM3およびM4ラックサーバ上での UEFIセキュアブートをサポートします。UEFIセキュア
ブートがイネーブルの場合、すべての実行可能ファイル（ブートローダ、アダプタドライバな

ど）はロードされる前にBIOSによって認証されます。認証されるには、イメージがCisco認証局
（CA）またはMicrosoft CAによって署名される必要があります。

次の制限は、UEFIセキュアブートに適用されます。

• UEFIブートモードは、ブートポリシーでイネーブルにする必要があります。

• Cisco UCS Managerソフトウェアと BIOSファームウェアは、リリース 2.2以降である必要が
あります。

UEFIブートモードは、リリース 2.2(3a)以降の Cisco UCS Cシリーズラック
サーバでサポートされます。

（注）

•ユーザ生成された暗号キーはサポートされません。

• UEFIセキュアブートは、Cisco UCS Managerでのみ制御することができます。

•サーバがセキュアブートモードである場合に Cisco UCSManagerの以前のバージョンにダウ
ングレードする場合で、セキュアブートモードのシステムがある場合は、ダウングレード

前に、サーバの関連付けを解除してから、再度関連付けする必要があります。これを行わな

いと、サーバは検出されません。

SAN ブート
SAN上のオペレーティングシステムイメージから 1つ以上のサーバがブートするように、ブー
トポリシーを設定できます。ブートポリシーにはプライマリとセカンダリの SANブート含める
ことができます。プライマリブートが失敗した場合、サーバはセカンダリからのブートを試行し

ます。

システムに最高のサービスプロファイルモビリティを提供するSANブートの使用を推奨します。
SANからブートした場合、サービスプロファイルを別のサーバに移動しても、そのサーバは同じ
オペレーティングシステムイメージからブートします。したがって、ネットワークからは、新し

いサーバが同じサーバとして認識されます。
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SANブートを使用するには、次の項目が設定されていることを確認してください。

• CiscoUCSドメインが、オペレーティングシステムイメージをホストしているSANストレー
ジデバイスと通信できること。

•オペレーティングシステムイメージが置かれているデバイス上のブートターゲット LUN
（論理ユニット番号）。

SANブートは、Cisco UCSブレードサーバおよびラックサーバ上の Gen-3 Emulexアダプタで
はサポートされていません。

（注）

SAN ブートポリシーの作成

ブートポリシーのブート順序には、ローカルディスクと SAN LUNの両方ではなく一方のみ
を組み込み、サーバが誤ったストレージタイプからブートしないようにすることを推奨しま

す。ローカルディスクと SAN LUNの両方がブート順序のストレージタイプに設定されてい
て、オペレーティングシステムまたは論理ボリュームマネージャ（LVM）の設定が誤ってい
る場合、サーバが SAN LUNではなくローカルディスクからブートする場合があります。

たとえば、Red Hat Linuxがインストールされているサーバで、LVMにデフォルトの LVMが
設定されていて、ブート順序に SAN LUNとローカルディスクが設定されている場合、Linux
は同じ名前の LVが 2つあるという通知を生成し、SCSI IDの値が最も小さい LV（ローカル
ディスクの可能性があります）からブートします。

ヒント

はじめる前に

SAN LUNからサーバをブートするブートポリシーを作成し、安定した SANブート操作が必要な
場合は、ブートポリシーを含むサービスプロファイルに関連付けられたサーバからすべてのロー

カルディスクを最初に削除することをお勧めします。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [ブートポリシー（Boot Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ブートポリシーの追加（Add Boot Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド
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説明[名前（Name）]

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、ブートの順

序を変更した後で、このブートポリシーを使用す

るすべてのサーバがリブートされます。

このチェックボックスをオンにすると、CD-ROM
またはフロッピーがブート順序の最後のデバイスで

ある場合、デバイスの取り外しまたは装着をして

も、ブート順には直接効力がないため、サーバはリ

ブートされません。

[順序を変更したときにリブートする（Reboot on
Order Change）]チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、ブート順序

表に記載されている1つ以上のvNIC、vHBA、iSCSI
vNICが、サービスプロファイルのサーバ設定と一
致した場合に、設定エラーが表示されます。

このチェックボックスをオフにすると、サービス

プロファイルのサーバ設定から、vNIC、vHBA、
iSCSIvNIC（ブートオプションに準じる）が使用さ
れます。ブートポリシーで指定されている vNIC、
vHBA、iSCSI vNICが、サービスプロファイルの
サーバ設定と一致するかどうかについてはレポート

されません。

[vNIC名またはvHBA名の適用（Enforce vNIC/vHBA
Name）]チェックボックス

このブートポリシーを使用するサーバのブートモー

ド。次のいずれかを設定できます。

•レガシー

• UEFI

このオプションでは、下位レベルのブートデ

バイスを指定し、セキュアブートオプション

を有効にできます。

[ブートモード（BootMode）]ドロップダウンリス
ト

（ブートモードとしてUEFIが選択されている場合
にのみ表示されます。）このブートポリシーを使

用するサーバのセキュアブートオプションを有効

にします。

[ブートセキュリティ（Boot Security）]チェック
ボックス
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ステップ 8 [ブートデバイスの追加（Add Boot Device）]領域で、[SANブートの追加（Add SAN Boot）]チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 9 [プライマリvHBA（Primary vHBA）]フィールドに、LANブートの場所の最初のアドレスとして使用する
vHBAの名前を入力します。

ステップ 10 [セカンダリvHBA（Secondary vHBA）]フィールドに、LANブートの場所の 2つ目のアドレスとして使用
する vHBAの名前を入力します。

ステップ 11 （任意） プライマリ vHBAとセカンダリ vHBAのいずれかまたは両方がブート可能な SANイメージをポ
イントしている場合は、適切な [SANブートターゲットの追加（Add SAN Boot Target）]チェックボック
スをオンにして、次のフィールドに入力します。

説明[名前（Name）]

ブートイメージの場所に対応するプライマリ LUN
ID番号。

[プライマリブートターゲットLUN（Primary Boot
Target LUN）]フィールド

ブートイメージの場所に対応するプライマリWWPN
値。

[プライマリブートターゲットWWPN（PrimaryBoot
Target WWPN）]フィールド

ブートイメージの場所に対応するセカンダリ LUN
ID番号。

[セカンダリブートターゲットLUN（SecondaryBoot
Target LUN）]フィールド

ブートイメージの場所に対応するセカンダリWWPN
値。

[セカンダリブートターゲットWWPN（Secondary
Boot Target WWPN）]フィールド

ステップ 12 [ブートデバイスの追加（Add Boot Device）]領域で、[Add iSCSI Boot（iSCSIブートの追加）]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 13 [Add Primary iSCSI Vnic（プライマリ iSCCI Vnicの追加）]フィールドに、SANブートの場所の最初のア
ドレスとして使用する iSCSI VNICの名前を入力します。

ステップ 14 [Add Secondry iSCSI Vnic（セカンダリ iSCCI Vnicの追加）]フィールドに、SANブートの場所の 2つ目の
アドレスとして使用する iSCSI VNICの名前を入力します。

ステップ 15 [送信（Submit）]をクリックします。

LAN ブート
LANの集中プロビジョニングサーバから 1つまたは複数のサーバをブートするブートポリシー
を設定できます。LAN（または PXE）ブートは、その LANサーバからサーバにOSをインストー
ルする際に頻繁に使用されます。

LANブートポリシーには、複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、ローカ
ルディスクや仮想メディアブートをセカンダリブートデバイスとして追加できます。
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LAN ブートポリシーの作成
ブートポリシーには、複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、ローカルディ

スクブートをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [ブートポリシー（Boot Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ブートポリシーの追加（Add Boot Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、ブートの順

序を変更した後で、このブートポリシーを使用す

るすべてのサーバがリブートされます。

このチェックボックスをオンにすると、CD-ROM
またはフロッピーがブート順序の最後のデバイスで

ある場合、デバイスの取り外しまたは装着をして

も、ブート順には直接効力がないため、サーバはリ

ブートされません。

[順序を変更したときにリブートする（Reboot on
Order Change）]チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、ブート順序

表に記載されている1つ以上のvNIC、vHBA、iSCSI
vNICが、サービスプロファイルのサーバ設定と一
致した場合に、設定エラーが表示されます。

このチェックボックスをオフにすると、サービス

プロファイルのサーバ設定から、vNIC、vHBA、
iSCSIvNIC（ブートオプションに準じる）が使用さ
れます。ブートポリシーで指定されている vNIC、
vHBA、iSCSI vNICが、サービスプロファイルの
サーバ設定と一致するかどうかについてはレポート

されません。

[vNIC名またはvHBA名の適用（Enforce vNIC/vHBA
Name）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

このブートポリシーを使用するサーバのブートモー

ド。次のいずれかを設定できます。

•レガシー

• UEFI

このオプションでは、下位レベルのブートデ

バイスを指定し、セキュアブートオプション

を有効にできます。

[ブートモード（BootMode）]ドロップダウンリス
ト

（ブートモードとしてUEFIが選択されている場合
にのみ表示されます。）このブートポリシーを使

用するサーバのセキュアブートオプションを有効

にします。

[ブートセキュリティ（Boot Security）]チェック
ボックス

ステップ 8 [ブートデバイスの追加（Add Boot Device）]領域で、[LANブートの追加（Add LANBoot）]チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 9 [プライマリvNIC（Primary vNIC）]フィールドに、LANブートの場所の最初のアドレスとして使用する
vNICの名前を入力します。

ステップ 10 [セカンダリvNIC（Secondary vNIC）]フィールドに、LANブートの場所の 2つ目のアドレスとして使用す
る vNICの名前を入力します。

ステップ 11 [ブートデバイスの追加（Add Boot Device）]領域で、[iSCSIブートの追加（Add iSCSI Boot）]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 12 [プライマリ iSCCI Vnicの追加（Add Primary iSCSI Vnic）]フィールドに、LANブートの場所の最初のア
ドレスとして使用する iSCSI VNICの名前を入力します。

ステップ 13 [セカンダリ iSCCI Vnicの追加（Add Secondry iSCSI Vnic）]フィールドに、LANブートの場所の 2つ目の
アドレスとして使用する iSCSI VNICの名前を入力します。

ステップ 14 [送信（Submit）]をクリックします。

ローカルディスクブート

サーバにローカルドライブがある場合は、ブートポリシーを設定して、そのデバイスや次のロー

カルデバイスからサーバをブートできます。

•ローカルハードディスクドライブ

• SDカード

•内蔵 USB
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•外付け USB

ローカルディスクブートポリシーの作成

ブートポリシーには、複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、ローカルディ

スクブートをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [ブートポリシー（Boot Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ブートポリシーの追加（Add Boot Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、ブートの順

序を変更した後で、このブートポリシーを使用す

るすべてのサーバがリブートされます。

このチェックボックスをオンにすると、CD-ROM
またはフロッピーがブート順序の最後のデバイスで

ある場合、デバイスの取り外しまたは装着をして

も、ブート順には直接効力がないため、サーバはリ

ブートされません。

[順序を変更したときにリブートする（Reboot on
Order Change）]チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、ブート順序

表に記載されている1つ以上のvNIC、vHBA、iSCSI
vNICが、サービスプロファイルのサーバ設定と一
致した場合に、設定エラーが表示されます。

このチェックボックスをオフにすると、サービス

プロファイルのサーバ設定から、vNIC、vHBA、
iSCSIvNIC（ブートオプションに準じる）が使用さ
れます。ブートポリシーで指定されている vNIC、
vHBA、iSCSI vNICが、サービスプロファイルの
サーバ設定と一致するかどうかについてはレポート

されません。

[vNIC名またはvHBA名の適用（Enforce vNIC/vHBA
Name）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

このブートポリシーを使用するサーバのブートモー

ド。次のいずれかを設定できます。

•レガシー

• UEFI

このオプションでは、下位レベルのブートデ

バイスを指定し、セキュアブートオプション

を有効にできます。

[ブートモード（BootMode）]ドロップダウンリス
ト

このブートポリシーを使用するサーバのセキュア

ブートオプションを有効にします。

このオプションは、[UEFI]がブートモードとして
選択されている場合にのみ表示されます。

[ブートセキュリティ（Boot Security）]チェック
ボックス

ステップ 8 [ローカルデバイスの追加（Add Local Device）]領域で、[ローカルディスクの追加（Add Local Disk）]
チェックボックスをオンにします。

ローカル LUN、SDカード、内部および外部 USBデバイスのローカルブートデバイスとしての追加など
の、追加のセカンダリオプションがあります。[ローカルディスクの追加（AddLocalDisk）]チェックボッ
クスをオンにすると、これらのセカンダリデバイスはすべて選択できなくなります。これらのローカル

デバイスのいずれかを選択すると、ローカルディスクの追加の上位オプションを選択できなくなります。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想メディアブート

サーバがアクセスできる仮想メディアデバイスから 1つ以上のサーバをブートするよう、ブート
ポリシーを設定することができます。仮想メディアデバイスは、物理CD/DVDディスク（読み取
り専用）またはフロッピーディスク（読み取り書き込み）のサーバへの挿入を疑似的に実行しま

す。このタイプのサーバブートは、オペレーティングシステムをサーバに手動でインストールす

る場合に使用するのが一般的です。
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仮想メディアブートポリシーの作成

ブートポリシーには、複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、ローカルディ

スクブートをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [ブートポリシー（Boot Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ブートポリシーの追加（Add Boot Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、ブートの順

序を変更した後で、このブートポリシーを使用す

るすべてのサーバがリブートされます。

このチェックボックスをオンにすると、CD-ROM
またはフロッピーがブート順序の最後のデバイスで

ある場合、デバイスの取り外しまたは装着をして

も、ブート順には直接効力がないため、サーバはリ

ブートされません。

[順序を変更したときにリブートする（Reboot on
Order Change）]チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、ブート順序

表に記載されている1つ以上のvNIC、vHBA、iSCSI
vNICが、サービスプロファイルのサーバ設定と一
致した場合に、設定エラーが表示されます。

このチェックボックスをオフにすると、サービス

プロファイルのサーバ設定から、vNIC、vHBA、
iSCSIvNIC（ブートオプションに準じる）が使用さ
れます。ブートポリシーで指定されている vNIC、
vHBA、iSCSI vNICが、サービスプロファイルの
サーバ設定と一致するかどうかについてはレポート

されません。

[vNIC名またはvHBA名の適用（Enforce vNIC/vHBA
Name）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

このブートポリシーを使用するサーバのブートモー

ド。次のいずれかを設定できます。

•レガシー

• UEFI

このオプションでは、下位レベルのブートデ

バイスを指定し、セキュアブートオプション

を有効にできます。

[ブートモード（BootMode）]ドロップダウンリス
ト

このブートポリシーを使用するサーバのセキュア

ブートオプションを有効にします。

このオプションは、[UEFI]がブートモードとして
選択されている場合にのみ表示されます。

[ブートセキュリティ（Boot Security）]チェック
ボックス

ステップ 8 [ブートデバイスの追加（Add Boot Device）]領域で、次のチェックボックスのいずれかまたは両方をオン
にします。

• [CD ROMの追加（Add CD ROM）]

• [フロッピーディスクの追加（Add Floppy Disk）]

ローカルまたはリモートCD/DVDの追加や、ローカルまたはリモートのフロッピーディスクの追加など、
追加のセカンダリオプションがあります。[CD ROMの追加（Add CD ROM）]または [フロッピーディス
クの追加（Add Floppy Disk）]チェックボックスをオンにすると、これらのセカンダリデバイスはすべて
選択できなくなります。これらのセカンダリデバイスのいずれかを選択すると、CD-ROMまたはフロッ
ピーディスクの追加の上位オプションを選択できなくなります。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

iSCSI ブート
iSCSIブートは、仮想インターフェイスカード（VICアダプタ）を用いてサーバを有効にし、ネッ
トワーク経由で離れた場所にある iSCSIターゲットマシンからリモートで OSをブートします。
Cisco UCS Directorは、次のストレージによる iSCSIブートをサポートしています。

• EMC VNX

• NetApp ONTAP

• NetApp Data Fabric Manager（DFM）
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• NetApp C-Mode

Cisco UCS Directorで iSCSIブートを設定する場合は、まず Cisco UCSの iSCSIブートを設定し、
次にCisco UCS Directorの iSCSIブートワークフローを設定します。

Cisco UCS内の iSCSIブートの詳細（実装ガイドラインなど）については、『Cisco UCS Manager
configuration guides』を参照してください。

iSCSI ブートの前提条件
iSCSIブートを設定するには、次の前提条件を満たしていることが必要です。

•ファームウェアを含むCiscoUCSドメインがCiscoUCS、リリース 2.0（1m）以降になってい
ること。

• Cisco UCSサーバに、次のようなサポートされている VICアダプタが搭載されていること。

◦ Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカード

◦ Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカード

◦ Cisco UCS VIC-1280仮想インターフェイスカード

•ストレージアレイで iSCSIブートのライセンスを取得していること。

•アレイ側のLUNマスクおよびネットワークインターフェイスが、iSCSIトラフィックで使用
する VLANにアクセスできるように適切に設定されていること。

•適切な集約およびボリュームがストレージアレイで作成されていること。

•ファブリックインターコネクトからのアップリンクポートも iSCSIトラフィックの VLAN
にアクセスできること。

•サーバのオペレーティングシステム（OS）が、iSCSIブートファームウェアテーブル（iBFT）
と互換性があること。

iSCSI ブートの設定

この手順は、iSCSIブート設定に必要な手順の概要です。次のすべてのステップを完了する必
要があります。

（注）

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

VLANの作成, （54ページ）を参照してください。iSCSIトラフィックの転送に必要な
VLANを作成します。

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

MACプールの作成, （62ページ）を参照してください。該当する組織内のサーバに対し、1つ
以上のMACプールを作成します。

ステップ 2   

vNICテンプレートの作成,（75ページ）を参照してください。該当する組織内の 1つ以上の vNICテ
ンプレートを作成します。

ステップ 3   

vNICの作成, （80ページ）を参照してください。ファブリック Aとファブリック Bの
vNICを作成します。

ステップ 4   

ネットワークポリシーの作成, （86ページ）を参照してくだ
さい。

これらの vNICを含むネットワーク
ポリシーを作成します。

ステップ 5   

ストレージポリシーの作成, （106ページ）を参照してくださ
い。

ストレージポリシーを作成します。ステップ 6   

IQNプールの作成, （137ページ）を参照してください。該当する組織内の 1つ以上の IQN
プールを作成します。

ステップ 7   

iSCSI IPプールへのアドレスブロックの追加,（139ページ）を
参照してください。

iSCSI IPプールの 1つ以上の IPアド
レスブロックを作成します。

ステップ 8   

iSCSI認証プロファイルの作成, （140ページ）を参照してくだ
さい。

イニシエータとターゲット iSCSI認
証プロファイルを作成します。

ステップ 9   

iSCSIアダプタポリシーの作成, （140ページ）を参照してくだ
さい。

1つ以上の iSCSIアダプタポリシー
を作成します。

ステップ 10   

次の例は、NetApp ONTAPストレージの iSCSIブートワークフ
ローを作成するワークフローを示したものです。

iSCSIブートワークフローを作成し、
そのワークフローに必要なタスクを

追加します。

ステップ 11   

1 例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）

2 タスクの追加：サービスプロファイルの作成,（144ページ）

3 タスクの追加：サービスプロファイルへの vNICの追加, （
146ページ）

4 タスクの追加：サービスプロファイルへの iSCSI vNICの追
加, （149ページ）

5 タスクの追加：サービスプロファイル iSCSIブートポリシー
の作成, （150ページ）

6 タスクの追加：サービスプロファイルの関連付け,（153ペー
ジ）

7 タスクの追加：フレキシブルボリュームの作成, （154ペー
ジ）

8 タスクの追加：LUNの作成, （156ページ）
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目的コマンドまたはアクション

9 タスクの追加：イニシエータグループの作成,（158ページ）

10 タスクの追加：イニシエータグループへのイニシエータの
追加, （160ページ）

11 タスクの追加：イニシエータグループへのLUNのマッピン
グ, （161ページ）

12 タスクの追加：PXEブートの設定, （163ページ）

13 タスクの追加：UCSサーバの電源をオンにする, （165ペー
ジ）

14 タスクの追加：PXEブートのモニタリング, （166ページ）

15 タスクの追加：UCSサーバの電源をオフにする, （167ペー
ジ）

16 タスクの追加：iSCSIからブートするためのサービスプロ
ファイルブートポリシーの変更, （168ページ）

17 2つ目の [UCSサーバの電源をオンにする（Power On UCS
Server）]タスクを追加します。

IQN プールの作成
IQNプールは、iSCSI vNICが Cisco UCSドメインでイニシエータ IDとして使用する iSCSI修飾名
（IQN）の集合です。IQNプールメンバは、プレフィックス:サフィックス:数字の形式になりま
す。ここで、プレフィックス、サフィックス、および数字のブロック（範囲）を指定することが

できます。IQNプールは複数の IQNブロックを含むことができます。それらは、数字の範囲とサ
フィックスは異なりますが、同じプレフィックスを共有します。
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通常、最大 IQNサイズ（プレフィックス +サフィックス +追加文字）は 223文字です。Cisco
UCS NIC M51KR-Bアダプタを使用する場合、IQNサイズを 128文字に制限します。

（注）

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 プールを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [IQNプール（IQN Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [IQNプールの作成（Create IQN Pool）]ウィザードの [名前と説明の定義（Define Name and Description）]
画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

iSCSI修飾名（IQN）プールの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

プールのユーザ定義による説明。[説明（Description）]フィールド

このプール用に作成された任意の IQNブロックのプレフィックス。[プレフィックス（Prefix）]フィー
ルド

ステップ 8 [IQNプールの作成（Create IQN Pool）]ウィザードの [IQNブロックの追加（Add IQN Blocks）]画面で、次
の手順を実行します。

a) [追加（Add）]をクリックします。
b) [IQNプールブロックへのエントリの追加（Add Entry to IQN Pool Blocks）]ダイアログボックスで、次
のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

この IQNのブロックのサフィックス。[サフィックス（Suffix）]フィー
ルド

ブロック内の最初のサフィックス番号。[開始（From）]フィールド

ブロック内のサフィックスの数。[サイズ（Size）]フィールド

c) [送信（Submit）]をクリックします。

必要なすべての IQNプールブロックを追加するまで、この手順を繰り返します。
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ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

iSCSI IP プールへのアドレスブロックの追加
iSCSI IPプールは、iSCSIブート用に確保されている IPアドレスグループです。この IPプール
に、サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている
IPアドレスが含まれていないことが必要です。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[iSCSI IPプール（iSCSI IP Pool）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [IPアドレスのブロックの作成（Create Block of IP Addresses）]ダイアログボックスで、次のフィールドに
値を入力します。

説明[名前（Name）]

ブロック内の最初の IPアドレス。[開始（From）]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[サイズ（Size）]フィールド

ブロック内の IPアドレスに関連付けられたサブネットマスク。[サブネットマスク（Subnet
Mask）]フィールド

ブロック内の IPアドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェ
イ。

[デフォルトゲートウェイ（Default
Gateway）]フィールド

この IPアドレスのブロックがアクセスするプライマリ DNSサーバ
です。

[プライマリDNS（PrimaryDNS）]
フィールド

この IPアドレスのブロックがアクセスするセカンダリ DNSサーバ
です。

[セカンダリDNS（Secondary
DNS）]フィールド

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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iSCSI 認証プロファイルの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [iSCSI認証プロファイル（iSCSI Auth Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [iSCSI認証プロファイル（iSCSI Auth Profiles）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明[名前（Name）]

iSCSI認証プロファイルの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

このプロファイルに関連付けられるユーザ ID。[ユーザID（User ID）]フィールド

このプロファイルに関連付けられるパスワード。[パスワード（Password）]フィー
ルド

確認のためのパスワードの再入力。[パスワードの確認（Confirm
Password）]フィールド

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

iSCSI アダプタポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [iSCSIアダプタポリシー（iSCSI Adapter Policy）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [iSCSIアダプタポリシー（iSCSI Adapter Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。
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説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

Cisco UCSが、初期サインインに失敗し、iSCSIアダプタが使用でき
ないと判断するまでに待機する秒数。

0～ 255の整数を入力します。0を入力した場合、Cisco UCSは、ア
ダプタのファームウェアで設定された値（デフォルトは15秒です）
を使用します。

[接続タイムアウト（Connection
Timeout）]フィールド

iSCSILUN検出中にエラーが発生した場合に接続を再試行する回数。

0～ 60の整数を入力します。0を入力した場合、Cisco UCSは、ア
ダプタのファームウェアで設定された値（デフォルトは15秒です）
を使用します。

[LUN再試行回数値の入力（LUN
Busy Retry Count）]フィールド

イニシエータが DHCPサーバが使用できないと判断するまでに待機
する秒数。

60～ 300の整数を入力します（デフォルトは 60秒です）。

[DHCPタイムアウト（DHCP
Timeout）]フィールド

TCPタイムスタンプを使用する場合はこのチェックボックスをオン
にします。この設定を使用すると、転送されるパケットにパケット

送信時のタイムスタンプが付けられるので、必要なときにパケット

のラウンドトリップ時間を計算することができます。

このオプションは、Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプタを
搭載したサーバにのみ適用されます。

（注）

[TCPタイムスタンプの有効化
（Enable TCP Timestamp）]チェッ
クボックス

HBAモード（TCPオフロードとも呼ばれます）を有効にする場合
は、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプタを
搭載し、Windowsオペレーティングシステムを実行して
いるサーバでのみ有効にする必要があります。

（注）

[HBAモード（HBAMode）]チェッ
クボックス

iSCSIターゲットからブートする場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。

このオプションは、Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプタを
搭載したサーバにのみ適用されます。このオプションは、

サーバにオペレーティングシステムをインストールする

まで無効にしておく必要があります。

（注）

[ターゲットへのブート（Boot to
Target）]チェックボックス

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
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例：iSCSI ブートワークフローの作成
この例では、NetApp ONTAPの iSCSIブートワークフローの作成方法を示します。Cisco UCSコ
ンポーネントを設定する手順はストレージのすべてのタイプで同じです。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [ワークフロー（Workflows）]タブをクリックします。

ステップ 3 [ワークフローの追加（Add Workflow）]をクリックします。

ステップ 4 [ワークフローの追加（AddWorkflow）]ウィザードの [ワークフローの詳細の追加（AddWorkflowDetails）]
画面で、次のフィールドに値を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

説明[名前（Name）]

ワークフローの一意の名前。この名前によってワークフローの目

的を説明することを推奨します。

[名前（Name）]フィールド

ワークフローの説明。[説明（Description）]フィールド

ワークフローを使用するコンテキストを選択します。次のいずれ

かになります。

• [任意（Any）]：任意のコンテキストでワークフローを使用
できます。

• [選択済みのVM（Selected VM）]：ワークフローは VMが選
択された場合に限り実行できます。

[ワークフローコンテキスト
（Workflow Context）]ドロップダウ
ンリスト

チェックマークをオンにすると、ワークフローを複合タスクとし

て定義します。

[複合タスクとして保存（Save as
Compound Task）]チェックボックス

ワークフローを保存するフォルダ。このチェックボックスのチェッ

クマークをオンにする場合は、フォルダ名を [フォルダ名（Folder
Name）]フィールドに入力します。

[新しいフォルダに配置（Place inNew
Folder）]チェックボックス

ワークフローを保存するフォルダを選択します。このドロップダ

ウンリストは、[新しいフォルダに配置（Place in New Folder）]
チェックボックスのチェックマークをオフにした場合のみ表示さ

れます。

[フォルダの選択（Select Folder）]ド
ロップダウンリスト

ステップ 5 [ワークフローの追加（Add Workflow）]ウィザードの [ユーザ入力の追加（Add User Inputs）]画面で、次
の手順を実行します。

a) [追加（Add）]をクリックします。
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b) [ユーザ入力の追加（Add User Inputs）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力し、[送信
（Submit）]をクリックします。
必要なユーザ入力を用いてワークフローを設定する場合は、ワークフロー実行時の特定の値をプロン

プト表示するワークフロータスクを設定することができます。

説明[名前（Name）]

入力に割り当てられたラベル。[入力ラベル（Input Label）]フィー
ルド

入力の説明。[入力の説明（Input Description）]
フィールド

入力カテゴリのタイプ。[入力タイプ（Input Type）]フィール
ド

入力タイプに基づく管理者からの入力。ワークフローを実行す

るエンドユーザが入力を提供する必要はありません。管理者は

エンドユーザに対して、特定のタイプの入力を禁止することも

できます。

[管理者の入力値（Admin Input）]
フィールド

現在の管理者の入力リスト。入力順序を再配置することができ

ます。

[管理入力リスト（Admin InputList）]
フィールド

管理者の入力フィルタ値。カスタム入力をフィルタに基づいて

（静的または動的に）定義するための値です。たとえば、集

約、ボリューム、および PODにフィルタを適用できます

[管理入力フィルタ（Admin Input
Filter）]フィールド

ユーザ追加入力を追加する場合は、この手順を繰り返します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
ワークフローを新規フォルダに作成した場合は、[更新（Refresh）]をクリックしてフォルダリストのフォ
ルダを表示する必要がある場合があります。

次の作業

タスクを空のワークフローに追加します。
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タスクの追加：サービスプロファイルの作成

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（Available Tasks）]ペインで [物理コンピューティングタス
ク（Physical Compute Tasks）] > [Cisco UCSタスク（Cisco UCS Tasks）]を展開します。

ステップ 4 [UCSサービスプロファイルの作成（Create UCS Service Profile）]タスクをクリックし、選択したタスクを
ワークフローデザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（UCSサービスプロファイルの作成）（Add Task (Create CS Service Profile)）]ウィザードの
[タスク情報（Task Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（UCSサービスプロファイルの作成）（Add Task (Create UCS Service Profile)）]ウィザード
の [ユーザマッピング入力（User Mapping Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時にサービスプロファイルの設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場
合は、次のチェックボックスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [サービスプロファイル名（Service Profile Name）]

•説明

• Organization

• [ストレージポリシー（Storage Policy）]

• [ネットワークポリシー（Network Policy）]
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• [PXEブートポリシー（PXE Boot Policy）]

• [サーバブートポリシー（Server Boot Policy）]

• [IPアドレス（IP Address）]

•サブネットマスク

• [デフォルトゲートウェイ（Default Gateway）]

• [サーバの電源状態（Server Power State）]

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（UCSサービスプロファイルの作成）（Add Task (Create CS Service Profile)）]ウィザードの
[タスク入力（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

• [サービスプロファイル名（ServiceProfileName）]：必須項目です。サービスプロファイルの一意
の名前を入力します。

• [説明（Description）]：任意項目です。サービスプロファイルの説明を入力します。

• [組織（Organization）]：必須項目です。ワークフローを実行し、サービスプロファイルを作成す
る組織を選択します。この項目では、ワークフローの Cisco UCS Managerアカウントを選択でき
ます。

• [UUIDの割り当て（UUID Assignment）]：必須項目です。このポリシーを選択すると、サーバの
UUIDを指定できます。

• [ストレージポリシー（StoragePolicy）]：必須項目です。iSCSIブートに作成するストレージポリ
シーを指定します。

• [ネットワークポリシー（Network Policy）]：必須項目です。ネットワークポリシーを指定しま
す。

• [配置ポリシー（PlacementPolicy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバのvNIC、
vHBA、vConの配置を指定できます。

• [PXEブートポリシー（PXE Boot Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバ
で PXEブートを実行できます。このポリシーのセカンダリブートは、ローカルディスクまたは
SANブートにする必要があります。このポリシーを選択しない場合は、ブート順序の決定時に
サーバブートポリシーが使用されます。

• [サーバブートポリシー（Server Boot Policy）]：必須項目です。このポリシーを選択すると、サー
バのブート順序を決定できます。

• [BIOSポリシー（BIOS Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバの BIOSの
デフォルト設定を変更できます。

• [IPMIアクセスプロファイル（IPMI Access Profile）]：任意項目です。このポリシーを選択する
と、IPMI経由でサーバにアクセスできます。
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• [SOL設定プロファイル（SOL Configuration Profile）]：任意項目です。このポリシーを選択する
と、Serial over LAN経由でサーバにアクセスできます。

• [しきい値ポリシー（ThresholdPolicy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバのし
きい値を指定できます。

• [スクラビングポリシー（Scrub Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、検出時や
関連付け解除時のサーバのローカルデータや BIOS設定に対する動作を指定できます。

• [ホストファームウェアポリシー（Host Firmware Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択
すると、ホストファームウェアパッケージを使用して、サーバファームウェアをアップグレー

ドできます。

• [メンテナンスポリシー（Maintenance Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、こ
のサービスプロファイルにサーバのリブートが必要な変更が加えられた際の動作を指定できま

す。

• [電源制御ポリシー（Power Control Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サービ
スプロファイルをブレードサーバと関連付けて、サーバの初期電源割り当てを指定できます。

• [サーバの電源状態（Server Power State）]：必須項目です。サービスプロファイルと関連付けられ
た際にサーバに適用される電源消費状態を設定します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

タスクの追加：サービスプロファイルへの vNIC の追加

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。
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このタスクは、iSCSI vNICのオーバーレイ vNICとして機能するサービスプロファイルに、3つ
目の vNICを追加します。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（Available Tasks）]ペインで [物理コンピューティングタス
ク（Physical Compute Tasks）] > [Cisco UCSタスク（Cisco UCS Tasks）]を展開します。

ステップ 4 [サービスプロファイルへのvNICの追加（Add vNIC to Service Profile）]タスクをクリックし、選択したタ
スクをワークフローデザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（サービスプロファイルへの vNICの追加）（Add Task (Add vNIC to Service Profile)）]ウィ
ザードの [タスク情報（Task Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（サービスプロファイルへのvNICの追加）（Add Task (Add vNIC to Service Profile)）]ウィ
ザードの [ユーザマッピング入力（User Mapping Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時にvNICの設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場合は、次のチェッ
クボックスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [サービスプロファイル（Service Profile）]：vNICを追加する既存のサービスプロファイルを選択
します。

• [vNIC名（vNIC Name）]：既存の vNICをサービスプロファイルに追加します。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（サービスプロファイルへの vNICの追加）（Add Task (Add vNIC to Service Profile)）]ウィ
ザードの [タスク入力（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。
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新しい vNICを作成してサービスプロファイルに追加する場合は、このオプションを使用します。

• [サービスプロファイル名（Service Profile Name）]：必須項目です。iSCSIブートを設定する既存
のサービスプロファイルを選択します。

• [vNIC名（vNIC Name）]：必須項目です。

• [MACプール（MAC Pool）]：必須項目です。

• [ファブリックID（Fabric ID）]：必須項目です。

• [フェールオーバーの有効化（Enable Failover）]：必須項目です。このチェックボックスをオンに
します。

• [VLAN]：必須項目です。iSCSIトラフィックの転送用に作成した VLANを選択します。

• [ネイティブVLANとして設定（Set as Native VLAN）]：任意項目です。

• [MTU]：必須項目です。1500から 9000までの値を入力してください。

• [ピングループ（Pin Group）]：任意項目です。

• [アダプタポリシー（Adapter Policy）]：任意項目です。

• [QoSポリシー（QoS Policy）]：任意項目です。

• [ネットワーク制御ポリシー（Network Control Policy）]：任意項目です。

• [統計しきい値ポリシー（Stats Threshold Policy）]：任意項目です。

b) [送信（Submit）]をクリックします。
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タスクの追加：サービスプロファイルへの iSCSI vNIC の追加

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（Available Tasks）]ペインで [物理コンピューティングタス
ク（Physical Compute Tasks）] > [Cisco UCSタスク（Cisco UCS Tasks）]を展開します。

ステップ 4 [サービスプロファイルへのiSCSI vNICの追加（Add iSCSI vNIC to Service Profile）] タスクをクリックし、
選択したタスクをワークフローデザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（サービスプロファイルへのiSCSI vNICの追加）（Add Task (Add iSCSI vNIC to Service
Profile)）]ウィザードの [タスク情報（Task Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（サービスプロファイルへのiSCSI vNICの追加）（Add Task (Add iSCSI vNIC to Service
Profile)）]ウィザードの [ユーザマッピング入力（UserMapping Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時にvNICの設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場合は、次のチェッ
クボックスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [サービスプロファイル（Service Profile）]：vNICを追加するサービスプロファイルのプロンプト
です。

• [iSCI vNIC名（iSCI vNIC Name）]：既存の iSCSI vNICをサービスプロファイルに追加します。

• [オーバーレイvNIC名（Overlay vNIC Name）]：既存のオーバーレイ vNICを使用します。

• [VLAN]：既存の VLANを使用します。
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b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（サービスプロファイルへの vNICの追加）（Add Task (Add vNIC to Service Profile)）]ウィ
ザードの [タスク入力（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

• [サービスプロファイル名（Service Profile Name）]：必須項目です。iSCSIブートを設定する既存
のサービスプロファイルを選択します。

• [iSCSI vNIC名（iSCSI vNIC Name）]：必須項目です。

• [オーバーレイvNIC（Overlay vNIC）]：必須項目です。サービスプロファイルに追加した 3つ目
の vNICを選択します。

• [iSCSIアダプタポリシー（iSCSI Adapter Policy）]：任意項目です。

• [MACプール（MAC Pool）]：MAC プールを選択しないでください。

• [VLAN]：必須項目です。iSCSIトラフィックの転送用に作成した VLANを選択します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

タスクの追加：サービスプロファイル iSCSI ブートポリシーの作成

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（Available Tasks）]ペインで [物理コンピューティングタス
ク（Physical Compute Tasks）] > [Cisco UCSタスク（Cisco UCS Tasks）]を展開します。

ステップ 4 [サービスプロファイルiSCSIブートポリシーの作成（Create Service Profile iSCSI Boot Policy）]タスクをク
リックし、選択したタスクをワークフローデザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（サービスプロファイルiSCSIブートポリシーの作成）（AddTask (Create Service Profile iSCSI
Boot Policy)）]ウィザードの [タスク情報（Task Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。
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• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（サービスプロファイルiSCSIブートポリシーの作成）（AddTask (Create Service Profile iSCSI
Boot Policy)）]ウィザードの [ユーザマッピング入力（User Mapping Inputs）]画面で、次の手順を実行し
ます。

a) ワークフロー実行時にポリシーの設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場合は、次の
チェックボックスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [サービスプロファイル（ServiceProfile）]：既存のサービスプロファイルを使用して、iSCSIブー
トポリシーを作成します。

• [プライマリvNIC（Primary vNIC）]：既存の vNICを LANブートのプライマリ vNICとして追加し
ます。

• [セカンダリvNIC（Secondary vNIC）]：既存の vNICを LANブートのセカンダリ vNICとして追加
します。

• [プライマリiSCSI vNIC（Primary iSCSI vNIC）]：既存の iSCSI vNICをプライマリ iSCSI vNICとし
て追加します。

• [ファイラの選択（Select Filer）]：LUNが作成された既存のファイラまたは vFilerを選択できま
す。

• [iSCSIターゲット名（iSCSI Target Name）]：ファイラのターゲットノード名を指定できます。

• [IPv4アドレス（IPv4 Address）]：ファイラの iSCSI対応 VLAN IPアドレスを指定できます。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（サービスプロファイルiSCSIブートポリシーの作成）（AddTask (Create Service Profile iSCSI
Boot Policy)）]ウィザードの [タスク入力（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

説明[名前（Name）]

iSCSIブートを設定する既存のサービスプロファイルを選択しま
す。

[サービスプロファイル（Service
Profile）]ボタン
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説明[名前（Name）]

チェックボックスをオンにすると、ポリシーに LANブートが追加
されます。

[LANブートの追加（Add LAN
Boot）]チェックボックス

LANブートに使用するプライマリ vNICです。

このフィールドは、[LANブートの追加（Add LAN Boot）]チェッ
クボックスをオンにした場合にのみ表示されます。

[プライマリvNIC（Primary
vNIC）]フィールド

LANブートに使用するセカンダリ vNICです。

このフィールドは、[LANブートの追加（Add LAN Boot）]チェッ
クボックスをオンにした場合にのみ表示されます。

[セカンダリvNIC（Secondary
vNIC）]フィールド

チェックボックスをオンにすると、iSCSIブートパラメータが設定
されます。

次のフィールドは、このチェックボックスをオンにした場合にのみ

表示されます。

[ブートパラメータの設定（Set
Boot Parameters）]チェックボッ
クス

[iSCSIブートパラメータの設定（Set iSCSI Boot Parameters）]領域

iSCSI認証プロファイルを作成します。[認証プロファイル
（Authentication Profile）]ボタン

イニシエータが iSCSI vNICに割り当てられる IQNプールを選択し
ます。

[イニシエータ名の割り当て
（Initiator Name Assignment）]ボ
タン

iSCSI vNICへの IPアドレスの割り当て方法を選択します。デフォ
ルトでは、IPアドレスは iSCSI IPプールから割り当てられます。

[イニシエータのIPアドレスポリ
シー（Initiator IPAddress Policy）]
ドロップダウンリスト

[iSCSI静的ターゲットの作成（Create iSCSI Static Target）]領域

ターゲットに関連付けられている LUNが作成されるファイラ
（NetAppファイラや vFilerなど）を選択します。

[ファイラの選択（Select Filer）]
ボタン

ファイラのターゲットノードを選択します。[iSCSIターゲット名（iSCSITarget
Name）]ドロップダウンリスト

ストレージアレイの接続に使用されるポート IDです。[ポート（Port）]フィールド

関連付けられている iSCSI認証プロファイルを選択します。[認証プロファイル
（Authentication Profile）]ボタン
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説明[名前（Name）]

ファイラの iSCSI対応 VLAN IPアドレスを選択します。[IPv4アドレス（IPv4 Address）]
ドロップダウンリスト

iSCSIターゲットの LUN識別子です。[LUN ID]フィールド

b) [送信（Submit）]をクリックします。

タスクの追加：サービスプロファイルの関連付け

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（Available Tasks）]ペインで [物理コンピューティングタス
ク（Physical Compute Tasks）] > [Cisco UCSタスク（Cisco UCS Tasks）]を展開します。

ステップ 4 [UCSサービスプロファイルの関連付け（AssociateUCSService Profile）]タスクをクリックし、選択したタ
スクをワークフローデザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（UCSサービスプロファイルの関連付け）（Add Task (Associate UCS Service Profile)）]ウィ
ザードの [タスク情報（Task Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
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d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（UCSサービスプロファイルの関連付け）（Add Task (Associate UCS Service Profile)）]ウィ
ザードの [ユーザマッピング入力（User Mapping Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時に設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場合は、次のチェックボッ
クスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [サービスプロファイル（Service Profile）]：サーバと関連付けるサービスプロファイルを選択し
ます。

• [サーバ（Server）]：サービス プロファイルと関連付けるサーバを選択します。

• [サーバプール（Server Pool）]：サービスプロファイルと関連付けるサーバのタイプが含まれる
サーバプールを選択します。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（UCSサービスプロファイルの関連付け）（Add Task (Associate UCS Service Profile)）]ウィ
ザードの [タスク入力（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

• [サービスプロファイル（Service Profile）]：必須項目です。iSCSIブートを設定する既存のサービ
スプロファイルを選択します。

• [サーバの選択範囲（Server Selection Scope）]：必須項目です。サーバの選択方法を選択します。

• [サーバ（Server）]：[サーバを含む（Include Servers）]の範囲を選択した場合は、必須項目です。
サービスプロファイルと関連付けるサーバを選択します。

• [サーバプール（ServerPool）]：[サーバプールを含む（IncludeServerPools）]の範囲を選択した場
合は、必須項目です。サービスプロファイルと関連付けるサーバのタイプが含まれるサーバプー

ルを選択します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

タスクの追加：フレキシブルボリュームの作成

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。
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ESXiのインストールには、12 GB以上のボリュームを作成することをお勧めします。（注）

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（AvailableTasks）]ペインで、[物理ストレージタスク（Physical
Storage Tasks）] > [NetAppタスク（NetApp Tasks）] > [NetApp ONTAPタスク（NetApp ONTAP Tasks）]を
展開します。

ステップ 4 [フレキシブルボリュームの作成（Create Flexible Volume）]タスクをクリックし、選択したタスクをワー
クフローデザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（フレキシブルボリュームの作成）（Add Task (Create Flexible Volume)）]ウィザードの [タ
スク情報（Task Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（フレキシブルボリュームの作成）（AddTask (Create FlexibleVolume)）]ウィザードの [ユー
ザマッピング入力（User Mapping Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時にボリュームの設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場合は、次の
チェックボックスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [集約名（Aggregate Name）]：ボリュームを作成する集約を選択します。

• [ボリューム名（Volume Name）]：ボリュームに名前を割り当てます。

• [ボリュームサイズ（Volume Size）]：ボリュームのサイズを整数で指定します。

• [ボリュームサイズユニット（Volume Size Units）]：サイズ単位（MB、GB、TBなど）を選択し
ます。

• [容量保証（Space Guarantee）]：容量保証のタイプを指定します。
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• [スナップショットサイズ（SnapshotSize）]：ボリュームスナップショットのパーセントを指定し
ます。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（フレキシブルボリュームの作成）（Add Task (Create Flexible Volume)）]ウィザードの [タ
スク入力（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

• [集約名（Aggregate Name）]：ボリュームを作成する集約を選択します。

• [ボリューム名（Volume Name）]：ボリュームの一意の名前を入力します。

• [ボリュームサイズ（Volume Size）]：ボリュームのサイズを整数で入力します。以下を設定する
必要があります。

• [ボリュームサイズユニット（Volume Size Units）]：サイズ単位を選択します。

• [容量保証（Space Guarantee）]：容量保証のタイプを選択します。

• [スナップショットサイズ（SnapshotSize）]：ボリュームスナップショットのパーセントを入力し
ます。

• [セキュリティスタイルNTFS（Security Style NTFS）]：このチェックボックスはオンにしないで
ください。

• [NFSエクスポート（NFS Export）]：このチェックボックスはオンにしないでください。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

タスクの追加：LUN の作成

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。
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ESXiのインストールには、10 GB以上の LUNを作成することをお勧めします。（注）

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（AvailableTasks）]ペインで、[物理ストレージタスク（Physical
Storage Tasks）] > [NetAppタスク（NetApp Tasks）] > [NetApp ONTAPタスク（NetApp ONTAP Tasks）]を
展開します。

ステップ 4 [LUNの作成（Create LUN）]タスクをクリックし、選択したタスクをワークフローデザイナウィンドウ
にドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（LUNの作成）（Add Task (Create LUN)）]ウィザードの [タスク情報（Task Information）]
画面で、次の手順を実行します。

a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（LUNの作成）（Add Task (Create LUN)）]ウィザードの [ユーザマッピング入力（User
Mapping Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時にボリュームの設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場合は、次の
チェックボックスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [ボリューム名（Volume Name）]：LUNを作成するボリュームを指定します。

• [LUN名（LUN Name）]：作成する LUNの名前を指定します。

• [OSタイプ（OS Type）]：LUNの OSタイプを指定します。

• [LUNサイズ（LUN Size）]：LUNのサイズを整数で指定します。

• [LUNサイズ単位（LUN Size Units）]：サイズ単位（MB、GB、TBなど）を指定します。
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b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（LUNの作成）（Add Task (Create LUN)）]ウィザードの [タスク入力（Task Inputs）]画面
で、次の手順を実行します。

a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

• [ボリューム名（Volume Name）]：LUNを作成するボリュームを選択します。

• [LUN名（LUN Name）]：作成する LUNの名前を入力します。

• [OSタイプ（OS Type）]：LUNの OSタイプを選択します。

• [LUNサイズ（LUN Size）]：LUNのサイズを整数で入力します。

• [LUNサイズ単位（LUN Size Units）]：サイズ単位（MB、GB、TBなど）を選択します。

• [予約済み容量（Reserve Space）]：このチェックボックスをオンにすると、LUNの容量が予約さ
れます。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

タスクの追加：イニシエータグループの作成

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（AvailableTasks）]ペインで、[物理ストレージタスク（Physical
Storage Tasks）] > [NetAppタスク（NetApp Tasks）] > [NetApp ONTAPタスク（NetApp ONTAP Tasks）]を
展開します。

ステップ 4 [イニシエータグループの作成（Create Initiator Group）]タスクをクリックし、選択したタスクをワークフ
ローデザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（イニシエータグループの作成）（Add Task (Create Initiator Group)）]ウィザードの [タスク
情報（Task Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。
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• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（イニシエータグループの作成）（Add Task (Create Initiator Group)）]ウィザードの [ユーザ
マッピング入力（User Mapping Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時にボリュームの設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場合は、次の
チェックボックスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [ファイラID名（Filer IdentityName）]：イニシエータグループを作成するファイラを指定します。

• [イニシエータグループ名（InitiatorGroupName）]：作成するイニシエータグループの名前を指定
します。

• [グループタイプ（Group Type）]：イニシエータグループのタイプの iSCSIを指定します。

• [OSタイプ（OS Type）]：グループ内のイニシエータの OSタイプを指定します。

• [ポートセット（Port Set）]：ポートセットを指定します。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（イニシエータグループの作成）（Add Task (Create Initiator Group)）]ウィザードの [タスク
入力（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

• [ファイラID名（Filer IdentityName）]：イニシエータグループを作成するファイラを選択します。

• [イニシエータグループ名（InitiatorGroupName）]：作成するイニシエータグループの名前を入力
します。

• [グループタイプ（Group Type）]：イニシエータグループのタイプの iSCSIを選択します。

• [OSタイプ（OS Type）]：グループ内のイニシエータの OSタイプを選択します。

• [ポートセット（Port Set）]：ポートセットを入力します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。
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タスクの追加：イニシエータグループへのイニシエータの追加

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（AvailableTasks）]ペインで、[物理ストレージタスク（Physical
Storage Tasks）] > [NetAppタスク（NetApp Tasks）] > [NetApp ONTAPタスク（NetApp ONTAP Tasks）]を
展開します。

ステップ 4 [イニシエータグループへのイニシエータの追加]タスクをクリックし、選択したタスクをワークフローデ
ザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（イニシエータグループへのイニシエータの追加）]ウィザードの [タスク情報]画面で、次
の手順を実行します。

a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（イニシエータグループへのイニシエータの追加）（Add Task (Add an Initiator to Initiator
Group)）]ウィザードの [ユーザマッピング入力（UserMapping Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時にボリュームの設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場合は、次の
チェックボックスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [イニシエータグループ名（InitiatorGroupName）]：イニシエータを追加するイニシエータグルー
プの名前を指定します。

• [イニシエータ名]：グループに追加するイニシエータを指定します。
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b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（イニシエータグループへのイニシエータの追加）（Add Task (Add an Initiator to Initiator
Group)）]ウィザードの [タスク入力（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

• [イニシエータグループ名（InitiatorGroupName）]：イニシエータを追加するイニシエータグルー
プを選択します。

• [イニシエータ名]：グループに追加するイニシエータを入力します。複数のイニシエータを追加
する場合は、名前をコンマで区切ります。

• [強制（Force）]：このチェックボックスをオンにすると、イニシエータがグループに強制的に追
加されます。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

タスクの追加：イニシエータグループへの LUN のマッピング

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（AvailableTasks）]ペインで、[物理ストレージタスク（Physical
Storage Tasks）] > [NetAppタスク（NetApp Tasks）] > [NetApp ONTAPタスク（NetApp ONTAP Tasks）]を
展開します。

ステップ 4 [イニシエータグループの作成（Create Initiator Group）]タスクをクリックし、選択したタスクをワークフ
ローデザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（イニシエータグループへのLUNのマッピング）]ウィザードの [タスク情報]画面で、次の
手順を実行します。

a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。
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• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（イニシエータグループへのLUNのマッピング）]ウィザードの [ユーザマッピング入力]画
面で、次の手順を実行します。

a) ワークフロー実行時にボリュームの設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場合は、次の
チェックボックスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [ファイラID名（Filer Identity Name）]：イニシエータ グループのファイラを指定します。

• [イニシエータグループ名（InitiatorGroupName）]：マッピングするイニシエータグループの名前
を指定します。

• [LUN ID]：イニシエータグループにマッピングする LUNを指定します。

• [LUNパス（LUN Path）]：LUNへのファイルパスを指定します。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（イニシエータグループへのLUNのマッピング）]ウィザードの [タスク入力]画面で、次の
手順を実行します。

a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

• [ファイラID名（Filer Identity Name）]：イニシエータ グループのファイラを選択します。

• [イニシエータグループ名（InitiatorGroupName）]：マッピングするイニシエータグループの名前
を選択します。

• [LUNID]：このチェックボックスをオンにすると、先ほどワークフローで作成したLUNを指定で
きます。

• [LUNパス（LUN Path）]：LUNへのファイルパスを選択します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。
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タスクの追加：PXE ブートの設定

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（Available Tasks）] ペインで、[ネットワークサービスタスク
（Network Services Tasks）]を展開します。

ステップ 4 [PXEブートの設定（Setup PXE Boot）]タスクをクリックし、選択したタスクをワークフローデザイナ
ウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（PXEブートの設定）（Add Task (Setup PXE Boot)）]ウィザードの [タスク情報（Task
Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（PXEブートの設定）（Add Task (Setup PXE Boot)）]ウィザードの [ユーザマッピング入力
（User Mapping Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時にボリュームの設定属性の一部を入力するプロンプトを表示したい場合は、次の
チェックボックスの 1つまたは複数をオンにして、ユーザ入力を選択します。

ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

• [サーバMACアドレス（ServerMACAddress）]：PXEブートを実行するサーバのMACアドレスを
指定します。複数のサーバを設定する場合は、コンマで区切って入力します。

• [サーバのIPアドレス]：サーバの IPアドレスを指定します。複数のサーバを設定する場合は、最
初と最後の IPアドレスの間にハイフン（-）を入力するか、コンマで区切って入力します。

• [サーバネットマスク（Server Net Mask）]：PXEブートに使用するネットマスクを指定します。

• [サーバホスト名（Server Host Name）]：サーバのホスト名を指定します。
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• [サーバゲートウェイ（Server Gateway）]：PXEブートに使用するゲートウェイを指定します。

• [ルートパスワード（Root Password）]：サーバのルートパスワードを指定します。

• [タイムゾーン（Timezone）]：サーバのタイムゾーンを指定します。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（PXEブートの設定）（Add Task (Setup PXE Boot)）]ウィザードの [タスク入力（Task
Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

• [OSタイプ（OS Type）]：サーバの OSタイプを選択します。

• [サーバMACアドレス（ServerMACAddress）]：PXEブートを実行するサーバのMACアドレスを
入力します。複数のサーバを設定する場合は、コンマで区切って入力します。

• [サーバのIPアドレス]：サーバの IPアドレスを入力します。複数のサーバを設定する場合は、最
初と最後の IPアドレスの間にハイフン（-）を入力するか、コンマで区切って入力します。

• [サーバネットマスク（Server Net Mask）]：PXEブートに使用するネットマスクを入力します。

• [サーバホスト名（Server Host Name）]：サーバのホスト名を入力します。

• [サーバゲートウェイ（Server Gateway）]：PXEブートに使用するゲートウェイを入力します。

• [サーバ名サーバ（Server Name Server）]：PXEブートに使用するサーバ名を入力します。

• [管理VLAN（Management VLAN）]：PXEブートに使用する VLANを入力します。

• [ルートパスワード（Root Password）]：サーバのルートパスワードを入力します。

• [タイムゾーン（Timezone）]：サーバのタイムゾーン選択します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。
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タスクの追加：UCS サーバの電源をオンにする

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（Available Tasks）]ペインで [物理コンピューティングタス
ク（Physical Compute Tasks）] > [Cisco UCSタスク（Cisco UCS Tasks）]を展開します。

ステップ 4 [UCSサーバの電源をオンにする（Power On UCS Server）]タスクをクリックし、選択したタスクをワーク
フローデザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（UCSサーバの電源をオンにする）（Add Task (Power On UCS Server)）]ウィザードの [タ
スク情報（Task Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（UCSサーバの電源をオンにする）（Add Task (Power OnUCS Server)）]ウィザードの [ユー
ザマッピング入力（User Mapping Inputs）] 画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時に電源をオンにするサーバを指定するプロンプトを表示したい場合は、[サーバ
（Server）]チェックボックスをオンにして、ユーザ入力を選択します。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（UCSサーバの電源をオンにする）（Add Task (Power On UCS Server)）]ウィザードの [タ
スク入力（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかった場合は、[サーバ（Server）]ドロップダウンリストか
ら電源をオンにしたいサーバを選択します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。
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タスクの追加：PXE ブートのモニタリング

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（Available Tasks）] ペインで、[ネットワークサービスタスク
（Network Services Tasks）]を展開します。

ステップ 4 [PXEブートのモニタリング（Monitor PXE Boot）]タスクをクリックし、選択したタスクをワークフロー
デザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（PXEブートのモニタリング）（Add Task (Monitor PXE Boot)）]ウィザードの [タスク情報
（Task Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（PXEブートのモニタリング）（Add Task (Monitor PXE Boot)）]ウィザードの [ユーザマッ
ピング入力（User Mapping Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時に PXE要求 IDを入力するプロンプトを表示したい場合は、[PXE要求ID（PXE

Request ID）]チェックボックスをオンにして、ユーザ入力を選択します。
ユーザ入力をマッピングするには、ワークフローにユーザ入力と適切な許可を追加する必要

があります。

（注）

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（PXEブートのモニタリング）（Add Task (Monitor PXE Boot)）]ウィザードの [タスク入力
（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかったこれらの設定属性については、次の手順を実行しま
す。

• [PXE要求ID（PXE Request ID）]：PXE要求IDを入力します。
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• [最大待機時間（Max Wait Time）]：PXEブートが完了するまでの最大待機時間を選択します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

タスクの追加：UCS サーバの電源をオフにする

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（Available Tasks）]ペインで [物理コンピューティングタス
ク（Physical Compute Tasks）] > [Cisco UCSタスク（Cisco UCS Tasks）]を展開します。

ステップ 4 [UCSサーバの電源をオフにする（Power Off UCS Server）]タスクをクリックし、選択したタスクをワーク
フローデザイナウィンドウにドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（UCSサーバの電源をオフにする）（Add Task (Power Off UCS Server)）]ウィザードの [タ
スク情報（Task Information）]画面で、次の手順を実行します。
a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（UCSサーバの電源をオフにする）（AddTask (PowerOffUCSServer)）]ウィザードの [ユー
ザマッピング入力（User Mapping Inputs）] 画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時に電源をオフにするサーバを指定するプロンプトを表示したい場合は、[サーバ
（Server）]チェックボックスをオンにして、ユーザ入力を選択します。
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b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（UCSサーバの電源をオフにする）（Add Task (Power Off UCS Server)）]ウィザードの [タ
スク入力（Task Inputs）]画面で、次の手順を実行します。
a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかった場合は、[サーバ（Server）]ドロップダウンリストか
ら電源をオフにしたいサーバを選択します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

タスクの追加：iSCSI からブートするためのサービスプロファイルブートポリシーの変更

この手順は、例：iSCSIブートワークフローの作成, （142ページ）に基づいてワークフローを作
成済みで、オーケストレーション内に [ワークフロー（Workflow）]タブが表示されていることを
前提としています。

ステップ 1 左側のペインでワークフローがあるフォルダを展開し、タスクを追加する iSCSIワークフローの行をク
リックします。

ステップ 2 アイコンバーで紫のドロップダウンリストアイコンをクリックして [ワークフローデザイナ（Workflow
Designer）]を選択します。

ステップ 3 ワークフローデザイナの [使用可能なタスク（Available Tasks）]ペインで [物理コンピューティングタス
ク（Physical Compute Tasks）] > [Cisco UCSタスク（Cisco UCS Tasks）]を展開します。

ステップ 4 [iSCSIからブートするためのサービスプロファイルのブートポリシーの変更（Modify Service Profile Boot
Policy to Boot from iSCSI）]タスクをクリックし、選択したタスクをワークフローデザイナウィンドウに
ドラッグアンドドロップします。

ステップ 5 [タスクの追加（iSCSIからブートするためのサービスプロファイルのブートポリシーの変更）（Add Task
(Modify Service Profile Boot Policy to Boot from iSCSI)）]ウィザードの [タスク情報（Task Information）]画
面で、次の手順を実行します。

a) タスクを識別するタスク名とコメントを入力します。
b) エラーが発生した場合に、CiscoUCSDirectorでワークフローを自動的に再試行できるようにするには、
次の手順を実行します。

• [再試行の実行（Retry Execution）]チェックボックスをオンにします。

• [再試行回数（Retry Count）]ドロップダウンリストから、再試行する回数を選択します。

• [再試行の頻度（RetryFrequency）]フィールドに、再試行間の秒数を示すコンマ区切りの値リスト
を入力します。

c) タスクの詳細を確認します。
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d) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [タスクの追加（iSCSIからブートするためのサービスプロファイルのブートポリシーの変更）（Add Task
(Modify Service Profile Boot Policy to Boot from iSCSI)）]ウィザードの [ユーザマッピング入力（UserMapping
Inputs）] 画面で、次の手順を実行します。
a) ワークフロー実行時に変更するサービスプロファイルを指定するプロンプトを表示したい場合は、

[サーバ]チェックボックスをオンにして、ユーザ入力を選択します。
b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [タスクの追加（iSCSIからブートするためのサービスプロファイルのブートポリシーの変更）（Add Task
(Modify Service Profile Boot Policy to Boot from iSCSI)）]ウィザードの [タスク入力（Task Inputs）]画面で、
次の手順を実行します。

a) ユーザ入力のプロンプトの表示を選択しなかった場合は、[サービスプロファイル]ボタンをクリック
して変更するサービスプロファイルを選択します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

ブートポリシーのブート順の変更

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを変更する組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ブートポリシー（Boot Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 複製するブートポリシーを選択し、[ブートデバイスの順序の管理（ManageBootDevicesOrder）]をクリッ
クします。

ステップ 7 次のボタンを使用して、ブートデバイスの順序を変更します。

• [上に移動（Move Up）]

• [下に移動（Move Down）]

•削除（Delete）

ステップ 8 完了したら、[戻る（Back）]をクリックします。
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ローカルディスク設定ポリシー
このポリシーは、ローカルドライブのオンボード RAIDコントローラを通じて、サーバ上にイン
ストールされているオプションのSASローカルドライブを設定します。このポリシーでは、ロー
カルディスク設定ポリシーを含むサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバに対し

て、ローカルディスクモードを設定できるようにします。

ローカルディスクモードには次のものがあります。

• [ローカルストレージなし（NoLocal Storage）]：ディスクレスサーバまたはSAN専用の設定
で使用します。このオプションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービスプ

ロファイルを、ローカルディスクを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0がストライプ済み（RAID 0 Striped）]：データはアレイのすべてのディスクにストラ
イプ化され、高速スループットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスク

で障害が発生すると、すべてのデータが失われます。

• [RAID 1がミラー済み（RAID 1 Mirrored）]：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つの
ディスクで障害が発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズ

は、2つのドライブの小さい方の空き容量に等しくなります。

• [任意の設定（Any Configuration）]：変更なしのローカルディスク設定を転送するサーバ設
定で使用します。

• [RAIDなし（NoRAID）]：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロードを変更しない状
態のままにするサーバ設定で使用します。

[RAIDなし（NoRAID）]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレージが設定されてい
るオペレーティングシステムを使用するサーバに適用した場合、ディスクの内容は削除され

ません。そのため、[RAIDなし（NoRAID）]モードの適用後にサーバでの違いがわからない
ことがあります。よって、ポリシーの RAID設定と、サーバの [インベントリ（Inventory）]
> [ストレージ（Storage）]タブに表示される実際のディスク設定とが一致しない場合があり
ます。

以前のすべてのRAID設定情報をディスクから削除するには、[RAIDなし（NoRAID）]コン
フィギュレーションモードの適用後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシー

を適用します。

• [RAID5が部分的にストライプ済み（RAID5StripedParity）]：データはアレイのすべてのディ
スクにストライプ化されます。各ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータ

の再構築に使用できるパリティ情報が格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レート
で、アプリケーションに適切なデータスループットを提供します。

• [RAID 6が部分的にデュアルストライプ済み（RAID 6 Striped Dual Parity）]：データはアレイ
のすべてのディスクにストライプ化され、2つのパリティディスクを使用して、最大 2つの
物理ディスクの障害に対する保護を提供します。データブロックの各行に、2セットのパリ
ティデータが格納されます。
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• [RAID10がミラーおよびストライプ済み（RAID10Mirrored andStriped）]：RAID10はミラー
化されたディスクのペアを使用して、完全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供

します。

• [RAID50が部分的にストライプおよびストライプ済み（RAID50Striped Parity and Striped）]：
データが複数のストライプ化されたパリティディスクセットにストライプ化され、高いス

ループットと複数のディスク故障耐性を提供します。

• [RAID 60が部分的にストライプおよびストライプ済み（RAID 60 Striped Dual Parity and
Striped）]：データが複数のストライプ化されたパリティディスクセットにストライプ化さ
れ、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このポリシーを有効に

するには、サーバに関連付ける必要があります。

組み込みオンボードRAIDコントローラを搭載したCiscoUCSManagerと統合されたCiscoUCS
Cシリーズサーバの場合、ローカルディスクモードは常に [任意の設定（AnyConfiguration）]
でなければならず、RAIDはコントローラ上で直接設定する必要があります。

（注）

すべてのローカルディスク設定ポリシーに関するガイドライン

ローカルディスク設定ポリシーを作成する前に、次のガイドラインを考慮してください。

HDD と SSD を混合しない

1台のサーバや RAID設定に、HDDと SSDを使用しないでください。

B200 M1 または M2 のデフォルトローカルディスク設定ポリシーを使用して、B200 M3 にサービス
プロファイルを割り当てない

B200M1およびM2サーバとB200M3サーバのストレージコントローラで提供されるRAID/JBOD
サポートは異なっているため、B200M1またはM2サーバのデフォルトローカルディスク設定ポ
リシーを含むサービスプロファイルをB200M3サーバに割り当てたり、再割り当てを行ったりす
ることはできません。デフォルトのローカルディスク設定ポリシーには、[任意の設定（Any
Configuration）]モードまたは JBOD設定が含まれます。

JBOD モードのサポート

B200 M3サーバでは、ローカルディスクの JBODモードがサポートされています。

ローカルディスクの JBODモードをサポートしているのは、B200 M1、B200 M2、B200 M3、
B250 M1、B250 M2、B22 M3ブレードサーバのみです。

（注）
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RAID 用に設定されているローカルディスク設定ポリシーに関するガ
イドライン

MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ用のローカルディスク設定ポリシーに RAID
設定を設定する

ブレードサーバまたは統合されたラックマウントサーバにMegaRAIDコントローラが搭載され
ている場合、そのサーバのサービスプロファイルに含まれるローカルディスク設定ポリシーでド

ライブの RAID設定を設定する必要があります。これを実行するには、そのサーバに定義されて
いる RAIDモードのいずれかを使用して、サービスプロファイルのローカルディスク設定ポリ
シーを設定するか、[任意の設定（Any Configuration）]モードと LSIユーティリティツールセッ
トを使用して、RAIDボリュームを作成します。

OSをインストールする前に RAID LUNを設定していないと、インストール時にディスク検出エ
ラーが発生し、「NoDevice Found」といったエラーメッセージが表示される可能性があります。

サーバプロファイルで [任意の設定（Any Configuration）] モードが指定されている場合、RAID 1 ク
ラスタ移行後にサーバが起動しない

RAID1クラスタの移行後、サービスプロファイルをサーバに関連付ける必要があります。サービ
スプロファイル内のローカルディスク設定ポリシーに [RAID 1]ではなく [任意の設定（Any
Configuration）]モードが設定されていると、RAID LUNは、関連付け中およびその後も「非アク
ティブ」状態のままになります。その結果、サーバは起動できなくなります。

この問題を回避するには、サーバに関連付けるサービスプロファイルに、移行前の元のサービス

プロファイルとまったく同じローカルディスク設定ポリシーが含まれるようにし、[任意の設定
（Any Configuration）]モードは含まれないようにします。

MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ上で JBOD モードを使用しない

MegaRAIDストレージコントローラが搭載されたブレードサーバまたは統合ラックマウントサー
バ上で JBODモードまたは JBOD操作を設定または使用しないでください。JBODモードと操作
は、このサーバで完全に機能するよう設計されていません。

統合されたラックマウントサーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

Cisco UCS Managerと統合されているラックマウントサーバは、サーバ上に存在するハードドラ
イブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つしか設定できません。

統合されたラックマウントサーバ内のローカルハードドライブは、1つの RAIDコントローラの
みにすべて接続される必要があります。Cisco UCS Managerとの統合では、ローカルハードドラ
イブが単一のラックマウントサーバ内の複数の RAIDコントローラに接続することはサポートさ
れていません。そのため、Cisco UCS Managerと統合されるラックマウントサーバを発注する際
は、単一の RAIDコントローラ構成を要求することを推奨します。

また、サードパーティ製ツールを使用して、ラックマウントサーバ上に複数のRAIDLUNを作成
しないでください。Cisco UCS Managerは、そのような設定をサポートしていません。
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ブレードサーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

ブレードサーバは、サーバ内に存在するドライブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つま
でしか設定できません。ローカルハードドライブは、1つの RAIDコントローラのみにすべて接
続される必要があります。たとえば、B200 M3に LSIコントローラと Intel Patsburgコントローラ
が搭載されていても、LSIコントローラだけが RAIDコントローラして使用できます。

また、サードパーティ製のツールを使用して、ブレードサーバ上に複数のRAIDLUNを作成しな
いでください。では、そのような設定はサポートされていません。

ミラー RAID で選択されるディスクの数は 2 つまでにする

ミラー RAIDで選択されたディスクの数が 2つを超えると、RAID 1は RAID 10 LUNとして作成
されます。この問題は、Cisco UCS B440 M1サーバと B440 M2サーバで発生する可能性がありま
す。

一部のサーバの特定の RAID 設定オプションでは、ライセンスが必要

一部の Cisco UCSサーバには、特定の RAID設定オプションのライセンスが必要です。で、この
ローカルディスクポリシーを含むサービスプロファイルとサーバを関連付けると、によって選

択された RAIDオプションに適切なライセンスが備わっているかが確認されます。問題がある場
合は、サービスプロファイルを関連付ける際に、に設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

B420 M3 サーバでは全コンフィギュレーションモードはサポートされていない

B420 M3サーバでは、ローカルディスク設定ポリシーで、次のような設定オプションはサポート
されていません。

• RAIDなし

• RAID 6ストライプ化デュアルパリティ

また、B420 M3では JBODモードや操作はサポートされていません。

シングルディスク RAID 0 設定は、一部のブレードサーバではサポートされていない

シングルディスク RAID 0設定は、次のブレードサーバではサポートされていません。

• Cisco UCS B200 M1

• Cisco UCS B200 M2

• Cisco UCS B250 M1

• Cisco UCS B250 M2
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ローカルディスク設定ポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [ローカルディスクの設定ポリシー（Local Disk Configuration Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ローカルディスクの設定ポリシー（Local Disk Configuration Policy）]ダイアログボックスで、次の手順を
実行します。

a) [名前（Name）]フィールドに、ポリシーの一意の名前を入力します。
b) [説明（Description）]フィールドに、ポリシーの説明を入力します。
ポリシーが使用される場所と条件についての情報を含めることを推奨します。

c) [モード（Mode）]ドロップダウンリストから、次のローカルディスクポリシーモードのいずれかを
選択します。

• [ローカルストレージなし（No Local Storage）]：ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使
用します。このオプションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービスプロファイ

ルを、ローカルディスクを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0がストライプ済み（RAID 0 Striped）]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ
化され、高速スループットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が

発生すると、すべてのデータが失われます。

• [RAID 1がミラー済み（RAID1Mirrored）]：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディス
クで障害が発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのド
ライブの小さい方の空き容量に等しくなります。

• [任意の設定（AnyConfiguration）]：変更なしのローカルディスク設定を転送するサーバ設定で使
用します。

• [RAIDなし（NoRAID）]：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロードを変更しない状態の
ままにするサーバ設定で使用します。

[RAIDなし（No RAID）]を選択し、このポリシーをすでに RAIDストレージが設定されているオ
ペレーティングシステムを使用するサーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されません。

そのため、[RAIDなし（No RAID）]モードの適用後にサーバでの違いがわからないことがありま
す。よって、ポリシーの RAID設定と、サーバの [インベントリ（Inventory）] > [ストレージ
（Storage）]タブに表示される実際のディスク設定とが一致しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除するには、[RAIDなし（No RAID）]コンフィ
ギュレーションモードの適用後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用しま

す。
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• [RAID 5が部分的にストライプ済み（RAID 5 Striped Parity）]：データはアレイのすべてのディス
クにストライプ化されます。各ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構

築に使用できるパリティ情報が格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリ
ケーションに適切なデータスループットを提供します。

• [RAID 6が部分的にデュアルストライプ済み（RAID 6 Striped Dual Parity）]：データはアレイのす
べてのディスクにストライプ化され、2つのパリティディスクを使用して、最大 2つの物理ディ
スクの障害に対する保護を提供します。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが
格納されます。

• [RAID 10がミラーおよびストライプ済み（RAID 10 Mirrored and Striped）]：RAID 10はミラー化
されたディスクのペアを使用して、完全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供しま

す。

• [RAID 50が部分的にストライプおよびストライプ済み（RAID50 Striped Parity and Striped）]：デー
タが複数のストライプ化されたパリティディスクセットにストライプ化され、高いスループット

と複数のディスク故障耐性を提供します。

• [RAID 60が部分的にストライプおよびストライプ済み（RAID60 StripedDual Parity and Striped）]：
データが複数のストライプ化されたパリティディスクセットにストライプ化され、高いスルー

プットと優れたディスク故障耐性を提供します。

一部のCisco UCSサーバには、特定のRAID設定オプションのライセンスが必要です。Cisco
UCS Managerで、このローカルディスクポリシーを含むサービスプロファイルとサーバを
関連付けると、Cisco UCS Managerによって選択された RAIDオプションに適切なライセン
スが備わっているかが確認されます。問題がある場合は、サービスプロファイルを関連付け

る際に、Cisco UCS Managerに設定エラーが表示されます。

特定の Cisco UCSサーバの RAIDライセンス情報については、そのサーバの『Hardware
Installation Guide』を参照してください。

（注）

d) サーバとサービスプロファイルとの関連が解除されても、このローカルディスク設定ポリシーを保持
したい場合は、[設定の保護（Protect Configuration）]チェックボックスをオンにします。

サーバ内の 1つ以上のディスクに障害が発生すると、[設定の保護（Protect Configuration）]は
機能しなくなります。

注意

このプロパティは、デフォルトでオンになっています。

サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新しいサービスプロファイルが関連付けら

れると、新しいサービスプロファイルの Protect Configurationプロパティの設定が優先され、前のサー
ビスプロファイルの設定が上書きされます。

このオプションが有効な状態でサーバとサービスプロファイルの関連付けを解除した後、そ

のサーバに新しいサービスプロファイルを関連付け、そのサービスプロファイル内のロー

カルディスク設定ポリシーに前とは異なるプロパティが含まれていると、サーバから設定不

一致のエラーが返され、関連付けは失敗します。

（注）

e) [Flex Flashの状態（Flex Flash State）]ドロップダウンリストから、SDカードモジュールを有効にする
か無効にするかを選択します。

このパラメータは、SDカードモジュールのあるサーバのみ該当しま
す。

（注）
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f) [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めます。

メンテナンスポリシー
メンテナンスポリシーは、サーバに関連付けられたサービスプロファイル、または 1つ以上の
サービスプロファイルに関連付けられた更新中のサービスプロファイルに対して、サーバのリ

ブートが必要になるような変更が加えられた場合に、CiscoUCSDirectorがにどのような種類のリ
クエストを送信するかを定義します。

メンテナンスポリシーは、サービスプロファイルの変更の展開方法を指定します。展開は、次の

いずれかの方法で実行されます。

•即時

•ユーザが管理者権限で承認したときに実行する

•スケジュールで指定された時間に自動的に実行する

スケジュール済みのメンテナンスウィンドウ中に変更を展開するように設定されているメンテナ

ンスポリシーでは、ポリシーに有効なスケジュールが含まれていることが必要です。この場合、

最初に使用可能なメンテナンスウィンドウ中に変更が展開されます。

メンテナンスポリシーでは、関連付けられたサービスプロファイルに設定変更が加えられた

場合に、サーバの即時リブートは回避できますが、次のアクションの即時実行は回避されませ

ん。

（注）

•関連付けられたサービスプロファイルのシステムからの削除

•サーバプロファイルのサーバからの関連付けの解除

•サービスポリシーを使用しないファームウェアアップグレードの直接インストール

•サーバのリセット

メンテナンスポリシー、およびサービスプロファイルの変更のインポートに関するガイドライン

を含む遅延展開の詳細については、『Cisco UCS Manager configuration guides』を参照してくださ
い。
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メンテナンスポリシーの作成

はじめる前に

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [メンテナンスポリシー（Maintenance Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [メンテナンスポリシー（Create Maintenance Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力
します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件

についての情報を含めることを推奨します。

[説明（Description）]フィールド

このメンテナンスポリシーの含まれるサービスプ

ロファイルと関連付けられたサーバで、リブートを

発生させるタイミングを選択します。次のいずれか

になります。

• [自動タイマー（TimerAutomatic）]：サービス
プロファイルのすべての関連付けと変更が、

[スケジュール（Schedule）]フィールドに表示
されたスケジュールで定義されているメンテ

ナンスウィンドウまで延期されます。

• [即時（Immediate）]：サービスプロファイル
の関連付けが完了したり、サービスプロファ

イルの変更がユーザによって保存されるとす

ぐに、自動的にリブートが実行されます。

• [ユーザ認識（UserAck）]：サービスプロファ
イルの関連付けが完了したり、変更が行われ

たりした後に、ユーザがサーバを手動でリブー

トする必要があります。

[リブートポリシー（Reboot Policy）]ドロップダウ
ンリスト
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説明[名前（Name）]

サービスプロファイルの関連付けや変更などのメ

ンテナンス操作を実行するスケジュールを選択しま

す。設定された期間中に、メンテナンスポリシー

を含むサービスプロファイルと関連付けられたサー

バがリブートされ、サービスプロファイルのすべ

ての変更が完了します。

このフィールドは、[リブートポリシー（Reboot
Policy）]が [自動タイマー（Timer Automatic）]に
設定されている場合にのみ使用できます。スケ

ジュールによって、サーバのメンテナンス操作が適

用されるタイミングを指定できます。

[スケジュール（Schedule）]ドロップダウンリスト

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めます。

サーバプールポリシー資格情報の概要
このポリシーは、ディスカバリプロセス中に実行されたサーバのインベントリに基づいて、サー

バを資格認定します。資格情報は、サーバが選択基準を満たすかどうかを判断するために、ポリ

シーで設定されたルールです。たとえば、データセンタープールのサーバの最小メモリ容量を指

定するルールを作成できます。

資格情報は、サーバプールポリシーだけではなく、その他のポリシーでも、サーバを配置するた

めに使用されます。たとえば、サーバがある資格ポリシーの基準を満たしている場合、このサー

バを 1つ以上のサーバプールに追加したり、自動的にサービスプロファイルと関連付けたりでき
ます。

サーバプールポリシー資格情報を使用すると、次の基準に従ってサーバを資格認定できます。

•アダプタのタイプ

•シャーシの場所

•メモリのタイプと設定

•電源グループ

• CPUのコア数、タイプ、および設定

•ストレージの設定と容量
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•サーバのモデル

実装によっては、サーバプールポリシー資格情報を使用して、次を含む複数のポリシーを設定す

る必要があります。

•自動構成ポリシー

•シャーシディスカバリポリシー

•サーバディスカバリポリシー

•サーバ継承ポリシー

•サーバプールポリシー

サーバプールポリシーの資格情報の作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [サーバプールポリシー認定の名前を入力（Server Pool Policy Qualifications）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [サーバプールポリシー認定の作成（Create Server Pool PolicyQualifications）]ウィザードで、ポリシーの名
前と説明を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [アダプタの条件（AdapterQualifications）]ページで、次の手順を実行してアダプタの条件をポリシーに追
加するか、それらを追加しない場合は [次へ（Next）]をクリックします。
a) [アダプタの条件の追加（Add Adapter Qualifications）]チェックボックスをオンにします。
b) [タイプ（Type）]ドロップダウンリストから、ポリシーに含めるアダプタのタイプを選択します。
アダプタの条件を保存すると、このタイプは変更できなくなります。

c) [モデル(正規表現)（Model(RegEx)）]フィールドに、アダプタPIDが一致する必要のある正規表現を入
力します。

d) [最大容量を入力（Maximum Capacity）]フィールドに、選択したタイプの最大容量を入力します。
e) [Next]をクリックします。

ステップ 9 [シャーシ認定またはサーバ認定（Chassis/Server Qualifications）]ページで、次の手順を実行してシャーシ
認定およびサーバ認定をポリシーに追加するか、それらを追加しない場合は [次へ（Next）]をクリックし
ます。

a) [シャーシ認定またはサーバ認定の追加（AddChassis/ServerQualifications）]チェックボックスをオンに
します。

b) [最初のシャーシID（First Chassis ID）]フィールドに、このポリシーに関連付けられているサーバプー
ルが取得できる最初のシャーシ IDを入力します。
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アダプタの条件を保存すると、このタイプは変更できなくなります。

c) [シャーシ数（Number of Chassis）]フィールドに、プールに含めるシャーシの合計数を入力します。こ
の場合、[最初のシャーシID（First Chassis ID）]フィールドで指定したシャーシから数え始めます。

d) [サーバ認定の範囲（Server Qualification Ranges）]フィールドに、使用するサーバの位置の範囲を入力
します。

複数の範囲を入力する場合は、範囲をカンマで区切ります。たとえば、1:5,2:6と入力します。

e) [Next]をクリックします。

例：

たとえば、シャーシ 5、6、7、8を使用する場合、[最初のシャーシID（First Chassis ID）]フィールドに 5
を入力し、[シャーシ数（Number of Chassis）]フィールドに 4を入力します。シャーシ 3のみを使用する
場合は、[最初のシャーシID（FirstChassis ID）]フィールドに3を入力し、[シャーシ数（NumberofChassis）]
フィールドに 1を入力します。

ステップ 10 [メモリ認定（Memory Qualifications）]ページで、次の手順を実行してメモリ認定をポリシーに追加する
か、それらを追加しない場合は [次へ（Next）]をクリックします。
a) [メモリ認定の追加（Add Memory Qualifications）]チェックボックスをオンにします。
b) 次のフィールドに入力します。

説明[名前（Name）]

必要な最小クロック速度（MHz）。[クロック（Clock）]フィールド

最小限必要なメモリ容量（メガバイト単位）。[最小容量（Min Cap）]フィールド

メモリの許容最大容量（メガバイト単位）。[最大容量（Max Cap）]フィールド

データバスの最小幅。[幅（Width）]フィールド

許容される最大遅延（ナノ秒）。[遅延（Latency）]フィールド

[幅（Width）]フィールドの値と関連付けられる測
定単位。

[ユニット（Units）]フィールド

c) [Next]をクリックします。

ステップ 11 [CPU認定またはコア認定（CPU/Cores Qualifications）]ページで、次の手順を実行して CPU認定およびコ
ア認定をポリシーに追加するか、それらを追加しない場合は [次へ（Next）]をクリックします。
a) [CPU認定またはコア認定の追加（Add CPU/Cores Qualifications）]チェックボックスをオンにします。
b) 次のフィールドに入力します。
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説明[名前（Name）]

このポリシーが適用されるCPUアーキテクチャを
選択します。

[プロセッサアーキテクチャ（Processor
Architecture）]ドロップダウンリスト

最小限必要な CPUコアの数。1～ 65535の整数を
指定します。

[コアの最小数（Min Number of Cores）]フィール
ド

CPUコアの許容最大数。1～ 65535の整数を指定
します。

[コアの最大数（Max Number of Cores）]フィール
ド

最小限必要なCPUスレッドの数。関連付けられた
テキストフィールドで 1～ 65535の整数を指定し
ます。

[スレッドの最小数（Min Number of Threads）]
フィールド

CPUスレッドの許容最大数。1～ 65535の整数を
指定します。

[スレッドの最大数（Max Number of Threads）]
フィールド

最小限必要な CPU速度。[CPU速度（CPU Speed）]フィールド

プロセッサ PIDが一致する必要のある正規表現。[モデル(正規表現)（Model(RegEx)）]フィールド

最小限必要な CPUバージョン。[CPUステッピング（CPU Stepping）]フィールド

c) [Next]をクリックします。

ステップ 12 [ストレージ認定（Storage Qualifications）]ページで、次の手順を実行してストレージ認定をポリシーに追
加するか、それらを追加しない場合は [次へ（Next）]をクリックします。
a) [ストレージ認定の追加（Add Storage Qualifications）]チェックボックスをオンにします。
b) 次のフィールドに入力します。

Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
181

Cisco UCS サーバプールとポリシーの設定
サーバプールポリシーの資格情報の作成



説明[名前（Name）]

使用可能なストレージをディスクレスにする必要

があるかどうかを選択します。次のいずれかを選

択できます。

• [未指定（Unspecified）]：どのストレージタ
イプも受け入れ可能です。

• [はい（Yes）]：ストレージタイプはディス
クレスにする必要があります。

• [いいえ（No）]：ストレージをディスクレス
にすることはできません。

[はい（Yes）]を選択した場合、追加のフィールド
は表示されません。

[ディスクレス（Diskless）]ドロップダウンリス
ト

サーバ内のすべてのディスクの最小ストレージ容

量（メガバイト単位）。

[最小容量（Min Cap）]フィールド

ストレージの許容最大容量（メガバイト単位）。[最大容量（Max Cap）]フィールド

最小限必要なブロック数。[ブロック数（Number of Blocks）]フィールド

最小限必要なディスクあたりのストレージ容量

（ギガバイト単位）。

[各ディスクの容量（Per Disk Cap）]フィールド

最小限必要なブロックサイズ（バイト単位）。[ブロックサイズ（Block Size）]フィールド

ユニット数。[ユニット（Units）]フィールド

c) [Next]をクリックします。

ステップ 13 [電源グループ認定（PowerGroupQualifications）]ページで、次の手順を実行して電源グループ認定をポリ
シーに追加するか、それらを追加しない場合は [次へ（Next）]をクリックします。
a) [電源グループ認定の追加（Add Power Group Qualifications）]チェックボックスをオンにします。
b) [電源グループ（Power Group）]ドロップダウンリストから、ポリシーに含める電源グループを選択し
ます。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 14 [ラック認定（RackQualifications）]ページで、次の手順を実行してラックマウントサーバ認定をポリシー
に追加するか、それらを追加しない場合は [次へ（Next）]をクリックします。
a) [ラック認定の追加（Add Rack Qualifications）]チェックボックスをオンにします。

   Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
182

Cisco UCS サーバプールとポリシーの設定
サーバプールポリシーの資格情報の作成



b) [最初のスロットID（First Slot ID）]フィールドに、このポリシーに関連付けられているサーバプール
が取得できる最初のラックマウントサーバ IDを入力します。
アダプタの条件を保存すると、このタイプは変更できなくなります。

c) [スロット数（Number of Slots）]フィールドに、プールに含めるラックマウントサーバスロットの合
計数を入力します。この場合、[最初のスロットID（First Slot ID）]フィールドで指定したサーバスロッ
トから数え始めます。

d) [Next]をクリックします。

ステップ 15 [サーバモデル認定（Server Model Qualifications）]ページで、次の手順を実行してラックマウントサーバ
認定をポリシーに追加するか、それらを追加しない場合は [次へ（Next）]をクリックします。
a) [サーバモデル認定の追加（Add Server Model Qualifications）]チェックボックスをオンにします。
b) [モデル(正規表現)（Model(RegEx)）]フィールドに、サーバモデル PIDが一致する必要がある正規表
現を入力します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 16 [送信（Submit）]をクリックします。

サーバプールポリシーの概要
このポリシーはサーバディスカバリプロセス中に呼び出されます。これは、サーバプールポリ

シー資格情報により、サーバと、ポリシーで指定されたターゲットプールが一致した場合にどの

ような処理が行われるかを定義します。

サーバが複数のプールに適合したときに、これらのプールにサーバプールポリシーがあった場

合、このサーバはこれらすべてのプールに追加されます。

サーバプールポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーでは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在している必要があります。

• 1つ以上のサーバプール。
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•サーバプールポリシー資格情報（サーバをプールに自動的に追加する場合）。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [サーバプールポリシー（Server Pool Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [サーバプールポリシーの作成（CreateServerPoolPolicy）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を
入力します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

ポリシーに関連付けるサーバプールを選択します。[ターゲットプール（Target Pool）]ドロップダウン
リスト

ポリシーに関連付けるサーバプール資格情報ポリ

シーを選択します。

[認定（Qualification）]ドロップダウンリスト

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

vNIC/vHBA 配置ポリシー
vNIC/vHBA配置ポリシーは、次のことを決定するために使用されます。

•仮想ネットワークインターフェイス接続（vCon）をサーバ上の物理アダプタにマッピングす
る方法。

•各 vConに割り当てることのできる vNICまたは vHBAのタイプ。

各vNIC/vHBA配置ポリシーには、物理アダプタの仮想表現であるvConが含まれます。vNIC/vHBA
配置ポリシーがサービスプロファイルに割り当てられ、サービスプロファイルがサーバに関連付

けられると、vNIC/vHBA配置ポリシー内の vConが物理アダプタに割り当てられ、vNICおよび
vHBAがそれらの vConに割り当てられます。
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1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合は、Cisco UCSはすべての vConをそ
のアダプタに割り当てます。4つのアダプタを持つサーバの場合は、CiscoUCSは vCon1をアダプ
タ 1に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をアダプタ 3に、vCon4をアダプタ 4に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、CiscoUCSは、
サーバのタイプと選択された仮想スロットマッピングスキーム（[ラウンドロビン（RoundRobin）]
または [線形順序（Linear Ordered）]）に基づいて vConを割り当てます。使用可能なマッピング
スキームの詳細については、vConのアダプタへの配置, （185ページ）を参照してください。

Cisco UCSは、vConの割り当て後、vNICと vHBAを各 vConの [選択プリファレンス（Selection
Preference）]に基づいて割り当てます。これは、次のいずれかになります。

• [すべて（All）]：設定されたすべてのvNICとvHBAは、明示的な割り当て、割り当て解除、
動的のいずれかで vConに割り当てられます。これがデフォルトです。

• [割り当てのみ（AssignedOnly）]：vNICsと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があり
ます。サービスプロファイルや vNICまたは vHBAのプロパティにより、明示的に割り当て
ることができます。

• [動的を除く（ExcludeDynamic）]：動的な vNICや vHBAを vConに割り当てることはできま
せん。vConは静的な vNICと vHBAに使用可能で、割り当て解除または明示的な割り当てを
行います。

• [割り当て解除を除く（ExcludeUnassigned）]：割り当て解除された vNICや vHBAを vConに
割り当てることはできません。vConは動的な vNICや vHBAの他、明示的に割り当てられた
静的な vNICや vHBAに使用できます。

• [usNICを除く（Exclude usNIC）]：Cisco usNICを vConに割り当てることはできません。vCon
は、設定されているその他のすべての vNICと vHBAに対しては使用可能です。これらの
vNICと vHBAが明示的に割り当てられているか、割り当て解除されているか、または動的
かどうかは関係ありません。

[usNICを除く（Exclude usNIC）]に設定されている vConに明示的に割り当て
られている SRIOV usNICは、引き続きその vConに割り当てられたままにな
ります。

（注）

vNIC/vHBA配置ポリシーをサービスプロファイルに含めない場合、Cisco UCSはデフォルトで、
vConマッピングスキームを [ラウンドロビン（Round Robin）]、vNIC/vHBA選択プリファレンス
を [すべて（All）]に設定し、各アダプタの機能と相対的な処理能力に基づいて vNICと vHBAを
アダプタに配布します。

vCon のアダプタへの配置
CiscoUCSは、サービスプロファイル内のすべての vConをサーバ上の物理アダプタにマッピング
します。マッピングの実行方法、およびサーバ内の特定のアダプタへのvConの割り当て方法は、
次の条件によって決まります。
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•サーバのタイプ。2つのアダプタカードを搭載した N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレー
ドサーバは、他のサポートされるラックサーバまたはブレードサーバとは異なるマッピン

グスキームを使用します。

•サーバ内のアダプタの数。

• vNIC/vHBA配置ポリシー内の仮想スロットマッピングスキームの設定（該当する場合）。

vNICおよび vHBAを vConに割り当てるための vNIC/vHBA選択環境設定を設定するときは、こ
の配置を検討する必要があります。

vConのアダプタへの配置は、アダプタの PCIEスロット番号とは関係ありません。vConの配
置のために使用されるアダプタ番号は、アダプタの PCIEスロット番号ではなく、サーバ検出
中にそれらに割り当てられる IDです。

（注）

N20-B6620-2 および N20-B6625-2 ブレードサーバでの vCon のアダプタへの配置
N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバの場合は、2つのアダプタを左から右に、vCon
を右から左に数えます。これらのブレードサーバの 1台が 1つのアダプタを持つ場合は、Cisco
UCSがすべての vConをそのアダプタに割り当てます。サーバが 2つのアダプタを持つ場合は、
vConの割り当ては仮想スロットマッピングスキームに基づいて行われます。

• [ラウンドロビン（Round Robin）]：Cisco UCSは vCon2と vCon4をアダプタ 1に、vCon1と
vCon3をアダプタ 2に割り当てます。これがデフォルトです。

• [線形順序（LinearOrdered）：Cisco UCSは vCon3と vCon4をアダプタ 1に、vCon1と vCon2
をアダプタ 2に割り当てます。

vCon のアダプタへの配置（他のすべてのサポート対象サーバの場合）
N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバに加え、Cisco UCSによりサポートされるその
他すべてのサーバでは、vConの割り当ては、サーバに搭載されるアダプタ数と仮想スロットマッ
ピングスキームに応じて異なります。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合は、Cisco UCSはすべての vConをそ
のアダプタに割り当てます。4つのアダプタを持つサーバの場合は、CiscoUCSは vCon1をアダプ
タ 1に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をアダプタ 3に、vCon4をアダプタ 4に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、CiscoUCSは、
選択した仮想スロットマッピングスキーム（[ラウンドロビン（Round Robin）]または [線形順序
（Linear Ordered）]）に基づいて vConsを割り当てます。
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表 2：ラウンドロビンマッピングスキームを使用した vCon のアダプタへの配置

vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ1アダプタ2アダプタ12

アダプタ2アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

[ラウンドロビン（Round Robin）]はデフォルトのマッピングスキームです。

表 3：線形順序マッピングスキームを使用した vCon のアダプタへの配置

vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ2アダプタ1アダプタ12

アダプタ3アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

Cisco UCS B440 M2ブレードサーバに搭載された 2つのアダプタで vConポリシーを使用して
いる場合は、次のマッピングに注意してください。

（注）

•最初に vCon 2からアダプタ 1へのマッピング

• 2番目に vCon 1からアダプタ 2へのマッピング

vNIC/vHBA の vCon への割り当て
Cisco UCSには、vNIC/vHBA配置ポリシーを使用して vNICおよび vHBAを vConに割り当てるオ
プションが 2つあります。つまり、明示的割り当てと暗黙的割り当てです。
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vNIC および vHBA の明示的割り当て

明示的割り当てでは、vConを指定してから、vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタを指定し
ます。この割り当てオプションは、サーバ上のアダプタ間への vNICおよび vHBAの配布方法を
決定する必要がある場合に使用します。

明示的割り当ての場合に、vConと関連付けられる vNICおよび vHBAを設定するには、次の手順
を実行します。

• vCon設定を任意の使用可能なオプションに設定します。vConは、vNIC/vHBA配置ポリシー
を使用して設定するか、サーバに関連付けられているサービスプロファイルで設定できま

す。vConで [すべて（All）]が設定されている場合でも、vNICまたは vHBAをその vConに
明示的に割り当てることができます。

• vNICおよび vHBAを vConに割り当てます。この割り当ては、vNICまたは vHBAの仮想ホ
ストインターフェイス配置プロパティを使用して行うか、またはサーバに関連付けられてい

るサービスプロファイルで設定できます

vNICまたは vHBAを、当該タイプの vNICまたは vHBA用に設定されていない vConに割り当て
ようとすると、設定エラーを示すメッセージが表示されます。

サービスプロファイルの関連付け中に、Cisco UCSは、設定済みの vNICおよび vHBAの割り当
てを、サーバ内の物理的なアダプタ数および機能と比較して検証し、その後でポリシー内の設定

に従って vNICおよび vHBAを割り当てます。負荷分散は、このポリシー内で設定された vConお
よびアダプタへの明示的な割り当てを元にして実行されます。

1つ以上の vNICまたは vHBAの割り当てがアダプタでサポートされない場合、Cisco UCSは、
サービスプロファイルに対する障害を発生させます。

vNIC および vHBA の暗黙的割り当て

暗黙的割り当てでは、Cisco UCSは vConを決定した後で、アダプタの機能とそれらの相対的な処
理能力に基づいてvNICまたはvHBAを割り当てるアダプタを決定します。この割り当てオプショ
ンは、vNICまたはvHBAが割り当てられるアダプタがシステム設定で重要ではない場合に使用し
ます。

暗黙的割り当ての場合に vConを設定するには、次の手順を実行します。

• vCon設定を [すべて（All）]、[動的を除く（Exclude Dynamic）]、または [未割り当てを除く
（Exclude Unassigned）]に設定します。vConは、vNIC/vHBA配置ポリシーを使用して設定
するか、サーバに関連付けられているサービスプロファイルで設定できます。

• vCon設定を [割当済みのみ（Assigned Only）]にしないでください。この設定を使用して暗
黙的割り当てを実行することはできません。

• vNICまたは vHBAを vConに割り当てないでください。

サービスプロファイルの関連付け中に、Cisco UCSは、サーバ内の物理的なアダプタ数および機
能を検証し、必要に応じて vNICおよび vHBAを割り当てます。負荷分散はアダプタの機能に基
づいて実行され、vNICおよびvHBAの配置は、システムで決定された実際の順序に従って実行さ
れます。たとえば、1つのアダプタが他のアダプタより多くの vNICを処理できる場合、そのアダ
プタにより多くの vNICが割り当てられます。
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サーバに設定されている数の vNICおよび vHBAをアダプタでサポートできない場合、Cisco UCS
は、サービスプロファイルに対する障害を発生させます。

デュアルアダプタ環境での vNIC の暗黙的割り当て

各スロットにアダプタカードが搭載されたデュアルスロットサーバで暗黙的な vNIC割り当てを
使用する場合、Cisco UCSは通常 vNIC/vHBAを次のように割り当てます。

•サーバの両方のスロットに同じアダプタがある場合、Cisco UCSは、各アダプタに vNICと
vHBAを半分ずつ割り当てます。

•サーバに 1つの非 VICアダプタと 1つの VICアダプタがある場合、Cisco UCSは、2つの
vNICと 2つの vHBAを非 VICアダプタに割り当て、残りの vNICと vHBAを VICアダプタ
に割り当てます。

•サーバに 2つの異なる VICアダプタがある場合、Cisco UCSは、2つのアダプタの相対的な
処理能力に基づいて、vNICと vHBAを比例的に割り当てます。

次の例は、サポートされるアダプタカードのさまざまな組み合わせに対して、Cisco UCSが vNIC
と vHBAをどのように割り当てるのか、その一般的な方法を示しています。

• 4つの vNICと、2つの Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタ（それぞれ 2つの
vNIC）を搭載したサーバを設定する場合、Cisco UCSは 2つの vNICを各アダプタに割り当
てます。

• 50の vNICと、Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタ（2つの vNIC）および Cisco UCS M81KR
仮想インターフェイスカードアダプタ（128の vNIC）を搭載したサーバを設定する場合、
Cisco UCSは、2つの vNICを Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタに割り当て、48の vNICを
Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタに割り当てます。

• 150の vNICと、Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタ（128の vNIC）お
よび Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードアダプタ（256の vNIC）を搭載した
サーバを設定する場合、Cisco UCSは、50の vNICを Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードアダプタに割り当て、100の vNICを Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイス
カードアダプタに割り当てます。

ファブリックフェールオーバー用の vNICを設定した場合と、サーバ用に動的 vNICを設定し
た場合は、この暗黙的割り当ての例外が発生します。

（注）

vNICファブリックのフェールオーバーが含まれる設定で、1つのアダプタがvNICのフェールオー
バーをサポートしない場合、Cisco UCSは、ファブリックのフェールオーバーが有効になってい
るすべての vNICを、それらをサポートするアダプタに割り当てます。ファブリックのフェール
オーバー用に設定された vNICのみが設定に含まれる場合、それらをサポートしないアダプタに
割り当てられる vNICはありません。ファブリックのフェールオーバー用に設定された vNICと設
定されていない vNICがある場合、Cisco UCSは、すべてのフェールオーバー vNICを、それらを
サポートするアダプタに割り当て、上記の比率に従って、少なくとも 1つの非フェールオーバー
vNICを、それらをサポートしないアダプタに割り当てます。
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動的 vNICが含まれる設定の場合、同じ暗黙的割り当てが実行されます。Cisco UCSは、すべての
動的 vNICを、それらをサポートするアダプタに割り当てます。ただし、動的 vNICと静的 vNIC
の組み合わせを使用する場合は、少なくとも 1つの静的 vNICが動的 vNICをサポートしないアダ
プタに割り当てられます。

vNIC/vHBA 配置ポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [vNicまたはvHba配置ポリシー（vNIC/vHBA Placement Policies）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ネットワーク制御ポリシーの追加（Add Network Control Policy）]ダイアログボックスで、次のフィール
ドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ポリシーの一意の名前。[名前（Name）]フィールド
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説明[名前（Name）]

各仮想スロットの仮想ネットワークインターフェ

イスを選択します。次のいずれかになります。

• [すべて（All）]：設定されたすべてのvNICと
vHBAは、明示的な割り当て、割り当て解除、
動的のいずれかでvConに割り当てられます。
これがデフォルトです。

• [割り当てのみ（AssignedOnly）]：vNICsと
vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があ
ります。サービスプロファイルや vNICまた
は vHBAのプロパティにより、明示的に割り
当てることができます。

• [動的を除く（ExcludeDynamic）]：動的なvNIC
や vHBAを vConに割り当てることはできませ
ん。vConは静的な vNICと vHBAに使用可能
で、割り当て解除または明示的な割り当てを

行います。

• [割り当て解除を除く（ExcludeUnassigned）]：
割り当て解除された vNICや vHBAを vConに
割り当てることはできません。vConは動的な
vNICや vHBAの他、明示的に割り当てられた
静的な vNICや vHBAに使用できます。

• [usNICを除く（Exclude usNIC）]：Cisco usNIC
をvConに割り当てることはできません。vCon
は、設定されているその他のすべてのvNICと
vHBAに対しては使用可能です。これらのvNIC
と vHBAが明示的に割り当てられているか、
割り当て解除されているか、または動的かど

うかは関係ありません。

[usNICを除く（Exclude usNIC）]に
設定されている vConに明示的に割
り当てられているSRIOVusNICは、
引き続きその vConに割り当てられ
たままになります。

（注）

[仮想スロット（Virtual Slot）]ドロップダウンリス
ト

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
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配置ポリシー
配置ポリシーは、vConを選択して vNICおよび vHBAにマッピングできる Cisco UCS Directorポ
リシーです。選択する設定に応じて、システムで配置を自動的に実行するか、自分で配置を選択

するか、vNIC/vHBA配置ポリシーを使用して配置を決定することができます。

このポリシーは、vNICまたはvHBAをサーバ上の物理アダプタに割り当てます。各配置ポリシー
には、物理アダプタの仮想表現であるvCon（仮想ネットワークインターフェイス接続）が含まれ
ます。vNIC/vHBA配置ポリシーがサービスプロファイルに割り当てられ、サービスプロファイ
ルがサーバに関連付けられると、配置ポリシー内のvConが物理アダプタに割り当てられます。ア
ダプタが 1つだけのサーバの場合、両方の vConがアダプタに割り当てられます。アダプタが 2つ
のサーバの場合、1つの vConが各アダプタに割り当てられます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

配置ポリシーの作成

はじめる前に

配置ポリシーを作成する前に、『Cisco UCS Manager configuration guides』に記載されている
vNIC/vHBA配置ポリシーのガイドラインを確認し、選択によってどのような影響があるかを理解
しておいてください。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャポリシー（Physical Infrastructure
Policies）] > [UCSマネージャ（UCS Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [配置ポリシー（Placement Policy）]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [配置ポリシーの追加（AddPlacementPolicy）]ウィザードの [配置ポリシーの詳細（PlacementPolicyDetails）]
画面で、次の手順を実行します。

a) [ポリシー名（Policy Name）]フィールドに、ポリシーの一意の名前を入力します。
b) [ポリシーの説明（Policy Description）]フィールドに、このポリシーの説明を入力します。
c) [UCSアカウント名（UCSAccountName）]ドロップダウンリストから、このポリシーを追加するCisco

UCS Managerアカウントを選択します。
d) [UCS Organizationの名前（UCS Organization Name）]ドロップダウンリストから、このポリシーを追加
する Cisco UCS組織を選択します。

e) [ストレージポリシー（StoragePolicy）]ドロップダウンリストから、このポリシーに適用するストレー
ジポリシーを選択します。

f) [ネットワークポリシー（Network Policy）]ドロップダウンリストから、このポリシーに適用するネッ
トワークポリシーを選択します。
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g) [配置タイプの選択（Select Placement Type）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプション
を選択します。

• [システムによる配置実行（Let System Perform Placement）]：CiscoUCSDirectorが、vNICと vHBA
の最適な配置を決定します。このオプションを選択した場合は、ステップ 6に進みます。

• [手動配置（Manual Placement）]：各 vConの仮想ネットワークインターフェイスプリファレンス
を手動で選択します。このオプションを選択した場合は、ステップ 5に進みます。

• [配置ポリシーの選択（Select Placement Policy）]：選択した vNICと vHBAの配置ポリシーが、
vNICとvHBAの配置を決定します。このオプションを選択した場合は、[vNIC/vHBA配置ポリシー
の選択（Select vNIC/vHBA Placement Policy）] ドロップダウンリストからポリシーを選択し、ス
テップ 6に進みます。

ステップ 5 手動配置オプションを選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [仮想ネットワークインターフェイスの選択の基本設定（Virtual Network Interface Selection Preference）]
領域で、各 vConのドロップダウンリストから次のオプションのいずれかを選択します。

• [すべて（All）]：設定されたすべてのvNICとvHBAは、明示的な割り当て、割り当て解除、動的
のいずれかで vConに割り当てられます。これがデフォルトです。

• [割り当てのみ（AssignedOnly）]：vNICsとvHBAをvConに明示的に割り当てる必要があります。
サービスプロファイルや vNICまたは vHBAのプロパティにより、明示的に割り当てることがで
きます。

• [動的を除く（ExcludeDynamic）]：動的なvNICやvHBAをvConに割り当てることはできません。
vConは静的な vNICと vHBAに使用可能で、割り当て解除または明示的な割り当てを行います。

• [割り当て解除を除く（ExcludeUnassigned）]：割り当て解除された vNICや vHBAを vConに割り
当てることはできません。vConは動的な vNICや vHBAの他、明示的に割り当てられた静的な
vNICや vHBAに使用できます。

• [usNICを除く（Exclude usNIC）]：Cisco usNICを vConに割り当てることはできません。vConは、
設定されているその他のすべてのvNICとvHBAに対しては使用可能です。これらのvNICとvHBA
が明示的に割り当てられているか、割り当て解除されているか、または動的かどうかは関係あり

ません。

[usNICを除く（Exclude usNIC）]に設定されている vConに明示的に割り当てられてい
る SRIOV usNICは、引き続きその vConに割り当てられたままになります。

（注）

b) [Next]をクリックします。
c) [仮想インターフェイスの選択（vNIC/vHBA）（Select Virtual Interface (vNIC/vHBA)）]ドロップダウン
リストから、vNICまたは vHBAを選択します。

d) [追加（Add）]をクリックします。
e) [仮想ネットワークインターフェイスへの割り当て（Assign to Virtual Network Interface）]ドロップダウ
ンリストから、vNICまたは vHBAを配置する vConを選択します。

f) 5c～ 5eのステップを繰り返して、すべての vNICと vHBAを配置します。
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g) [次へ（Next）]をクリックして、ステップ 6を実行します。

ステップ 6 [配置ポリシーの追加（AddPlacementPolicy）]ウィザードの [仮想インターフェイスの順序（Virtual Interface
Order）]画面で、次の手順を実行します。
a) [仮想ネットワークインターフェイス（Virtual Network Interface）]表で、vHBAと vNICの順序を確認し
ます。

b) 必要に応じて、vNICまたは vHBAのチェックボックスをオンにして、次のオプションの 1つ以上を選
択し、インターフェイスの順序を設定します。

• [上に移動（Move UP）]または [下に移動（Move DOWN）]ボタンをクリックし、vNICと vHBA
の順序を移動します。

• [仮想インターフェイスの順序（Virtual Interface Order）]ドロップダウンリストから数値を選択
し、順序を設定します。

ステップ 7 配置の設定が完了したら、[送信（Submit）]をクリックします。
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第 8 章

サービスプロファイルの設定

この章は、次の項で構成されています。

• [サービスプロファイル（Service Profiles）], 195 ページ

• サービスプロファイルテンプレート, 196 ページ

• サービスプロファイルの作成, 196 ページ

• サービスプロファイルテンプレートの作成, 199 ページ

• サービスプロファイルの管理, 202 ページ

• サービスプロファイルテンプレートの管理, 208 ページ

[サービスプロファイル（Service Profiles）]
サービスプロファイルは、Cisco UCSの中心的な概念です。個々のサービスプロファイルには、
特別な目的、つまり関連するサーバハードウェアで、ホストするアプリケーションのサポートに

必要な設定が行われていることを保証する役割があります。サービスプロファイルは、サーバ

ハードウェア、インターフェイス、ファブリックの接続性、サーバおよびネットワークの IDに関
する設定情報を維持します。

すべてのアクティブなサーバにサービスプロファイルを関連付ける必要があります。

Cisco UCSManagerアカウントの [サービスプロファイル（Service Profiles）]タブをクリックし
て、サービスプロファイルを表示できます。

（注）

どのようなときでも、1台のサーバに 1つのサービスプロファイルだけを関連付けられます。
同様に、1つのサービスプロファイルは、一度にサーバ 1つだけに関連付けられます。

（注）
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サービスプロファイルとサーバとの関連付けを形成すると、このサーバにオペレーティングシス

テムとアプリケーションをインストールできるようになります。また、サービスプロファイルを

使用して、サーバの設定を確認することができます。サービスプロファイルとの関連付けを形成

しているサーバで不具合が発生しても、サービスプロファイルが自動的に別のサーバにフェール

オーバーすることはありません。

サービスプロファイルとサーバとの関連付けが解除されると、このサーバの IDおよび接続情報
は、工場出荷時のデフォルトにリセットされます。

サービスプロファイルのタイプや使用に関するガイドラインなど、サービスプロファイルの詳細

については、『Cisco UCS Manager configuration guides』を参照してください。

サービスプロファイルテンプレート
サービスプロファイルテンプレートを使用して、vNICや vHBAの個数などの同じ基本パラメー
タ、および同じプールから取得された ID情報を使ってすばやく複数のサービスプロファイルを
作成できます。

たとえば、データベースソフトウェアをホストするサーバの設定に、類似した値を持つ数個の

サービスプロファイルが必要である場合、手動、または既存のサービスプロファイルから、サー

ビスプロファイルテンプレートを作成できます。その後、このテンプレートを使用して、サービ

スプロファイルを作成します。

Cisco UCSは、次のタイプのサービスプロファイルテンプレートをサポートします。

初期テンプレート

初期テンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパティをす

べて継承します。しかし、プロファイルの作成後は、テンプレートへの接続が失われます。

このテンプレートから作成された1つ以上のプロファイルを変更する必要がある場合は、こ
れらのプロファイルを個別に変更します。

アップデートテンプレート

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパ

ティをすべて継承し、そのテンプレートへの接続をそのまま保持します。アップデートテ

ンプレートを変更すると、このテンプレートから作成されたサービスプロファイルが自動

的にアップデートされます。

サービスプロファイルの作成
Cisco UCS Managerアカウントの [サービスプロファイル（Service Profiles）]タブでも、サービス
プロファイルを作成できます。
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はじめる前に

最低でも、サービスプロファイルに必要な次のプールとポリシーが Cisco UCS Managerアカウン
トに存在している必要があります。

• UUIDプール

•ストレージポリシー

•ネットワークポリシー

•ブートポリシー

Cisco UCSDirectorには、ホストファームウェアパッケージを作成できません。サービスプロ
ファイルにこのポリシーを取り入れたい場合は、Cisco UCS Managerアカウントからインポー
トします。

（注）

サービスプロファイルに含めるその他のポリシーは、オプションとなります。ただし、開始する

前に、[サービスプロファイルの作成（Create ServiceProfile）]ダイアログボックスを確認し、サー
ビスプロファイルに含めたいポリシーがすべて作成されているかどうかを確認することをお勧め

します。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 [サービスプロファイル（Service Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [サービスプロファイルの作成（Create Service Profile）]ダイアログボックスに、サービスプロファイルの
一意の名前と説明を入力します。

ステップ 6 次のドロップダウンリストから、このサービスプロファイルに含める組織、プールとポリシーを選択し

ます。

• [組織（Organization）]：必須項目です。サービスプロファイルを作成する組織。

• [UUIDの割り当て（UUIDAssignment）]：必須項目です。このポリシーを選択すると、サーバのUUID
を指定できます。

• [ストレージポリシー（StoragePolicy）]：必須項目です。このポリシーを選択すると、サーバのSAN
接続を指定できます。

• [PXEネットワークポリシー（PXE Network Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、
サーバを LANに接続できます。

• [配置ポリシー（Placement Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバの vNIC、
vHBA、vConの配置を指定できます。
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• [PXEブートポリシー（PXE Boot Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバで
PXEブートを実行できます。このポリシーのセカンダリブートは、ローカルディスクまたは SAN
ブートにする必要があります。このポリシーを選択しない場合は、ブート順序の決定時にブレードの

ブートポリシーが使用されます。

• [ブレードのブートポリシー（BladeBootPolicy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サー
バのブート順序を決定できます。

• [BIOSポリシー（BIOS Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバの BIOSのデ
フォルト設定を変更できます。

• [IPMIアクセスプロファイル（IPMI Access Profile）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、
IPMI経由でサーバにアクセスできます。

• [SOL設定プロファイル（SOL Configuration Profile）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、
Serial over LAN経由でサーバにアクセスできます。

• [管理 IPアドレス（Management IPAddress）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバの
アウトバンドおよびインバンド管理 IPアドレスを指定できます。

[アウトバンド IPv4（Outband IPv4）]を選択した場合は、スタティック管理 IPアドレスポリシーま
たはプール管理 IPアドレスポリシーのいずれかを指定します。スタティックポリシーを選択した場
合は、IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイの詳細を入力します。プールポリ
シーを選択した場合は、アウトバンドプール名を選択します。

[インバンド（Inband）]を選択した場合は、IPv4または IPv6の管理 IPアドレススタティックポリ
シーを指定します。スタティックポリシーに IPv4を選択した場合は、IPアドレス、サブネットマス
ク、デフォルトゲートウェイの詳細を入力します。スタティックポリシーに IPv6を選択した場合
は、IPアドレス、プレフィックス、デフォルトゲートウェイの詳細を入力します。

• [しきい値ポリシー（Threshold Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバのしき
い値を指定できます。

• [スクラビングポリシー（ScrubPolicy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、検出時や関連
付け解除時のサーバのローカルデータや BIOS設定に対する動作を指定できます。

• [ホストファームウェアポリシー（Host FirmwarePolicy）]：任意項目です。このポリシーを選択する
と、ホストファームウェアパッケージを使用して、サーバファームウェアをアップグレードできま

す。

• [メンテナンスポリシー（Maintenance Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、この
サービスプロファイルにサーバのリブートが必要な変更が加えられた際の動作を指定できます。

• [電源制御ポリシー（Power Control Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サービス
プロファイルをブレードサーバと関連付けて、サーバの初期電源割り当てを指定できます。

ステップ 7 [サーバ電力消費状態（Server Power State）]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択して、この
サービスプロファイルに関連付けられた場合にサーバに適用する電源の状態を設定します。

• [ダウン（Down）]：プロファイルがサーバに関連付けられる前はサーバの電源を切断しておく場合
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• [アップ（Up）]：プロファイルがサーバに関連付けられる前にサーバの電源を投入しておく場合

ステップ 8 [仮想メディア（vMedia）ポリシー（vMediaPolicy）]ドロップダウンリストから、仮想メディア（vMedia）
ポリシーを選択します。

ステップ 9 [ストレージプロファイル（Storage Profile）]選択リストから、ストレージプロファイルのチェックボッ
クスをオンにして、[選択（Select）]をクリックします。

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートの作成

はじめる前に

最低でも、サービスプロファイルテンプレートに必要な次のプールとポリシーが Cisco UCS
Managerアカウントに存在している必要があります。

• UUIDプール

•ストレージポリシー

•ネットワークポリシー

•ブートポリシー

Cisco UCSDirectorには、ホストファームウェアパッケージを作成できません。サービスプロ
ファイルテンプレートにこのポリシーを取り入れたい場合は、Cisco UCS Managerアカウント
からインポートする必要があります。

（注）

サービスプロファイルテンプレートに含めるその他のポリシーは、オプションとなります。ただ

し、開始する前に、[サービスプロファイルテンプレートの作成（Create Service Profile Template）]
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ダイアログボックスを確認し、サービスプロファイルテンプレートに含めたいポリシーがすべて

作成されているかどうかを確認することをお勧めします。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [サービスプロファイルのテンプレート（Service Profile Templates）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [サービスプロファイルテンプレートの作成（Create Service Profile Template）]ダイアログボックスに、テ
ンプレートの一意の名前と説明を入力します。

ステップ 8 [タイプ（Type）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。

• [初期テンプレート（InitialTemplate）]：テンプレートが変更されても、このテンプレートから作成さ
れたサービスプロファイルはアップデートされません。

• [テンプレートの更新（Updating Template）]：テンプレートが変更されると、このテンプレートから
作成されたサービスプロファイルがアップデートされます。

ステップ 9 次のドロップダウンリストから、このテンプレートに含めるプールとポリシーを選択します。

• [UUIDの割り当て（UUIDAssignment）]：必須項目です。このポリシーを選択すると、サーバで使用
する UUIDプールを指定できます。

• [ストレージポリシー（StoragePolicy）]：必須項目です。このポリシーを選択すると、サーバのSAN
接続を指定できます。

• [ネットワークポリシー（Network Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバを
LANに接続できます。

• [配置ポリシー（Placement Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバの vNIC、
vHBA、vConの配置を指定できます。

• [ブレードのブートポリシー（BladeBootPolicy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サー
バのブート順序を決定できます。

• [BIOSポリシー（BIOS Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバの BIOSのデ
フォルト設定を変更できます。

• [IPMIアクセスプロファイル（IPMI Access Profile）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、
IPMI経由でサーバにアクセスできます。

• [SOL設定プロファイル（SOL Configuration Profile）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、
Serial over LAN経由でサーバにアクセスできます。

• [管理 IPアドレス（Management IPAddress）]：オプション。このポリシーを選択すると、サーバのア
ウトバンドおよびインバンド管理 IPアドレスを指定できます。
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[アウトバンド IPv4（Outband IPv4）]を選択した場合は、プール管理 IPアドレスポリシーを指定で
きます。プールポリシーを選択した場合は、アウトバンドプール名を選択する必要があります。

[インバンド（Inband）]を選択した場合は、IPv4または IPv6の管理 IPアドレスポリシーを選択する
必要があります。プールポリシーを選択した場合は、インバンドプール名を選択する必要がありま

す。

• [しきい値ポリシー（Threshold Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サーバのしき
い値を指定できます。

• [スクラビングポリシー（ScrubPolicy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、検出時や関連
付け解除時のサーバのローカルデータや BIOS設定に対する動作を指定できます。

• [ホストファームウェアパッケージ（Host Firmware Package）]：任意項目です。このポリシーを選択
すると、ホストファームウェアパッケージを使用して、サーバファームウェアをアップグレードで

きます。

• [メンテナンスポリシー（MaintenancePolicy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、このテ
ンプレートから作成されたサービスプロファイルに、サーバのリブートが必要な変更が加えられた

際の動作を指定できます。

• [電源制御ポリシー（Power Control Policy）]：任意項目です。このポリシーを選択すると、サービス
プロファイルをブレードサーバと関連付けて、サーバの初期電源割り当てを指定できます。

ステップ 10 [仮想メディア（vMedia）ポリシー（vMediaPolicy）]ドロップダウンリストから、仮想メディア（vMedia）
ポリシーを選択します。

ステップ 11 [ストレージプロファイル（Storage Profile）]選択リストから、ストレージプロファイルのチェックボッ
クスをオンにして、[選択（Select）]をクリックします。

ステップ 12 [サーバの電力状態（Server Power State）]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択して、このテ
ンプレートから作成されたサービスプロファイルに関連付けられた場合にサーバに適用される電源の状態

を設定します。

• [ダウン（Down）]：プロファイルがサーバに関連付けられる前はサーバの電源を切断しておく場合

• [アップ（Up）]：プロファイルがサーバに関連付けられる前にサーバの電源を投入しておく場合

ステップ 13 [送信（Submit）]をクリックします。
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サービスプロファイルの管理

サービスプロファイルからのテンプレートの作成

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[サービスプロファイル（Service Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブル内で、サービスプロファイルテンプレートの作成元とするサービスプロファイルの行をクリッ

クします。

ステップ 5 [テンプレートの作成（Create Template）]をクリックします。

ステップ 6 [テンプレートの作成（Create Template）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [サービスプロファイルのテンプレート名]フィールドに、テンプレートの一意の名前を入力します。
b) [タイプ（Type）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。

• [初期テンプレート（Initial Template）]：テンプレートが変更されても、このテンプレートから作
成されたサービスプロファイルはアップデートされません。

• [テンプレートの更新（UpdatingTemplate）]：テンプレートが変更されると、このテンプレートか
ら作成されたサービスプロファイルがアップデートされます。

c) [組織（Organization）]ドロップダウンリストで、サービスプロファイルテンプレートの組織を選択し
ます。

d) [送信（Submit）]をクリックします。

サービスプロファイルの名前の変更

サービスプロファイルの名前を変更すると、次のことが起こります。

•サービスプロファイルの以前の名前を参照するイベントログと監査ログは、その名前のま
ま保持されます。

•名前変更の操作を記録する、新しい監査データが作成されます。

•サービスプロファイルの以前の名前で生じたすべての障害データは、新しいサービスプロ
ファイル名に転送されます。

   Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
202

サービスプロファイルの設定

サービスプロファイルの管理



保留中の変更があるサービスプロファイルの名前は変更できません。（注）

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[サービスプロファイル（Service Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 名前を変更するサービスプロファイルのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [名前の変更（Create Rename）]をクリックします。

ステップ 6 [名前の変更（Rename）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [新しいSP名]フィールドに、テンプレートの一意の名前を入力します。
b) 必要な場合は、次のいずれかまたは両方のチェックボックスをオンにします。

説明[名前（Name）]

サービスプロファイルを参照しているどのワークフローを新しい

サービスプロファイル名で更新するかを選択できます。

このチェックボックスをオンにしない場合、どのワークフローも

新しいサービスプロファイル名で更新されません。

[対象のワークフロー（Affected
Workflows）]

サービスプロファイルを参照しているどの SRを新しいサービス
プロファイル名で更新するかを選択できます。

このチェックボックスをオンにしない場合、どのSRも新しいサー
ビスプロファイル名で更新されません。

[影響を受けるSR（Affected
SRs）]

c) [送信（Submit）]をクリックします。

サービスプロファイルの複製

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[サービスプロファイル（Service Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 複製するサービスプロファイルの表の列をクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンメニューボタンをクリックし、[複製（Clone）]を選択します。

ステップ 6 [サービスプロファイルの複製（Clone Service Profile）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
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a) [名前（Name）]フィールドに、複製するサービスプロファイルの一意の名前を入力します。
b) [組織（Organization）]ドロップダウンリストから、複製するサービスプロファイルの組織を選択しま
す。

c) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 7 作成したサービスプロファイルに移動し、すべてのオプションが正しいことを確認します。

サービスプロファイルとサーバの関連付け

アカウントの [サービスプロファイル（Service Profiles）]タブでも、Cisco UCS Managerサービス
プロファイルをサーバと関連付けることができます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 サービスプロファイルと関連付けるサーバの表の列をクリックします。

ステップ 5 [関連付け（Associate）]をクリックします。

ステップ 6 [関連付けられたサーバ（AssociateServer）]ダイアログボックスで、[選択（Select）]をクリックします。

ステップ 7 [選択（Select）]ダイアログボックスで、サーバと関連付けるサービスのチェックボックスをオンにし、
[選択（Select）]をクリックします。

ステップ 8 [関連付け（Associate）]をクリックします。
Cisco UCS Directorが Cisco UCS Managerに要求を送信し、サービスプロファイルをサーバと関連付けま
す。

関連付けのステータスを示す経過表示バーが表示されます。[閉じる（Close）]をクリックすると、進行状
況インジケータを閉じて別のページに移動できます。この進行状況インジケータを閉じても、関連付けプ

ロセスには影響はありません。
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サービスプロファイルとサーバプールの関連付け

はじめる前に

1台以上の使用可能なサーバを含む 1つ以上のサーバプールを作成します。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[サービスプロファイル（Service Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 サーバプールと関連付けるサービスプロファイルの表の列をクリックします。

ステップ 5 [関連付け（Associate）]をクリックします。

ステップ 6 [サービスプロファイルと関連付けるサーバまたはサーバプールの選択（Select Server or Server Pool to
Associate your Service Profile）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [関連付けの対象（Associate With）]ドロップダウンリストから、[サーバプール（Server Pool）]を選
択します。

b) [サーバプール（Server Pool）]フィールドで、[選択（Select）]ボタンを選択します。
c) [選択（Select）]ダイアログボックスで、サーバプロファイルと関連付けるサーバプールのチェック
ボックスをオンにし、[選択（Select）]をクリックします。

d) [関連付け（Associate）]をクリックします。
Cisco UCS Directorはサービスプロファイルをサーバプールに関連付けるためのリクエストを Cisco
UCS Managerに送信します。

関連付けのステータスを示す経過表示バーが表示されます。[閉じる（Close）]をクリックすると、進
行状況インジケータを閉じて別のページに移動できます。この進行状況インジケータを閉じても、関

連付けプロセスには影響はありません。

サービスプロファイルとサーバの関連付け解除

サービスプロファイルの関連付けを解除すると、Cisco UCS Directorはサービスプロファイルの
関連付けを解除するためのリクエストを Cisco UCS Managerに送信します。Cisco UCS Manager
は、サーバ上のオペレーティングシステムのシャットダウンを試行します。ある程度の時間が経
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過してもオペレーティングシステムがシャットダウンされない場合は、Cisco UCS Managerによ
り、サーバが強制的にシャットダウンされます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 サービスプロファイルからの関連付けを解除するサーバのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [関連付け解除（Disassociate）]をクリックします。

ステップ 6 [サーバの関連付け解除（Disassociate Server）]ダイアログボックスで、[関連付け解除（Disassociate）]を
クリックします。

関連付け解除タスクのステータスを示す経過表示バーが表示されます。[閉じる（Close）]をクリックする
と、進行状況インジケータを閉じて別のページに移動できます。この進行状況インジケータを閉じても、

関連付け解除プロセスには影響はありません。

Cisco UCS Directorグループへのサービスプロファイルの割り当て

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[サービスプロファイル（Service Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 グループに割り当てるサービスプロファイルの表の列をクリックします。

ステップ 5 [グループの割り当て（Assign Group）]をクリックします。

ステップ 6 [グループの選択（Select Group）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [グループ（Group）]ドロップダウンリストから、Cisco UCS Directorサービスプロファイルを割り当
てるグループを選択します。

b) [ラベル（Label）]フィールドに、サービスプロファイルを示すラベルを入力します。
c) [送信（Submit）]をクリックします。
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Cisco UCS Directorグループからのサービスプロファイルの割り当て解
除

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[サービスプロファイル（Service Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 Cisco UCS Directorグループからの割り当てを解除するサービスプロファイルのテーブル内の行をクリッ
クします。

ステップ 5 [グループの割り当て解除（Unassign Group）]をクリックします。

ステップ 6 [グループの割り当て解除（Unassign Group）]ダイアログボックスで、[割り当て解除（Unassign）]をク
リックします。

サービスプロファイルのインベントリ収集のリクエスト

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[サービスプロファイル（Service Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 インベントリ収集をリクエストするサービスプロファイルのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンメニューボタンをクリックし、[インベントリ収集のリクエスト（Request Inventory
Collection）]を選択します。

ステップ 6 [インベントリ収集のリクエスト（Request InventoryCollection）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]
をクリックします。

Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
207

サービスプロファイルの設定

Cisco UCS Directorグループからのサービスプロファイルの割り当て解除



サービスプロファイルテンプレートの管理

テンプレートからのサービスプロファイルの作成

1つのサービスプロファイルテンプレートから最大 255のサービスプロファイルを作成できま
す。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 サービスプロファイルを作成するサービスプロファイルテンプレートのある組織をクリックし、[詳細の
表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [サービスプロファイルのテンプレート（Service Profile Templates）]タブをクリックします。

ステップ 6 サービスプロファイルを作成するサービスプロファイルテンプレートの表の列をクリックします。

ステップ 7 [サービスプロファイルの作成（Create Service Profile）]をクリックします。

ステップ 8 [サービスプロファイルの作成（Create Service Profile）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [サービスプロファイル名のプレフィックス（Service Profile Name Prefix）]フィールドに、作成する各
サービスプロファイルの名前に追加する一意のプレフィックスを入力します。

b) [サービスプロファイル数（Number of Service Profiles）]フィールドに、作成するサービスプロファイ
ルの数を入力します。

作成可能なサービスプロファイルの数は、1～ 255までです。

c) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 9 作成したサービスプロファイルを表示するには、次の手順を実行します。

a) [戻る（Back）]をクリックして、[組織（Organizations）]タブに戻ります。
b) [サービスプロファイル（Service Profiles）]タブをクリックします。
c) [更新（Refresh）]をクリックします。

[サービスプロファイル（Service Profiles）]表の[テンプレートインスタンス（Template Instance）]列に、
サービスプロファイルを作成したテンプレートの一覧が表示されます。
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サービスプロファイルテンプレートの複製

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織をクリックして [詳細の表示（View Details）] をクリックします。

ステップ 5 [サービスプロファイルのテンプレート（Service Profile Templates）]タブをクリックします。

ステップ 6 複製するサービスプロファイルテンプレートの表の列をクリックします。

ステップ 7 [複製（Clone）]をクリックします。

ステップ 8 [サービスプロファイルテンプレートの複製（Clone Service Profile Template）]ダイアログボックスで、次
の手順を実行します。

a) [名前（Name）]フィールドに、複製するサービスプロファイルテンプレートの一意の名前を入力しま
す。

b) [組織（Organization）]ドロップダウンリストから、複製するサービスプロファイルテンプレートの組
織を選択します。

c) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 9 作成したサービスプロファイルテンプレートに移動し、すべてのオプションが正しいことを確認します。

サービスプロファイルテンプレートとサーバプールの関連付け

はじめる前に

1台以上の使用可能なサーバを含む 1つ以上のサーバプールを作成します。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 関連付けるサービスプロファイルのある組織をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックし
ます。

ステップ 5 [サービスプロファイルのテンプレート（Service Profile Templates）]タブをクリックします。

ステップ 6 サーバプールと関連付けるサービスプロファイルテンプレートの表の列をクリックします。

ステップ 7 [関連付け（Associate）]をクリックします。

ステップ 8 [サービスプロファイルと関連付けるサーバまたはサーバプールの選択（Select Server or Server Pool to
Associate your Service Profile）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
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a) [サーバプール（Server Pool）]ボタンをクリックします。
b) [選択（Select）]ダイアログボックスで、サービスプロファイルテンプレートと関連付けるサーバプー
ルの 1つまたは複数のチェックボックスをオンにし、[選択（Select）]をクリックします。

c) [サーバプールポリシーの認定（Server Pool Policy Qualification）]ボタンをクリックします。
d) [選択（Select）]ダイアログボックスで、サーバプールポリシーの認定の 1つまたは複数のチェック
ボックスをオンにし、[選択（Select）]をクリックします。

e) [送信（Submit）]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートのサーバプールからの関連付け

の解除

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 関連付けを解除するサービスプロファイルテンプレートが含まれている組織をクリックし、[詳細の表示
（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [サービスプロファイルのテンプレート（Service Profile Templates）]タブをクリックします。

ステップ 6 サーバプロファイルからの関連付けを解除するサービスプロファイルテンプレートのテーブル内の行を

クリックします。

ステップ 7 [関連付け解除（Disassociate）]をクリックします。

ステップ 8 [サービスプロファイルテンプレートの関連付け解除（Disassociate Service Profile Template）]ダイアログ
ボックスで、[関連付け解除（Disassociate）]をクリックします。
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第 9 章

Cisco UCS サーバの管理

この章は、次の項で構成されています。

• サーバ管理, 211 ページ

• サーバの電源オン, 212 ページ

• サーバの電源オフ, 212 ページ

• サーバの KVMコンソールの起動, 212 ページ

• KVMコンソールを使用したサーバへの直接アクセス, 213 ページ

• サーバのインベントリ収集のリクエスト, 213 ページ

• サーバの診断割り込みの実行, 214 ページ

• サーバのリセット, 214 ページ

• サーバの再確認, 215 ページ

• サーバの稼働停止, 215 ページ

サーバ管理
Cisco UCS Directorを使用して Cisco UCSドメイン内のすべてのブレードサーバおよびラックマウ
ントサーバを管理およびモニタできます。

管理対象のサーバの選択方法については、選択対象サーバの管理, （16ページ）を参照してくだ
さい。
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サーバの電源オン

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 電源をオンにするサーバのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [電源オン（Power On）]をクリックします。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

サーバの電源オフ

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 電源をオフにするサーバのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [電源オフ（Power Off）]をクリックします。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

サーバの KVM コンソールの起動

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 KVMコンソールを起動するサーバのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [KVMコンソールの起動（Launch KVM Console）]をクリックします。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
Cisco UCS Directorによって kvm.jnlpファイルがダウンロードされます。

ステップ 7 ダウンロードフォルダ内の kvm.jnlpファイルをダブルクリックします。
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[KVMコンソール（KVM Console）]が別ウィンドウで開きます。

必要な Javaランタイム環境（JRE）がインストールされていない場合は、ダイアログボックスの [関連情
報（More Info）] をクリックし、画面の手順に従って JREをダウンロードしてインストールします。

KVM コンソールを使用したサーバへの直接アクセス
KVMコンソールを使用して UCSサーバに直接アクセスできます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 KVMコンソールを使用して直接アクセスするサーバの表内の行をクリックします。

ステップ 5 [KVM直接アクセス（KVM Direct Access）]をクリックします。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
[KVMコンソール（KVM Console）]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 7 ユーザ名とパスワードを入力し、ドメインを選択します。

ステップ 8 [KVMの起動（Launch KVM）]をクリックします。

サーバのインベントリ収集のリクエスト

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 インベントリ収集をリクエストするサーバのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [インベントリ収集のリクエスト（Request Inventory Collection）]をクリックします。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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サーバの診断割り込みの実行

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 診断割り込みを実行するサーバのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [サーバメンテナンス（Server Maintenance）]をクリックします。

ステップ 6 [サーバメンテナンス（Server Maintenance）ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [サーバメンテナンス（Server Maintenance）]ドロップダウンリストから、[診断割り込み（Diagnostic

Interrupt）]を選択します。
b) [Yes]をクリックします。

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）から BIOSまたはオペレーティングシステムに対して Non
Makeable Interrupt（NMI）が実行されます。このアクションにより、サーバにインストールされているオ
ペレーティングシステム応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

サーバのリセット

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 リセットするサーバのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックします。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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サーバの再確認
CiscoUCSManagerにサーバ、およびそのサーバのすべてのエンドポイントを再検出させる必要が
ある場合は、次の手順を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していな

かった状態から抜け出せなくなっている場合に、この手順を使用します。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 使用禁止にするサーバのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [サーバメンテナンス（Server Maintenance）]をクリックします。

ステップ 6 [サーバメンテナンス（Server Maintenance）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [サーバメンテナンス（ServerMaintenance）]ドロップダウンリストから、[再認識（Re-acknowledge）]
を選択します。

b) [Yes]をクリックします。

サーバを切断し、サーバとシステム内の1つまたは複数のファブリックインターコネクトの間の接続を構
築するよう、Cisco UCS Directorから Cisco UCSManagerへリクエストが送信されます。確認が終了するま
でに数分かかる場合があります。

サーバの稼働停止

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 使用禁止にするサーバのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [サーバメンテナンス（Server Maintenance）]をクリックします。

ステップ 6 [サーバメンテナンス（Server Maintenance）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [サーバメンテナンス（ServerMaintenance）]ドロップダウンリストから、[使用禁止（Decommission）]
を選択します。

b) [理由（Reason）]フィールドに、サーバを使用禁止にする理由を入力します。
c) [Yes]をクリックします。

Cisco UCS Directorによって当該サーバがシャットダウンされ、Cisco UCS設定から削除されて、[使用禁
止のUCSサーバ（Decommissioned Servers）]タブに追加されます。
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第 10 章

モニタリングとレポート

この章は、次の項で構成されています。

• モニタリングとレポートの概要, 217 ページ

• ファブリックインターコネクトとそのコンポーネントのモニタリング, 218 ページ

• シャーシとそのコンポーネントのモニタリング, 220 ページ

• サーバとそのコンポーネントのモニタリング, 221 ページ

• FEXとそのコンポーネントのモニタリング, 223 ページ

• TPMモニタリング, 224 ページ

• インベントリレポート, 224 ページ

• Cisco UCSイベント, 227 ページ

• Cisco UCSの障害, 228 ページ

• フォールト抑制, 230 ページ

モニタリングとレポートの概要
Cisco UCS Directorには、Cisco UCS Managerアカウントとして追加された各 Cisco UCSドメイン
内の管理対象のCiscoUCSコンポーネントがすべて表示されます。これらのコンポーネントはハー
ドウェアまたはソフトウェアです。

表示できる情報

次の情報を含む各コンポーネントに関する詳細を表示およびモニタすることができます。

•ライセンスのステータス

•現在のステータスのサマリー
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モニタリングできるコンポーネント

次のコンポーネントを含む、特定のコンポーネントをモニタすることも、各コンポーネントのレ

ポートを表示することもできます。

•ファブリックインターコネクト

•シャーシとそのコンポーネント（ファンモジュール、電源ユニット（PSUs）、I/Oモジュー
ル、サーバ、使用禁止のサーバなど）

•サーバ

•組織

•サービスプロファイル

• VSAN

• VLAN

•ポートチャネル

• QoSシステムクラス

•シャーシディスカバリポリシー

•管理 IPプール

•フロー制御ポリシー

•ロケール

•障害とイベント

ファブリックインターコネクトとそのコンポーネントの

モニタリング

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）]タブをクリックします。

ステップ 4 モニタするファブリックインターコネクトのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）] をクリックします。
CiscoUCSDirectorは選択したコンポーネントの現在のステータス情報を表示します。ウィンドウにあるタ
ブをクリックしてコンポーネントの詳細を表示します。

ステップ 6 次のいずれかのタブをクリックし、ファブリックインターコネクトまたはファブリックインターコネク

ト内の特定のコンポーネントのステータスを表示します。
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説明[名前（Name）]

使用可能なライセンス、ライセンス使用率、およびライセンス違

反の概要。

[ライセンスステータス（License
Status）]タブ

CPU使用率やデータ使用率の統計など、ファブリックインター
コネクトおよびそのコンポーネントの現在のステータスのサマ

リー。

[サマリー（Summary）]タブ

PSUおよびそれらの現在のステータスのリスト。[電源ユニット（Power Supply Units）]
タブ

ファブリックインターコネクト内のファンおよびそれらの現在の

ステータスのリスト。

[ファン（Fans）]タブ

ファブリックインターコネクト内のイーサネットポートとそれ

らの位置と現在のステータスのリスト。

[イーサネットポート（EthernetPorts）]
タブ

ファブリックインターコネクト内のファイバチャネルポート、

それらの位置と現在のステータス、および関連付けられている

VSANのリスト。

[ファイバチャネルポート（Fibre
Channel Ports）]タブ

ファブリックインターコネクトおよびそのコンポーネントの現在

のイベントのリスト、および各イベントに関する情報。

[イベント（Events）]タブ

ファブリックインターコネクトおよびそのコンポーネントの現在

の障害のリスト、および各障害に関する情報。

[障害（Faults）]タブ

データ使用率、CPU使用率、メモリ使用率レポートなど、ファブ
リックインターコネクトおよびそのコンポーネントについて生成

できる追加のレポート。

[その他のレポート（More Reports）]
タブ

ステップ 7 メインウィンドウに戻るには、[戻る（Back）]をクリックします。
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シャーシとそのコンポーネントのモニタリング

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSシャーシ（UCS Chassis）]タブをクリックします。

ステップ 4 モニタするシャーシのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）] をクリックします。
CiscoUCSDirectorは選択したコンポーネントの現在のステータス情報を表示します。ウィンドウにあるタ
ブをクリックしてコンポーネントの詳細を表示します。

ステップ 6 次のいずれかのタブをクリックし、シャーシまたはシャーシ内の特定のコンポーネントのステータスを表

示します。

説明[名前（Name）]

シャーシおよびそのコンポーネントの現在のステータスのサマ

リー。

[サマリー（Summary）]タブ

シャーシ内のサーバとそれらの位置および現在のステータスの

リスト。

[サーバ（Servers）]タブ

シャーシ内のファンモジュールとそれらの現在のステータスの

リスト。

[ファンモジュール（FanModules）]タブ

シャーシ内の PSUとそれらの現在のステータスのリスト。[電源ユニット（Power Supply Units）]タ
ブ

シャーシおよびそのコンポーネントの現在のイベントのリス

ト、および各イベントに関する情報。

[イベント（Events）]タブ

関連するポリシーとスケジュールを含むフォールト抑制タスク

のリスト（存在する場合）。

[抑制タスク（Suppression Tasks）]タブ

シャーシ内の I/Oモジュールとそれらの位置および現在のス
テータスのリスト。

[Ioモジュール（IO Modules）]タブ

シャーシおよびそのコンポーネントの現在の障害のリスト、お

よび各障害に関する情報。

[障害（Faults）]タブ
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説明[名前（Name）]

入出力電源傾向レポートなど、シャーシおよびそのコンポーネ

ントについて生成できる追加のレポート。

[その他のレポート（More Reports）]タ
ブ

ステップ 7 メインウィンドウに戻るには、[戻る（Back）]をクリックします。

サーバとそのコンポーネントのモニタリング

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 モニタするサーバのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）] をクリックします。
CiscoUCSDirectorは選択したコンポーネントの現在のステータス情報を表示します。ウィンドウにあるタ
ブをクリックしてコンポーネントの詳細を表示します。

ステップ 6 次のいずれかのタブをクリックし、サーバまたはサーバ内の特定のコンポーネントのステータスを表示し

ます。

説明[名前（Name）]

使用可能なライセンス、ライセンス使用率、およびライセンス

違反の概要。

[ライセンスステータス（License
Status）]タブ

電源と温度の統計情報を含む、サーバおよびそのコンポーネン

トの現在のステータスのサマリー。

[サマリー（Summary）]タブ

サーバ内のアダプタとそれらの位置および現在のステータスの

リスト。

アダプタのDCEインターフェイス、vNIC、および vHBAを表示
するには、アダプタを選択し、[詳細の表示（View Details）]を
クリックします。

[インターフェイスカード（Interface
cards）]タブ

サーバ内のファンモジュールとそれらの現在のステータスのリ

スト。このタブは、ラックマウントサーバについてのみ使用で

きます。

ファンモジュール内のファンを表示するには、ファンモジュー

ルを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

[ファンモジュール（Fan Modules）]タ
ブ

Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
221

モニタリングとレポート

サーバとそのコンポーネントのモニタリング



説明[名前（Name）]

サーバ内の PSUとそれらの現在のステータスのリスト。このタ
ブは、ラックマウントサーバについてのみ使用できます。

[電源ユニット（Power Supply Units）]
タブ

サーバおよびそのコンポーネントの現在のイベントのリスト、

および各イベントに関する情報。

[イベント（Events）]タブ

関連するポリシーとスケジュールを含むフォールト抑制タスク

のリスト（存在する場合）。

[抑制タスク（Suppression Tasks）]タブ

サーバ内の CPUとそれらの位置および現在のステータスのリス
ト。

[プロセッサユニット（Processor
Units）]タブ

サーバ内のメモリユニットと、それらのタイプ、位置、および

現在のステータスのリスト。

[メモリユニット（Memory Units）]タ
ブ

サーバ内のストレージコントローラのリスト。[ストレージコントローラ（Storage
Controllers）]タブ

サーバおよびそのコンポーネントの現在の障害のリスト、およ

び各障害に関する情報。

[障害（Faults）]タブ

サーバおよびそのコンポーネントのサービスリクエスト、アセッ

トタイプ、変更の説明のリスト

[サービスリクエストの詳細（Service
Request Details）]タブ

電圧、電源、温度レポートなど、サーバおよびそのコンポーネ

ントについて生成できる追加のレポート。

[その他のレポート（MoreReports）]タ
ブ

ステップ 7 メインウィンドウに戻るには、[戻る（Back）]をクリックします。
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FEX とそのコンポーネントのモニタリング
1つ以上のラックマウントサーバが含まれる Cisco UCSドメインの場合、ラックマウントサーバ
をファブリックインターコネクトに接続する各ファブリックエクステンダ（FEX）を Cisco UCS
Directorでモニタできます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[FEX]タブをクリックします。

ステップ 4 モニタする FEXのテーブル内の行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）] をクリックします。
CiscoUCSDirectorは選択したコンポーネントの現在のステータス情報を表示します。ウィンドウにあるタ
ブをクリックしてコンポーネントの詳細を表示します。

ステップ 6 次のいずれかのタブをクリックし、FEXまたは FEX内の特定のコンポーネントのステータスを表示しま
す。

説明[名前（Name）]

使用可能なライセンス、ライセンス使用率、およびライセン

ス違反の概要。

[ライセンスステータス（LicenseStatus）]
タブ

PSUおよびそれらの現在のステータスのリスト。[電源ユニット（Power Supply Units）]タ
ブ

FEX内のファンおよびそれらの現在のステータスのリスト。[ファン（Fans）]タブ

関連するポリシーとスケジュールを含むフォールト抑制タス

クのリスト（存在する場合）。

[抑制タスク（Suppression Tasks）]タブ

FEX内の I/Oモジュールとそれらの位置および現在のステー
タスのリスト。

[Ioモジュール（IO Modules）]タブ

ファブリックインターコネクトおよびそのコンポーネントの

現在の障害のリスト、および各障害に関する情報。

[障害（Faults）]タブ

ステップ 7 メインウィンドウに戻るには、[戻る（Back）]をクリックします。
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TPM モニタリング
トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、すべての Cisco UCSM3ブレードサーバ
とラックマウントサーバに搭載されています。オペレーティングシステムでの暗号化に TPMを
使用することができます。たとえば、Microsoftの BitLockerドライブ暗号化は Cisco UCSサーバ
上で TPMを使用して暗号キーを保存します。

Cisco UCS Managerでは、TPMが存在しているか、有効またはアクティブになっているかどうか
を含めた TPMのモニタリングが可能です。

インベントリレポート

ストレージプロファイル管理レポートの表示

レポートが、ストレージプロファイル、ストレージプロファイル LUN、および PCHコントロー
ラ定義に追加されています。ストレージプロファイルデータが Cisco UCS Managerのバージョン
に応じて Cisco UCS Managerアプライアンスから収集されます。サポートされているバージョン
の場合、ストレージプロファイルインベントリはストレージプロファイルに関連したデータを

収集し、収集されたデータは表形式のレポートとして表示されます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[ストレージプロファイル（Storage Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 [ストレージプロファイル（Storage Profiles）]リストから組織を選択します。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [ローカル LUN（Local LUNs）]タブ、[PCHコントローラ定義（PCH Controller Definitions）]タブ、[スト
レージプロファイル使用 -サービスプロファイル/テンプレート（Storage Profiles Usage-Service
Profiles/Template）]タブのいずれかをクリックして、それぞれのレポートを表示します。
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Cisco UCSシャーシインベントリレポートの表示
このレポートには、CiscoUCSManagerアカウント内のシャーシの数およびその中で電源がオンに
なっているシャーシの数が表示されます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[その他のレポート（More Reports）]タブをクリックします。

ステップ 4 [レポート（Reports）]ドロップダウンリストから、[UCSシャーシインベントリ（UCSChassis Inventory）]
を選択します。

ディスクグループポリシーのインベントリレポートの表示

ディスクグループポリシーデータはCiscoUCSManagerのバージョンに応じてCiscoUCSManager
アプライアンスから収集されます。バージョンがサポートされている場合、ディスクグループポ

リシーのインベントリ収集が実行されます。

収集されたデータは表形式のレポートとして表示されます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 [組織（Organizations）]リストから組織を選択します。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [ディスクグループポリシー（DiskGroup Policy）]タブをクリックします。

ステップ 7 [ディスクグループポリシー（DiskGroup Policy）]リストから、ディスクを選択します。

ステップ 8 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 9 [仮想ドライブ（Virtual Drive）]タブまたは [ディスクグループ（Disk Group）]タブをクリックして、そ
れぞれのレポートを表示します。
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Cisco UCSファブリックインターコネクトインベントリレポートの表
示

このレポートには、Cisco UCS Managerアカウント内のファブリックインターコネクトの数およ
びその中で操作可能なシャーシの数が表示されます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[その他のレポート（More Reports）]タブをクリックします。

ステップ 4 [レポート（Reports）]ドロップダウンリストから、[UCSファブリックインターコネクトインベントリ
（UCS Fabric Interconnect Inventory）]を選択します。

Cisco UCSサーバインベントリレポートの表示
このレポートには、Cisco UCSManagerアカウント内の Cisco UCSサーバ数とその中で操作可能な
サーバの数が表示されます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[その他のレポート（More Reports）]タブをクリックします。

ステップ 4 [レポート（Reports）]ドロップダウンリストから、[UCSサーバインベントリ（UCS Server Inventory）]を
選択します。
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Cisco UCSサーバ関連付けレポートの表示
このレポートには、Cisco UCS Managerアカウント内の関連付けられた UCSサーバ、関連付けの
ない UCSサーバ、および他の Cisco UCSサーバの数が表示されます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[その他のレポート（More Reports）]タブをクリックします。

ステップ 4 [レポート（Reports）]ドロップダウンリストから、[関連付けられたUCSサーバと関連付けのないUCSサー
バ（UCS Servers Associated vs Unassociated）]を選択します。

インベントリレポートのエクスポート

インベントリレポートを PDF、CSV、または XLS形式でインポートすることができます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[その他のレポート（More Reports）]タブをクリックします。

ステップ 4 [レポート（Reports）]ドロップダウンリストから、エクスポートするレポートを選択します。

ステップ 5 レポートの右側で、[レポートのエクスポート（Export Report）]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [レポートのエクスポート（Export Report）]ダイアログボックスで、[レポート形式の選択（Select Report
Format）]ドロップダウンリストから目的のレポート形式を選択し、[レポートの生成（Generate Report）]
をクリックします。

ステップ 7 レポートが生成されたら、[ダウンロード（Download）]をクリックします。

ステップ 8 レポートをダウンロードしたら、[閉じる（Close）]をクリックします。

Cisco UCSイベント
Cisco UCSでは、各イベントは、Cisco UCSドメイン内の非永続的な状態を表します。Cisco UCS
Managerがイベントを作成してログに記録した後は、イベントは変更されません。たとえば、サー
バの電源を投入すると、Cisco UCS Managerは、その要求の始まりと終わりのイベントを作成し
て、ログに記録します。
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Cisco UCS Directorから Cisco UCS Managerアカウントのすべてのイベントを表示できます。個別
の Cisco UCS Managerアカウント、またはサーバやファブリックインターコネクトなどのアカウ
ント内の特定のコンポーネントの Cisco UCSイベントを表示できます。

Cisco UCS Managerアカウントの Cisco UCSイベントの表示

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[イベント（Events）]タブをクリックします。

ステップ 4 （任意） アカウント内のコンポーネントのイベントを表示するには、次の手順を実行します。

a) 右ペインで、サーバ、ファブリックインターコネクトなどのコンポーネントのタブに移動します。
b) イベントを表示するコンポーネントの表内の行をクリックします。
c) [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
d) [イベント（Events）]タブをクリックします。

ステップ 5 （任意） 生成するレポートおよびテーブルに表示される列をカスタマイズするには、次の手順を実行し

ます。

a) テーブルメニューバーで [テーブルの列のカスタマイズ（Customize Table Columns）] ボタンをクリッ
クします。

b) [レポートテーブルのカスタマイズ（Customize Report Table）]ダイアログボックスでチェックボックス
を選択または選択解除し、レポートに表示する要素を決定して [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 （任意） タブに表示されるレポートをエクスポートするには次の手順を実行します。

a) テーブルメニューバーで [レポートのエクスポート（Export Report）]をクリックします。
b) [レポートのエクスポート（Export Report）]ダイアログボックスでレポート形式を選択して [レポート
の生成（Generate Report）]をクリックします。

c) レポートが生成されたら [ダウンロード（Download）]をクリックします。
d) 別のタブでレポートを表示している場合は、お使いのブラウザのダウンロードボタンを使用してレポー
トをダウンロードしてください。

e) [レポートのエクスポート（Export Report）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]をクリックしま
す。

Cisco UCSの障害
Cisco UCSの各障害は、Cisco UCSドメインの障害や、発生したしきい値のアラームを表します。
障害のライフサイクルの間に、障害の状態または重大度が変化する場合があります。

各障害には、障害の発生時に影響を受けたオブジェクトの動作状態に関する情報が含まれます。

障害の状態が移行して解決すると、そのオブジェクトは機能状態に移行します。
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Cisco UCS Directorから Cisco UCS Managerアカウントのすべての障害を表示できます。個別の
Cisco UCSManagerアカウントまたはアカウント内の特定のコンポーネントの Cisco UCSの障害を
ポッドレベルで表示することもできます。

CiscoUCSの障害の詳細については、『CiscoUCSFaults andErrorMessagesReference』および『Cisco
UCS Manager B-Series Troubleshooting Guide』を参照してください。

ポッドの Cisco UCS障害の表示

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左ペインで、障害を表示するポッドをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [障害（Faults）]タブをクリックします。

ステップ 4 （任意） 生成するレポートおよびテーブルに表示される列をカスタマイズするには、次の手順を実行し

ます。

a) テーブルメニューバーで [テーブルの列のカスタマイズ（Customize Table Columns）] ボタンをクリッ
クします。

b) [レポートテーブルのカスタマイズ（Customize Report Table）]ダイアログボックスでチェックボックス
を選択または選択解除し、レポートに表示する要素を決定して [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 （任意） タブに表示されるレポートをエクスポートするには次の手順を実行します。

a) テーブルメニューバーで [レポートのエクスポート（Export Report）]をクリックします。
b) [レポートのエクスポート（Export Report）]ダイアログボックスでレポート形式を選択して [レポート
の生成（Generate Report）]をクリックします。

c) レポートが生成されたら [ダウンロード（Download）]をクリックします。
d) 別のタブでレポートを表示している場合は、お使いのブラウザのダウンロードボタンを使用してレポー
トをダウンロードしてください。

e) [レポートのエクスポート（Export Report）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]をクリックしま
す。

Cisco UCS Managerアカウントの Cisco UCS障害の表示

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [障害（Faults）]タブをクリックします。

ステップ 4 （任意） アカウント内のコンポーネントまたはオブジェクトの障害を表示するには、次の手順を実行し

ます。
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a) サービスプロファイル、サーバ、組織などのコンポーネントまたはオブジェクトのタブに移動します。
b) 障害を表示するコンポーネントまたはオブジェクトの表内の行をクリックします。
c) [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
d) [障害（Faults）]タブをクリックします。

ステップ 5 （任意） 生成するレポートおよびテーブルに表示される列をカスタマイズするには、次の手順を実行し

ます。

a) テーブルメニューバーで [テーブルの列のカスタマイズ（Customize Table Columns）] ボタンをクリッ
クします。

b) [レポートテーブルのカスタマイズ（Customize Report Table）]ダイアログボックスでチェックボックス
を選択または選択解除し、レポートに表示する要素を決定して [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 （任意） タブに表示されるレポートをエクスポートするには次の手順を実行します。

a) テーブルメニューバーで [レポートのエクスポート（Export Report）]をクリックします。
b) [レポートのエクスポート（Export Report）]ダイアログボックスでレポート形式を選択して [レポート
の生成（Generate Report）]をクリックします。

c) レポートが生成されたら [ダウンロード（Download）]をクリックします。
d) 別のタブでレポートを表示している場合は、お使いのブラウザのダウンロードボタンを使用してレポー
トをダウンロードしてください。

e) [レポートのエクスポート（Export Report）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]をクリックしま
す。

フォールト抑制
フォールト抑制を使用すると、予定されたメンテナンス時間中にSNMPトラップおよびCallHome
通知を抑制することができます。フォールト抑制タスクを作成し、一時的な障害がレイズまたは

クリアされるたびに通知が送信されることを防止できます。

障害は、期限切れになるか、フォールト抑制タスクがユーザによって手動で停止されるまで抑制

されたままになります。フォールト抑制が終了した後に、Cisco UCS Directorがクリアされていな
い未処理の抑制された障害の通知を送信します。
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シャーシのフォールト抑制タスクの追加

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [UCSシャーシ（UCS Chassis）]タブをクリックします。

ステップ 4 フォールトを抑制するシャーシの表の列をクリックします。

ステップ 5 [フォールト抑制の開始/停止（Start/Stop Fault Suppression）]をクリックします。

ステップ 6 [フォールト抑制（Fault Suppression）]ダイアログボックスで、[ローカル定義の抑制タスク（LocallyDefined
Suppression Tasks）] 領域内の [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ローカル定義の抑制タスクへのエントリの追加（Add Entry to Locally Defined Suppression Tasks）]ダイア
ログボックスで、以下のフィールドに入力して、[送信（Submit）]をクリックします。

説明[名前（Name）]

フォールト抑制タスクの一意の名前です。[名前（Name）]フィールド

フォールト抑制タスクを実行するタイミングを選択

します。次のいずれかになります。

• [固定間隔（Fixed Time Interval）]：フォールト
抑制タスクの開始時間と期間を指定します。

[開始時間（StartTime）]フィールドに、フォー
ルト抑制タスクを開始する日付と時間を指定

します。このフィールドのカレンダーアイコ

ンをクリックして、ポップアップカレンダー

から開始時間を選択します。[タスク期間（Task
Duration）]フィールドで、このタスクの継続
時間を指定します。手動で停止するまでこの

タスクを実行する場合は、このフィールドに

「00:00:00:00」と入力してください。

• [スケジュール（Schedule）]：事前定義された
スケジュールを使用して、開始時間と期間を

設定します。[スケジュール（Schedule）]ド
ロップダウンリストからスケジュールを選択

します。

[固定間隔/スケジュールの選択（Select Fixed Time
Interval/Schedule）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

事前定義された抑制ポリシーを選択し、このタスク

に適用します。次のいずれかになります。

• [default-server-maint]：ブレードサーバのフォー
ルトを抑制します。

• [default-iom-maint]：シャーシ内の IOMのフォー
ルトを抑制します。

• [default-chassis-all-maint]：シャーシとシャーシ
に装着された全コンポーネント（全ブレード

サーバ、電源、ファンモジュール、IOM）の
フォールトを抑制します。

• [default-chassis-phys-maint]：シャーシと、シャー
シに装着された全ファンモジュールと電源の

フォールトを抑制します。

[抑制ポリシー（Suppression Policy）] ドロップダウ
ンリスト

この手順を繰り返して、フォールト抑制タスクを追加してください。

ステップ 8 すべてのフォールト抑制タスクを追加したら、[送信（Submit）]をクリックします。

FEX のフォールト抑制タスクの追加

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[FEX]タブをクリックします。

ステップ 4 フォールトを抑制する FEXの表の列をクリックします。

ステップ 5 [フォールト抑制の開始/停止（Start/Stop Fault Suppression）]をクリックします。

ステップ 6 [フォールト抑制（Fault Suppression）]ダイアログボックスで、[ローカル定義の抑制タスク（LocallyDefined
Suppression Tasks）] 領域内の [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ローカル定義の抑制タスクへのエントリの追加（Add Entry to Locally Defined Suppression Tasks）]ダイア
ログボックスで、以下のフィールドに入力して、[送信（Submit）]をクリックします。

説明[名前（Name）]

フォールト抑制タスクの一意の名前です。[名前（Name）]フィールド

   Cisco UCS Manager リリース 6.0 用の Cisco UCS Director 管理ガイド
232

モニタリングとレポート

FEX のフォールト抑制タスクの追加



説明[名前（Name）]

フォールト抑制タスクを実行するタイミングを選択

します。次のいずれかになります。

• [固定間隔（Fixed Time Interval）]：フォールト
抑制タスクの開始時間と期間を指定します。

[開始時間（StartTime）]フィールドに、フォー
ルト抑制タスクを開始する日付と時間を指定

します。このフィールドのカレンダーアイコ

ンをクリックして、ポップアップカレンダー

から開始時間を選択します。[タスク期間（Task
Duration）]フィールドで、このタスクの継続
時間を指定します。手動で停止するまでこの

タスクを実行する場合は、このフィールドに

「00:00:00:00」と入力してください。

• [スケジュール（Schedule）]：事前定義された
スケジュールを使用して、開始時間と期間を

設定します。[スケジュール（Schedule）]ド
ロップダウンリストからスケジュールを選択

します。

[固定間隔/スケジュールの選択（Select Fixed Time
Interval/Schedule）]ドロップダウンリスト

事前定義された抑制ポリシーを選択し、このタスク

に適用します。次のいずれかになります。

• [default-fex-phys-maint]：FEXとFEX内の全ファ
ンモジュールと電源のフォールトを抑制しま

す。

• [default-fex-all-maint]：FEXと FEX内の全電
源、ファンモジュール、IOMのフォールトを
抑制します。

• [default-iom-maint]：FEX内の IOMのフォール
トを抑制します。

[抑制ポリシー（Suppression Policy）] ドロップダウ
ンリスト

この手順を繰り返して、フォールト抑制タスクを追加してください。

ステップ 8 すべてのフォールト抑制タスクを追加したら、[送信（Submit）]をクリックします。
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I/O モジュールのフォールト抑制タスクの追加
FEXやシャーシの I/Oモジュールのフォールトを抑制できます。

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、次のいずれかのタブをクリックします。

• [シャーシ（Chassis）]タブ

• [FEX]タブ

ステップ 4 I/Oモジュールのフォールトを抑制する FEXの表の列をクリックし、[詳細の表示]をクリックします。

ステップ 5 [IOモジュール（IO Modules）] タブをクリックします。

ステップ 6 フォールトを抑制する I/Oモジュールの表の列をクリックします。

ステップ 7 [フォールト抑制の開始/停止（Start/Stop Fault Suppression）]をクリックします。

ステップ 8 [フォールト抑制（Fault Suppression）]ダイアログボックスで、[ローカル定義の抑制タスク（LocallyDefined
Suppression Tasks）] 領域内の [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 9 [ローカル定義の抑制タスクへのエントリの追加（Add Entry to Locally Defined Suppression Tasks）]ダイア
ログボックスで、以下のフィールドに入力して、[送信（Submit）]をクリックします。

説明[名前（Name）]

フォールト抑制タスクの一意の名前です。[名前（Name）]フィールド
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説明[名前（Name）]

フォールト抑制タスクを実行するタイミングを選択

します。次のいずれかになります。

• [固定間隔（Fixed Time Interval）]：フォールト
抑制タスクの開始時間と期間を指定します。

[開始時間（StartTime）]フィールドに、フォー
ルト抑制タスクを開始する日付と時間を指定

します。このフィールドのカレンダーアイコ

ンをクリックして、ポップアップカレンダー

から開始時間を選択します。[タスク期間（Task
Duration）]フィールドで、このタスクの継続
時間を指定します。手動で停止するまでこの

タスクを実行する場合は、このフィールドに

「00:00:00:00」と入力してください。

• [スケジュール（Schedule）]：事前定義された
スケジュールを使用して、開始時間と期間を

設定します。[スケジュール（Schedule）]ド
ロップダウンリストからスケジュールを選択

します。

[固定間隔/スケジュールの選択（Select Fixed Time
Interval/Schedule）]ドロップダウンリスト

事前定義された抑制ポリシーを選択し、このタスク

に適用します。[default-iom-maint]ポリシーを選択
すると、シャーシや FEXの IOMのフォールトの抑
制が可能です。

[抑制ポリシー（Suppression Policy）] ドロップダウ
ンリスト

この手順を繰り返して、フォールト抑制タスクを追加してください。

ステップ 10 すべてのフォールト抑制タスクを追加したら、[送信（Submit）]をクリックします。
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サーバのフォールト抑制タスクの追加

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、[UCSサーバ（UCS Servers）]タブをクリックします。

ステップ 4 フォールトを抑制するサーバの表の列をクリックします。

ステップ 5 [フォールト抑制の開始/停止（Start/Stop Fault Suppression）]をクリックします。
このボタンが表示されない場合は、メニュー右側にあるドロップダウンリストボタンをクリックして、

ドロップダウンリストからこのオプションを選択します。

ステップ 6 [フォールト抑制（Fault Suppression）]ダイアログボックスで、[ローカル定義の抑制タスク（LocallyDefined
Suppression Tasks）] 領域内の [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [ローカル定義の抑制タスクへのエントリの追加（Add Entry to Locally Defined Suppression Tasks）]ダイア
ログボックスで、以下のフィールドに入力して、[送信（Submit）]をクリックします。

説明[名前（Name）]

フォールト抑制タスクの一意の名前です。[名前（Name）]フィールド

フォールト抑制タスクを実行するタイミングを選択

します。次のいずれかになります。

• [固定間隔（Fixed Time Interval）]：フォールト
抑制タスクの開始時間と期間を指定します。

[開始時間（StartTime）]フィールドに、フォー
ルト抑制タスクを開始する日付と時間を指定

します。このフィールドのカレンダーアイコ

ンをクリックして、ポップアップカレンダー

から開始時間を選択します。[タスク期間（Task
Duration）]フィールドで、このタスクの継続
時間を指定します。手動で停止するまでこの

タスクを実行する場合は、このフィールドに

「00:00:00:00」と入力してください。

• [スケジュール（Schedule）]：事前定義された
スケジュールを使用して、開始時間と期間を

設定します。[スケジュール（Schedule）]ド
ロップダウンリストからスケジュールを選択

します。

[固定間隔/スケジュールの選択（Select Fixed Time
Interval/Schedule）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

事前定義された抑制ポリシーを選択して、このタス

クに適用します。これには、 [default-server-maint]
ポリシーを選択すると、ブレードサーバとラック

マウントサーバのフォールトの抑制が可能です。

[抑制ポリシー（Suppression Policy）] ドロップダウ
ンリスト

この手順を繰り返して、フォールト抑制タスクを追加してください。

ステップ 8 すべてのフォールト抑制タスクを追加したら、[送信（Submit）]をクリックします。

フォールト抑制タスクの表示

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで Podを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右ペインで、次のいずれかのタブをクリックします。

• [シャーシ（Chassis）]タブ

• [FEX]タブ

• [UCSサーバ（UCS Servers）]タブ

ステップ 4 フォールト抑制タスクを表示するシャーシ、FEX、またはサーバの表内の行をクリックし、[詳細の表示]
をクリックします。

ステップ 5 [抑制タスク（uppression Tasks）]タブをクリックします。
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